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はじめに 
 
 公益社団法人 認知症の人と家族の会 
 代表理事 鈴木 森夫 
 
「家族の会」は、認知症の人や家族の生活実態や思いを明らかにし、多くの人々に伝え、理解

されることが必要と考え、結成直後の 1981年から、ほぼ 10 年毎に、暮らしと介護の実態調査を
行い、広く社会に発信してきました。 
昨年度、令和元年度老人保健健康増進等事業として実施した「認知症の人と家族の思いと介

護状況および市民の認知症に関する意識の実態調査」は、調査対象を家族だけではなく、本人、

支援者、一般市民に広げ、４つの調査を同時期に実施しました。これにより、認知症の人と家族の

生活や介護の実態、市民や支援者の意識とのかかわりが、明らかになりました。 
今年度は、これら４つの調査で得られた成果を、認知症にかかわる人たちだけでなく、広く一般

の方にも知っていただくために、令和２年度老人保健健康増進等事業として、「認知症の人と家

族の思いやその状況に関する実態調査をふまえた支援のあり方に関する調査研究事業」に取り

組みました。 
その一つは、調査結果から明らかになった実態を、一般市民の方にもわかりやすく伝えるため

のガイドブック（小冊子）「認知症の人と家族の思いをより深く知りたいあなたへ」の作成とその効果

検証でした。 
ガイドブック作成の目的は、認知症の人と家族の思いへの理解を深め、認知症とともに生きる社

会をつくるための情報を発信することです。そのため、ガイドブックをより良いものにしていくため

に、その内容が認知症の本人や家族にとって、支援者や市民にとって理解しやすく、有意義なも

のになったか、また、それぞれの立場で、どのような認知症に対する知識や取り組みのニーズを持

っているか等について、12,000か所にガイドブックを配布し、アンケートを実施しました。その結
果、コロナ禍の中ではありましたが、短期間に 3,700名を超える回答を得ることができ、肯定的な
評価とともに、より良いものに改善するための示唆を多く得ることができました。 
もう一つの取り組みは、ガイドブックの概要版を動画（アニメーション）にしてホームページで広く

紹介することです。対象を子どもから高齢者まで幅広く設定し、視覚的にもわかりやすい内容で、

認知症への関心と正しい理解をすすめる一助になるよう工夫して制作しました。 
なお、ガイドブックや動画の作成にあたっては、昨年度、実態調査からご参加くださったご本人

の伊藤俊彦・元子さんご夫妻には、引き続きご協力いただきました。 
本ガイドブックおよび動画が多くの皆さまに広く活用していただき、認知症へのより深い理解が

広まることを願っております。 
2021年 3月末日 
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ガイドブック「認知症の人と家族の思いをより深く知りたいあなたへ」の作成に参加して 
 
 伊藤 俊彦 
 
私は認知症本人の立場で、この調査研究事業に関わりました。昨年度は大規模な実態調査が

実施されて、今年度はその調査結果を広く周知して戴くためのガイドブック他が作成されました。

記憶の覚束ないところは妻の記憶を頼りに本事業を振り返り、私が感じたことを記します。 
本事業において、認知症の当事者が話したことを記録する、もしくは本人が記入する調査が実

施されて、一人一人の言葉が纏められ、残されたことの意義は大変大きいと、私は思っています。

自身を顧みると、認知症を診断されて二年程経過した頃から、認知症の個別性、多様性の理解が

拡がることを願い、私が「記したこと」「話したこと」が、当事者仲間の言葉と共に、主治医によって、

或いは関わって下さった専門職や行政の方々によって記録されて残り、それらが周囲の「認知症

理解」の為に役に立っていることを感じて来ました。 
今年度作成された「認知症の人と家族の思いをより深く知りたいあなたへ」が、幅広く様々な

人々に活用されて、認知症の正しい理解が一層進みます事を、私は願っております。 
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Ⅰ．2020年度事業の概要 
 
 老人保健健康推進等事業 調査研究委員会委員長 
 藤田医科大学医学部 認知症・高齢診療科 
 武地 一 
 

2019 年度の老健事業「認知症の人と家族の思いと介護状況および市民の認知症に関する意
識の実態調査」で、認知症の人、認知症の人の家族、認知症の人を支援する人々、一般の市民

の皆様、それぞれ多くの方に質問紙調査などを実施させていただき、300 ページにもおよぶ報告
書を提出した。この資料はインターネット上で今も閲覧・ダウンロードも可能であるが、2020年度に
実施した本事業では、2019 年度に集まった多くのデータを認知症と向き合う当事者や寄り添う
人々にわかりやすい形で伝えることを試みた。 

2019年度の調査では、認知症と診断を受けた時の気持ちや家族として向き合ったり寄り添った
りしていくとき、そして、地域の住民として、専門職として、あるいは日常の様々な仕事を通じて認

知症の人や家族と接するとき、それぞれの場面での思いが集約された。その集約されたデータを、

昨年度に引き続き担当した委員を中心に、エッセンスを抽出し、委員会やメールでの議論を通じ

て 1冊のガイドブックに仕上げた。調査結果のうち多くの皆様と共有できればと思う内容はたくさん
あったが、情報量が多すぎると逆に伝わりにくいであろうというジレンマを抱えながらの作成であっ

た。また、直接、認知症の人や家族に伝わる内容でという思いもありつつ、認知症の人や家族を

医療・介護・福祉などの専門職として受けとめたのちに認知症の人や家族に情報提供したり関わ

ったりしてもらいたいという思いから専門職の方に伝えるという思いも込めたため、その迷いがその

ままの形で残ったガイドブックとなってしまったかもしれない。 
昨年度に集まった多くの方々の貴重な声を、できるだけ伝わりやすい形でと作成したガイドブッ

クについて、年度後半にアンケート調査としてガイドブックに目を通した皆様からの評価を募った。

詳細はこのあとの調査結果を見ていただきたいが、多くの方々から「理解が深まった」「啓発ツー

ルとして活用できる」という感想を寄せていただいた。幸い、予想を超える多くの人々から感想をお

寄せいただいたが、実際には難題もあった。もともとは認知症の人やその家族、地域の住民の方

や日常の生活の場で認知症の人や家族とかかわっている人々と、医療・介護・福祉などの専門職

として認知症の人や家族に接している人々、それぞれから感想をいただければと思っていたが、

新型コロナウイルスの状況下で、認知症サポーター養成講座や市民講座、家族会のつどい、認

知症カフェなどの開催が大幅に制限され、当事者や市民の方々の声を寄せていただきにくい状

況であった。しかし、それでも委員の方々や関係者の方々の声掛けもあって、最終的には当事者

や市民の方々からの声も多数寄せられた。この場を借りて、感想・評価などを寄せていただいた

方々に感謝したい。 
ガイドブックの他、ガイドブックの趣旨をもっと凝縮した形として短編のアニメーションも事業の成

果物として制作した。それぞれが補い合って認知症への理解が深まればと願っている。 
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1．ガイドブック「認知症の人と家族の思いをより深く知りたいあなたへ」の作成 
 

1）制作意図 
2019 年度（平成元年度）老人保健健康増進等事業「認知症の人と家族の思いと介護状況および市民の認知
症に関する意識の実態調査」の結果（以下，2019 年度調査結果）を，認知症の人と家族の状況や認知症をとり
まく状況について深く知りたいと思っている一般市民や専門職に，できるだけわかりやすい形で周知する目的で，

｢認知症の人と家族の思いをより深く知りたいあなたへ｣（A4 サイズ 32 ページ 巻末資料）を作成し，認知症の

人と家族の思いへの理解を深め，認知症にやさしい社会をつくるための情報を発信した． 
この冊子は，印刷媒体として 3 万部を作成し，国内の認知症疾患医療センターや地域包括支援センター，専
門医等に配布した．また，広く活用をしてもらうことを目的として，「認知症の人と家族の会」世話人にも配布し，

つどい等で配布を行った．さらに，電子媒体を「認知症の人と家族の会」ホームページに公開した． 
 「認知症の人と家族の思いをより深く知りたいあなたへ」 https://www.alzheimer.or.jp/?p=37271 
 
 
 
 
 
 

2）ガイドブックの対象者および活用の範囲 
想定した読者層は，認知症に関心をもち研修会や認知症サポーター養成講座に参加する市民，専門職，学

生等であり，働き盛りのこれから認知症の人の家族となる 40~50歳代の年代層にも広めたいと考えた． 
 

3）ガイドブックの内容 
2019 年度調査結果から，主に「認知症の人の思いに関する調査」「認知症の人と家族の介護と暮らしに関す

る意識の実態調査」「認知症に関する一般市民の認識調査」の結果をもとにガイドブックを構成した． 
「認知症の人の思いに関する調査」は，認知症の診断を受けた全国 69 人の認知症の診断を受けたときの思

いや生活状況についての聞き取り調査である．この結果から，多くの認知症の人の「いま」の思いを知ることがで

きる．ガイドブックにはこれら 69人の「私」を割り合いや自由記述の声から一例を書き出し，認知症の人の診断を
受けたときの苦しみや，診断を受けた後の生活への受け止め，辛いことがあっても前向きにとらえて生きる様子

が伝わるよう構成した．また，これらの内容に加えて，本老健事業委員会の委員でもある伊藤俊彦さん，元子さ

んご夫妻に巻頭言として「わたしの認知症」｢わたしの認知症－夫からの贈り物」を執筆いただき掲載した． 
「認知症の人と家族の介護と暮らしに関する意識の実態調査」は，全国の介護家族や介護家族経験者から介

護をしている状況や認知症の人との生活の状況について質問紙調査をしたものである．調査内容は介護をして

いる／した経験のある介護家族を対象としており、介護の対象となる認知症の人の状況から，生活場所や介護

内容，介護時間，介護保険サービス利用の状況，介護者の就労状況と介護負担，経済状況など多岐にわたる．

そこから，今回は主に，認知症の人と家族の暮らしの場所，介護をしている家族の状況，介護への思い，介護補

助者の有無，介護家族の就労及び介護休暇など職場の協力体制，介護費用，認知症の人の症状と生活への

影響および自覚症状などをピックアップした．これらの内容から，認知症と診断を受けてもすぐに重度の介護を

必要とする状態にはないこと，家族が気が休まらない思いをしている状況を有しながら，在宅での介護を続けて

いる人が多く，今後も続けたいと思っている状況，その一方で介護補助者や職場の協力が十分ではない状況を
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踏まえ，認知症の人と家族が孤立せず，地域で住み続けていくことができるよう介護負担を軽くするピアサポート

や介護保険の利用につながる道筋を示すよう工夫した． 
「認知症に関する一般市民の認識調査」は，全国のボランティアや一般市民等に認知症に関する認識を調査

したものである．この結果から，認知症に対する市民のイメージと介護家族に対するイメージを得，認知症のイメ

ージを形成する 5 つの要因として｢認知症に対する現実的な視点（自分の身に置き換えた視点）｣「行動心理症
状をもつ」「記憶障害の病気」「認知症に対する漠然とした不安感」「認知症の人の立場に立った視点（パーソン

センタード）」が見いだされた分析結果，そして，認知症や介護に関する地域の社会資源として「介護保険制度」

「認知症カフェ」「認知症サポーター」「認知症の人と家族の会」の認知度を示した．これらを含めた社会資源を

巻末に「認知症の人と介護家族のための相談窓口」として主なものを示し，パーソンセンタードの視点を合わせ

て，認知症施策推進大綱が向かう認知症とともにある共生社会のイメージを示すよう工夫した． 
そして，認知症という病気について，受診にいたるための基礎知識，診断をするための主な検査方法，認知

症の症候群の理解を含めた原因疾患の種類，非薬物療法を含む主な治療および対処方法，認知症の経過を

わかりやすく書き下ろした． 
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2．市民および専門職の認知症ガイドブックに対するニーズ調査 
 

1）調査目的 
上記のガイドブック作成の目的である「2019年度調査結果を活用し，認知症の人と家族の思いへの理解を深

め，認知症にやさしい社会をつくるための情報を発信する｣ために，ガイドブックの内容が有意義であったか，読

者である専門職や市民がどのような認知症に対する知識ニーズを持っているかについて調査を実施した．具体

的には，作成したガイドブック｢認知症の人と家族の思いをより深く知りたいあなたへ｣の読者アンケートを実施し

た． 
 

2）調査方法 
ガイドブックに質問紙（A4 3 ページ折り込み 巻末資料）と返信用封筒を挟み込み，配布した．また，ガイドブ

ックは PDF化しホームページ上に公開し，インターネットアンケートフォームによる回答も得た． 
ガイドブックは概ね 12，000部配布，公開ページのアクセス数は 2 月末までに 4,595 アクセス，SNS や直接

ダウンロードされた回数は 11,000回以上であった． 
 

3）調査内容 
調査用紙は，調査依頼文 A4 1 ページにつづき，A4 2 ページ（印刷体としては A3 冊子印刷の見開き）とし

た．調査内容は，回答者の属性（年代，性別，居住都道府県，職業・立場，認知症介護経験），ガイドブックの参

考になった項目，ガイドブックを読み認知症の理解が深まったか（4件法），認知症のイメージが変化したか（4件
法，変化した場合はその内容自由記述），ガイドブックが認知症啓発ツールとして活用できると思うか（4 件法，
活用できる場所や場面自由記述），掲載内容以外で知りたいことの有無とその内容（自由記述），ガイドブック配

布場所の希望，ガイドブックに関する意見等（自由記述）を聞いた． 
 

4）調査時期 
2020年 12月～2021年 2月 
 

5）倫理的配慮 
調査は，配布後1カ月以上の回答期間を設け，回答方法は郵送法またはインターネット回答を自由に選択で

きるようにした．また，回答は無記名自記（自記入）であり，回答は強制ではないこと，自由意思による回答を保

障するなどして回答への負担を最小限にした．なお，調査は老健事業委員会での審議を経た上で，公益社団

法人認知症の人と家族の会理事会の承認を得て，代表理事名で実施した．ガイドブックは「認知症の人と家族

の会」会員非会員問わず，認知症関係の疾患医療センターや地域包括支援センター，その他会員および関係

団体のネットワークを使って幅広く配布した． 
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3． ガイドブックの内容の理解を促すためのアニメーション動画の制作 
 

1）制作意図 
2019年度調査結果を，さらに一般市民や専門職にわかりやすい形で周知することを目的に，アニメーション動
画を作成することにした．動画の内容には調査結果は多くは出てこないが，本人や家族の言葉は，調査の自由

記述の内容から切り取られている．概ね 5分間程度の動画として｢認知症の人の支援者編｣「認知症の人の本人
の思い編」「認知症の人の家族の支援編」の 3本を作成した．  
 

2）アニメーション動画の視聴対象者および活用の範囲 
想定した視聴者層は，認知症に関心をもち研修会や認知症サポーター養成講座に参加する市民，専門職，

学生等であり，具体的な支援をしてみたいが一歩踏み出せない人に，認知症の人の思いや認知症カフェ，家族

のつどい等に誘う内容とした． 
 

3）アニメーション動画の内容 
ガイドブックのイラストのタッチを踏襲，さらに登場人物もできるだけ合わせたものとして，ガイドブックのイメー

ジと合致させた． 
アニメーション動画のあらすじは以下の通りである．それぞれの内容には，地域の中での理解，職場

での理解・協力，相談窓口の活用，ピアサポートの意義，ひとりで抱え込まないことなどのエッセンス

を盛り込んでいる． 

 

① 支援者編「認知症の人と家族の思いをより深く知りたいあなたへ 支援者編 ともに過ごす 認知

症の人と家族とわたしたち」 

主人公は大学 3年生，小学生のときに認知症サポーター養成講座を受講したが，その後は認知症の人

や家族にかかわることはなかった．大学に進学し改めて認知症サポーター養成講座を受講し，できるこ

とがないか考え始めた．そんなある日，街中で気になるお年寄りを見かけた．その時は何もできなかっ

たが，声をかけたほうがよかったのではと後悔した．自宅で母親にその出来事を話したら，祖母が認知

症カフェでボランティアをしていることを知った．祖母に連絡をして認知症カフェにボランティアとし

て参加してみた．そこで出会った老夫婦や，スタッフの人たちとの出会いに感銘を受ける．認知症にな

ってもできることがあること，周囲のかかわりでその人らしく過ごすことができることがあることを理

解した． 

 

②本人の思い編「認知症の人と家族の思いをより深く知りたいあなたへ 認知症の人編 認知症ととも

に自分らしく生きる」 

主人公は最近定年退職をして，再就職を始めた．慣れない仕事でトラブル続き．慣れないせいかとも

思っていたが，どうも忘れやすくなっているようだ．妻から病院受診をすすめられ，しぶしぶ受診をし

てみたら，認知症と診断された．突然の認知症の診断にショックを受け，しばらくは何もできない日々

が続いた．再就職先の上司からも冷たい仕打ちがあり落ち込んでいたところ，病院のソーシャルワーカ

ーから本人のつどいの紹介を受け参加してみた．そこでは同じ病気をもつ人が集まり，自分の不安を打

ち明け，気持ちを語り合うことができた．そこでできることがあるなら続けられることの勇気を得た．

職場でもできることを続けている． 
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③介護家族編「認知症の人と家族の思いをより深く知りたいあなたへ 認知症の人の家族編 介護と仕

事の両立」 

主人公は実家で母と二人で暮らしている．仕事は事務員で，家事は母がやってくれていたが，認知症の診断

を受けてから意欲が低下してきている．現在は介護保険サービスをパートの時間に併せて利用している．母の

世話にも手間がかかるので，仕事を辞めることも考えたが，上司と相談して継続している．ケアマネジャーと介護

保険の限度額内でサービスの調整をするなどして対応しているが，職場では時短となって同僚に迷惑をかけて

いることにも心を痛めている．持病も悪化していて，このままの生活が続けられるか不安を抱いていたところ，ケ

アマネジャーが地域包括支援センターに相談してくれ，職場の上司にも声をかけ認知症サポーター養成講座を

開催してくれ，同僚の理解も得られるようになった．また，小規模多機能居宅介護事業所の紹介を受けて利用を

開始したことで，少し生活にも余裕が出てきている． 
 
 「認知症の人と家族の思いをより深く知りたいあなたへ アニメーション動画」 

 https://www.alzheimer.or.jp/?p=38671 
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Ⅱ．ガイドブック「認知症の人と家族の思いをより深く知りたいあなたへ」調査結果 
 

1．アンケート回収数 
2021年 3月 1日までに得た回答は 3734件，うち有効回答は 3724件（インターネット回答 835件，郵送回

答 2889件）であった． 
 
2．回答者の属性 
1）回答者の性別・年代（表 1，図 1） 
女性が 2622件 70.4％，男性が 1085件 29.1％，その他・無回答 17件 0.5%であった． 
40歳台 1116件 30.0%，50歳台 1007件 27.0%，30歳台以下 758件 20.4％，60歳台以上 823件 22.1％

であった． 
居住都道府県は，全都道府県から回答（最高:愛知県 218件）があり，海外からの回答も 1件あった． 
 

表 1 回答者の性別・年代 

年代・性別 女性 男性 その他･

無回答

総計 割合（%） 

１０歳台 3 3 6 0.2
２０歳台 37 126 1 164 4.4
３０歳台 229 359 588 15.8
４０歳台 382 732 2 1116 30.0
５０歳台 219 782 6 1007 27.0
６０歳台 122 404 1 527 14.2
７０歳台 67 168 1 236 6.3
８０歳台 25 31 56 1.5
９０歳台以上 1 3 4 0.1
無回答 14 6 20 0.5

総計 1085 2622 17 3724  

 
 
2）回答者の職業 
回答者の主な職業は重複回答で，認知症本人は 7 道県か

ら 10件回答があり，50歳台 3件，60歳台 3件，70歳台 1件，80歳台 3件，男女各 5件であった． 
複数回答による職種の回答状況は，福祉職 1883件，医療職 838件，行政職 666件，会社員 237件，年金

での生活 310件，教育職 86件，経営者 68件，学生 15 件，技術者 98 件，その他 184 件であった．なお，大
まかな分析のため，認知症の本人，行政職，福祉職，医療職の順で主な職業とし，それ以外の回答を一般とし

て分類を行い，福祉職 1751件 47.0％，医療職 571件 15.3％，自治体・地域包括等 665件 17.9％，一般（無
回答を含む）727 件 19.5％とした．一般の内訳は，年金での生活 273 件，会社員 195 件，その他 166 件，教
員 69件，経営・自営 39件，学生 9件，技術者 4件であった． 
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3）回答者の介護経験の状況（図 2） 
介護経験について無回答をのぞく

3265 件中，「主にみているまたはみ
ていた」1031 件 31.6％，「手伝って
いるまたは手伝っていた」954 件

29.2％，「ない」1280 件 39.2％であ
った． 

 
 
 
 

4）ガイドブック内容への意見 
（1）参考になった項目（図 3) 
ガイドブックの見出し 5項目でどの項目が参考になったか複数回答を得た． 
「①認知症について」1385 件 37.2%，「②診断を受けて」2042 件 54.8％，「③暮らしについて」1301 件

34.9％，「④家族について」2260件 60.7％，「⑤認知症とともに」1506件 40.4％であった． 

 
（2）認知症の理解が深まったか（図 4) 
認知症に対する理解の深まりがあったかについて，「とても深まった」821 件 22.7%，「深まった」2619 件

72.4％，「あまり深まらなかった」150件 4.1％，「深まらなかった」25件 0.7％であった． 
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図２ 回答者の介護経験の状況（n=3688)
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図3 回答者の参考になった項目（n=3724)
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（3）認知症のイメージの変化について（図 5) 
認知症のイメージの変化について，「とても変わった」143 件 4.0%，「変わった」966 件 27.2%，「あまり変わら

なかった」1924件 54.2%，「変わらなかった」516件 14.5%であった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
（4）本ガイドブックが認知症啓発ツールとして活用できると思うか（図 6) 
「とてもそう思う」1499 件 41.1％，「そう思う」2039 件 56.0％，「あまり思わない」96 件 2.6％，「思わない」9件

0.2%であった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（5）ガイドブックの利用方法として活用できる場所や場面（図 7) 
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図5 認知症のイメージの変化（n=3549)
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図6 認知症啓発ツールとして活用できるか（n=3643)

1とてもそう思う 2思う 3あまり思わない 4思わない
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「つどいやカフェなどの交流の場等」2613件 70.2％，｢認知症サポーター養成講座等｣2161件 58.0％， 
「病院・診療所等」2071件 55.6％，「自治体」1879件 50.5％，「講演・研修・勉強会等」1150件 30.9％，「図書 
館等」984件 26.4％であった．その他として，教育機関（小中高大，専門等），個別相談，地域包括支援センタ 
ー，居宅介護支援センター，公共施設，福祉施設・事業所，商店・ショッピングモールなどがあった． 
公共施設の具体的記載には，市役所・公民館・社会福祉協議会，駅・空港の待合室，バス・電車内，警察な

どがあった． 
商店・ショッピングモールに関連して，スーパー・コンビニエンスストア，銀行・郵便局，歯医者，薬局・ドラッグ

ストア，本屋，美容院，寺院，農協，スポーツジム，カラオケボックス，認知症見守り登録事業所などがあった． 
その他，活用方法として，「広く一般の人の目に触れる場で配布できると良い」「介護しながら認知症に関わる

スポットに行けない方もいるので，コンパクト化してあらゆる方の目に触れるコーヒーショップ，スーパー，コンビニ

等において欲しい」「一般企業の休憩場所」「健康保険組合からの社員啓発資料」「自治会，民生児童委員，運

営推進会議，老人会などの定例会」「学校 PTA 講座」「「自治会の回覧板」「市役所年金窓口」「実践研修等の

テキストや参考資料」「節目健診 40.45.50で渡す」「子ども版も作ってほしい」などの意見があった．また，本ガイ
ドブックを配布したい場所や団体などの回答もほぼ同様の内容であり，上記に加え，保育園（若い人にも読んで

欲しい），内閣総理大臣・国会議員，医福系職能団体，健保組合，保険会社，開業医，商工会，「認知症ケアパ

スと合わせて使いたい」「待たされる場所（ex 理・美容院、薬局、役所、銀行、飲食店）」「就活講座には適切だ

と思う」「人間ドックや健診など順番を待っているときに、読むものとして配布してはどうか。年齢的に介護する側

に近いと思うので」「全国の認知症介護指導者の手に渡ってほしい。伝える側が学ぶべき」「会社、企業など 若

年性の方が職場にいたり、介護している従業員がいるのでは」などの意見もあった． 
一方活用できない内容の記述として，「多くの機関から冊子の提供があり，どの冊子が適切かがわからない．

他の冊子と違うと提供しやすい」「対象が不明なのであまり活用できない」「認知症を理解しようとする積極的意

見のある方には適する資料だと思うが，一般の方々が読破するにはボリュームがありすぎる」「本人の気持ちがあ

まり入っていないことが不安材料．介護者の立場で認知症を理解してもらってもいけない」という意見があった． 
 
（6）本ガイドブックの内容以外に知りたいことがあるか（図 8) 
「ある」と回答したのは 826件 22.2％であった． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以下に，回答者の属性（職種）別の回答（特に自由記述）の分析結果を示す．認知症の本人は 10件，一般

は 727件すべての回答を対象に，主な意見を抽出した．専門職（行政，福祉，医療）の意見に関しては，一般
の数に合わせて，行政・自治体職員，地域包括支援センター等の職員の回答 665件中 100件，福祉職 1751
件中 300件，医療職 571件中 100件を無作為抽出し，その自由回答から主な意見を示した． 
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図8 本ガイドブック内容以外に知りたいことがある（ｎ=3724）
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5）認知症の本人の回答から 
一般のうち，認知症の本人の回答を抽出し，以下に記す． 

①参考になった項目 
参考になった項目は，①認知症について 2件，②診断を受けて 4件，③暮らしについて 5件，④家族

について 6件，⑤認知症とともに 2件であった． 

具体的に参考になった内容の自由記述では，①認知症については「認知症の種類と主な症状につい

て」，②診断を受けて｢自身が認知症になり不安ばかりでしたが終わりじゃ無いこと｣｢本人の声等やグ

ラフおよびコメントが参考になった」，③暮らしについて｢できる限りは自分でしていきたい｣｢認知症

の人の背景等やグラフ及びコメントが参考になった｣｢共に暮らせる社会について」，④家族について

｢家族の声等やグラフおよびコメントが参考になった」，⑤認知症とともに｢市民の方々の意識が分か

った。グラフ及びコメントが参考になった｣という意見があった． 

②認知症に対する理解の深まり 

認知症に対する理解は，「深まった」7件，「あまり深まらなかった」1件であった． 
認知症のイメージの変化は「とても変わった」1 件，「変わった」2 件，「あまり変わらなかった」3 件，「変わら

なかった」2件であった． 
変わった内容の自由記述は，「義両親を認知症で介護し、見送り、介護中自分自身が認知症になり介護者、

介護される側になり自分自身が変わった」「認知症についてもっと知りたくなった」「本人や家族の声がちりば

められており、実際体験されたことが掲載されているので，よりリアルに受け取ることができた」という意見があ

った． 
③ガイドブックの活用 

本ガイドブックが認知症の啓発ツールとして使えるかについては，「とてもそう思う」2件，「思う」5件，「あまり
思わない」1件であった． 
どこで活用できるかについては，「病院・診療所」6 件，「つどいやカフェなど交流の場」5 件，「自治体の啓

発資料」5 件，「講演・研修・勉強会等」2 件，｢認知症サポーター養成講座等「3 件，「図書館」4 件，その他と
して「医療・介護系の大学や専門学校など」「ショッピングモール」であった． 
本ガイドブックの内容で他にも知りたいことが「ある」は 5 件で，「認知症の人の就職情報」「認知症の他人と

の話の場をつくる」「老人施設について」「成年後見制度等について掲載してほしい」「予防について，もっと

記載すべき．今後の患者を増加させないためにも啓発は重要だと思います」であった． 
本ガイドブックの配布場所への意見は，「医師会，包括，自治体」「小学校・中学校・高校・大学など」「老人

ホーム」であった． 
④その他，｢認知症の人と家族の会｣の活動に対する意見など 

自由記述 4 件，「高齢化が進む中で，子供たち（成人以外）に理解されるような小冊子も必要ではないだろ
うか？核家族化の中で，高齢の方の病を理解できるような育成のハンドブックも」｢認知症の程度に応じた生

活の場を設ける」「共に暮らせる社会実現のために活動していきたい」」「P27『認知症サポーター養成講座』
のコメントに中に『オレンジリング』のことが掲載されていましたが，オレンジリングの無料配布は今年度 3 月ま
でで終了することから，今後オレンジリングの配付ができない自治体がでてくると思います．本市も次年度は

オレンジリングの配付が有料になるので別のもので代用する予定です」があった，  
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6）一般および専門職の回答から 
一般および専門職の回答（本人の回答のぞく）の自由記述部分について，主な内容を表 2～5にまとめた． 
 
（1）本ガイドブックで参考になった内容（表 2-1～5） 
一般の回答の参考になった内容は，｢④家族について｣｢②診断を受けて｣が多い傾向にあり，専門職の回

答の傾向と同様であった． 
｢①認知症について｣では，｢認知症の種類，診断，治療，経過が分かりやすく記載がある」｢誰でも

なる可能性があるということを明記したのは疾患に対する偏見がなくなり良いと思った｣などの意見

が記載されていた．症状や受診について，「疑いのある行動をチェックできる点や，もし該当にチェ

ックがある場合の対処の流れが記載されており，一冊あれば何かある時の対処に活用できると感じた」

｢認知症を疑った時の検査．初診のシミュレーションができる｣｢受診して何をするのかが分かった｣な

どの声が聞かれた．病気の種類の記載に対して｢認知症にも様々な病気があり，診断してもらうこと

も大切なこと｣｢それぞれの認知症についての説明がわかりやすかった｣などの声があった．治療につ

いて，「治療のページに介護家族者等への支援が入っているのがよかった｣という意見も寄せられた．

認知症の経過について｢すぐに寝たきり状態となるのではなく進行には段階があると分かった｣｢どの

ような段階を経ていくのか，わかりやすく説明されてある｣｢経過がよくわかる．3～5年くらいで進ん

でいったため納得｣など認識を新たにしたという声や自身の経験を振り返っての声も寄せられていた． 
｢②診断を受けて｣では，「診断を受けた後の本人の思いや，仕事のことについて具体的に知る機会がな

かったが，将来への不安が少し軽減された」「診断を受けた時の気持ちや，その後の生活の変化，前向きに

なれるエピソードが，認知症と初めて診断された方々への不安を軽くすることができると思う」「診断時はショッ

ク受けるだろうと想像していますが，それ以外の気持ちを知れて少し安心した」「認知症の診断を受けた方の

ありのままの内容が記載されているように感じる．より多くの方の意見が載っていると尚良かったと感じる」など，

本人の思いの記述が理解の役に立ったという意見，「上記について医師もあまり詳しくない」という感想もあっ

た． 
｢③暮らしについて｣では，「認知症の症状に似た障害者と携わっているが，軽度であってもほとん

どの生徒は支援を受け，共に過ごしている．認知症者にも多少な支援は必要とするが，この「暮らし」

の本文を見ると，1 人暮らしが 3 割いると書かれている．もっと身近な人が支援をし，支えあえると

よいと感じた｣｢今後単身世帯のことも考えるべきとも思います｣など，認知症の人と同居している人

の状況の記述から，支え合いの必要を感じていた．また，｢『少し複雑なことだけ援助を受けていくこ

と』で暮らせること｣など，認知症の診断を受けたからといってすぐに介護が必要となるわけではな

い現状が理解できたという意見があった．さらに，｢認知症になるとどの様に生活するのかがとても

不安です。家族や周りの方に迷惑をかけるのではないかととても心配です。ある程度予備知識がある

と心構えが出来て良いと思いました｣という意見があった． 

｢④家族について｣では，｢悩みや困っていることが具体的に書かれていて，認知症の人の家族に自

分自身がなった時のことを考えるきっかけになるし，これだけ具体的に書かれていることで，同じ悩

みを持つ人がいることを知る，そのことに非常に意義があると思う｣｢『認知症の人の家族が孤立しな

いために』を読んで，身近にいる介護をしているお友達の力に少しでもなれたら良いなと思っていま

す｣｢家族は，認知症の人の接し方(受容が大事であり，否定や拒否がいけないこと等）はある程度分か

っているが，現実に目の前にいる本人に接すると，ついイライラしてきつく言ったり，態度に出てし

まう．また，自分では優しく接しているつもりでも，娘から『お母さんの言い方はきつい』と指摘さ
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れることがある｣｢こんなにも多くの方々が介護中とわかり勇気づけられました．そして介護にかかる

費用なども具体的にわかり，心の準備ができました．なかなか人に直接聞けませんので……．特に介

護が生活に及ぼす影響の記事は今の私の心の中をのぞかれているようでした．これからも『家族の会』

とのつながりの中で私自身成長していかねばと感じています｣｢男性介護者として介護に携わったこ

とは自分のその後の人生を豊かにしてくれた．介護がなければ狭い自分だけの社会の中で暮らしてい

くことを考えると本当に良かったと思う．いろんな人とつながりができたことは今の人生で大きな宝

物を頂いたように思う．つらい，苦しいことも多かったけれどお釣りの方がたくさんいただけた．介

護できたことに感謝したい｣など認知症の人や家族に共感する思いの意見があった． 

｢⑤認知症とともに｣では，パーソンセンタードな視点を知ったなどの意見があり，｢今の私にとっ

て『認知症の人と共に地域で安心して暮らすために』が一番興味がありましたが，地域での事例など

の紹介をしてほしかった｣｢大綱など知らない方も多いと思いますので，周知できる良い内容だと思い

ました｣｢もっと具体的な事例や，方法を知りたい｣｢周囲に認知症で悩んだり困ったりしている方がい

ないと思い込んでいるが，そうではないかもと気付いた．また，出来ることがあればサポートしたい

とも思った｣｢専門職の方達との関係が重要なことを伝えていきたいと思います｣という施策とのつな

がりを解説し，具体例を少し示したことを評価しつつ，さらに知りたいという思いの意見があった．

また，｢もしそんな人がでてきたら大変と思います｣という意見もあり，共生の考え方をわかりやすく

伝えていく必要もある． 

 

（2）本ガイドブックにより認知症のイメージが変わった内容（表 3） 
一般の回答で認知症のイメージが変わったかどうかについては，専門職等も「変わった」「とても変わった」

を合わせた割合が 4 割を超え高かった．具体的に変わった内容としては，「不安がっているだけではなく，正
しい知識を持つことが重要だと思いました．診断されたらどうしようと思っていましたが，心の準備が少しできた

と思います」｢僻地で家族会は施設内だけで行われていると思うが，自分には何ができるか考えるようになっ

た｣｢(前)自分のことすらかなり出来なくなる(後)p.14『自分のことは自分で行い，少し複雑なことだけ援助を受
けていくことで、その人らしく暮らしていくことができます』がわかりましたので，認知症の方の印象が変わりまし

た｣｢『介護を続けたいので続けるつもり』という気持ちで、介護を行なっている方が半数以上いらっしゃることか

ら、認知症になっても周囲のサポートを受けながら前向きに幸せを感じながらの生活を送ることができるのだと

思った｣｢自分も高齢になり，認知症のことは心配の種ですが，この冊子の本人のコメントは誰に対しても心に

留めておく妙薬と思います｣｢特別な人というイメージでした．9 年前に診断された方が現在あんなにりっぱな
文をかけるとは…驚きです｣という前向きなイメージに変化したという意見があった．一方で，「改めて，身近で，
大変な病気なので，不安な気持ちになった」という意見もあった． 

 
（3）本ガイドブックに加えて他にも知りたいこと（表 4） 
他にも知りたいこととしては，「医療にかかわる情報提供」「認知症にかかわる人の思い・状況」「ケア方法」「支

援の内容」「地域の対応」などがあった．「医療にかかわる情報提供」として医学的な追加情報の期待として，予

防や診断治療に関すること，診断に至る手順や経過に関することがあった．「認知症にかかわる人の思い・状況」

としては，認知症の人，家族の生の声をもっと取り上げて発信して欲しいということや，支援者の思いや状況も知

りたいという声があった．「ケア方法」では，具体的な症状への対応方法，ケアの工夫例，効果的な支援方法等，

対応のバリエーションを知りたいという声があった．「支援の内容」としては，国の法制度として介護保険制度や

成年後見制度の情報，行政・自治体のフォーマル・インフォーマルな支援の内容や例等といった地域の情報な
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どを入れて欲しいという意見があった． 
 
（4）本ガイドブック，認知症の人と家族の会などに関する意見・要望等（表 5） 
アンケート最後の項目には多くがガイドブックの内容がわかりやすかったという意見であった．その中でガイ

ドブックの内容，デザインなどについて，文字数が多く見にくい，内容が多く分冊してはどうか，漫画などにし

てわかりやすくしたほうがいい等の意見があった．また，本ガイドブックを活用していきたいという意見もあり，

多くの人に届けて市民にもっと知って欲しいという意見，専門職では具体的な活用場面の提案が多く意見とし

て寄せられた．内容をさらに充実して欲しいという意見もあり，「具体的対処方法がもっとあるとよい」という意見

が，上記「他にも知りたいこと｣の回答と同様に，具体的な認知症の人とのコミュニケーション方法や症状への

対応方法，専門職の活用方法など具体的に対応していく例を知りたいという意見があった．また，社会資源，

福祉用具の解説や活用なども入れて欲しいという意見があった．そして内容の充実として，｢診断治療につい

て」｢若年性認知症について」｢認知症になる前の対応について｣｢本人の思いをもっと知りたい｣を入れて欲し

いという意見があった．また，感想として認知症の人と家族の会に対する多くの思いが寄せられた．

Ⅲ．考察 

ガイドブック作成の評価および読者のニーズを把握する目的で調査を実施した．その結果，配布回収期間が

1 カ月程度と短かったにもかかわらず，想定していた 2000 件を上回る回答が寄せられた．このことは，調査項
目・内容が比較的簡易なものであったこともあると思うが，ガイドブックにより認知症の知識が深まったかについ

ては，95％が「とても深まった」「深まった」と回答していたことや自由記述からもガイドブックの内容が少なからず
読者の気持ちを揺さぶった結果ではないかと思われる．知識の深まりは，一般の「とても深まった」の回答が専門

職よりも若干多い傾向にあり，一般の人の認知症理解も深めることができたといえる． 
回答の多くは，福祉職や医療職，自治体職員や地域包括支援センターなどの行政職が主であったが，一般

が約 2割を占めた．認知症の介護経験がない人は，行政職，医療職に若干多い傾向がみられた． 
そして，参考になった項目は，職種による差はほとんど見られず，「④家族について｣｢②診断を受けて｣｢⑤

認知症とともに｣の順で多かったが，全項目がよかったというコメントも多かった．具体的に調査結果

を用いて解説をしたこと，本人や家族の声を集めた結果を示したことが，認知症の人と家族の思いの理

解と共感につながったという意見も多かった．特に，一般の中で認知症の介護経験がない人は，将来へ

の備えになったというコメントもあった．一方で，忙しい家族は資料を見る時間も惜しいこともあり，

1 冊に納める内容量や文字の大きさ，レイアウトなどが適切ではない，分冊化や漫画や発信方法を検討

すべきという指摘のコメントも散見した． 

認知症のイメージの変化については，31％が「とても変わった」「変わった」と回答するにとどまり，「あまり変わ
らなかった」が 54％であった．これは 2019 年度の市民の認識調査の結果から，市民の認知症へのイメージは
比較的ポジティブに移行してきていることが報告されている．今回の自由記述でも以前から学習をしていた人や

情報収集をしていた人の意識は大きくは変化せず，さらに理解が深まったと回答している．そのことを後押しす

るように，本ガイドブックが啓発ツールとして活用できる（「とてもそう思う」「思う」）とした者は 97%であり，ガイドブ
ックの更なる活用方法についても，今後議論していく必要を感じた． 
活用の場としては主に「つどいや認知症カフェなどの交流の場」で，個別相談などでも活用できるという意見も

多く，個別相談の場としては居宅介護支援事業所や地域包括支援センターなどにも配置するとよいという意見

が多かった．また，｢認知症サポーター養成講座｣（ステップアップ講座を含む）の副読本としても活用できるとい

う意見も多かった．そして「病院・診療所」にも配置し，多くの関心が高くない人にも手に取ってもらえるようにする
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といいという意見があった．認知症疾患医療センターや専門医だけではなく，かかりつけ医や総合病院などにも

配置するとよいという意見もあった．また，「その他｣の場所として，様々な場の提案があり，地域の自治会や民生

委員をはじめとする役員に周知するとよいという意見，公共施設やスーパーマーケットにあるといいという意見も

あった．診療の待ち時間や薬受け渡しの待ち時間，公共機関などの利用者が緩やかに時間を使える場所など

に，自由に，何気なく手に取れる配布の工夫を行うことで，読者の数も増え，より多くの人々への啓発に繋がると

思われる．ただし，現在はコロナ禍であり，配布物を制限しているところが多く，配布の困難さも意見としてあり，

電子媒体での周知は課題である． 
さらに，偏った見方（偏見）に関しては，正しい知識を持ってもらうことが大切であり，それは子どもの頃から行

われるべきである．アンケートのコメントにもそうしたことが述べられていた．病気としての混乱が，イコールその人

の人としての在り方ではないということ，そうした理解を深めたうえで「共生」していくために必要なものの見方，考

え方に関する情報を子どもたちにもわかりやすく、興味が持てるように伝えていく方法を考えるべきである． 
このガイドブックに含められていない内容で，もっと知りたい内容，含めたほうがいいと思う内容としては，医学

的な情報，具体的な当事者の思いや状況およびケア方法や支援方法等，フォーマル・インフォーマルな支援の

内容や例等について意見が挙がった．今回のガイドブックは誰に向けたものなのかわからないという指摘があっ

たが，認知症の人と家族の声を市民や支援者に理解してもらい，地域づくりに活かすことで，認知症の人と家族

の安心した生活を得ることを狙いとするものであった．そのため，介護方法に悩んだり，認知症の人の思いを実

現するために悩む場合には，物足りなさを感じるものであった．そこで認知症の人の家族が，診断から終末期を

とおして，段階に応じた対応や工夫への知的刺激が得られる「家族ガイド」が必要であり，これらの意見で述べ

ているように，確かな医学的な知識とともに，「対応の具体例」「難渋している症状への工夫例」「心が軽くなるヒン

ト」などの知恵が求められている．さらに，目には見えず通り過ぎてしまいそうな，その時々の認知症ご本人やそ

ばにいる家族の気持ち,その経年的変化への気づきと支援こそが大切であり，共に生きていく家族だからこそ形
にできる事柄でもある．教科書的なものではない，介護家族の経験から生み出される実践知を具体的に提示し

ていくことが，家族の対応力となり，認知症の人が穏やかに生活することにつながると考える． 
 
Ⅳ．まとめ 
ガイドブックの評価のための調査から，2019 年度調査結果を周知し，認知症にやさしい社会のための情報発

信という目的は，概ね達成できたと評価できる．ガイドブックの活用場所として想定していた認知症について知り

たい人が集う研修会や認知症サポーター養成講座での活用を多くの人が挙げていたほか，つどいや認知症カ

フェ，地域包括支援センターなどの個別相談の場での活用も挙げられていた．内容としても，文字レイアウトなど

の体裁や内容の重さなどの難は多少指摘されたものの，内容の重さの割にはレイアウトやイラスト，余白などを

工夫し，読みやすく仕上がったと評価された．これに併せて制作したアニメーションを活用することで，より認知

症の人と家族の思いとその支援のあり方について啓発がすすむことを期待したい． 
今回の調査結果から，さらに知りたい内容も多く示された．また，対象や時期に合わせた啓発媒体を工夫して

いくことも，認知症の人と家族の支援に必要であることも示された．今後は，この調査結果や過年度の調査結果

を踏まえ，認知症の人の家族が求める｢家族ガイド｣を介護経験者の経験と知恵をもとに整備し，家族が迷ったと

きに共感性をもって適切な支援につながり，対応を工夫し，認知症の人と穏やかに過ごせる支援のツールをつ

くり，提案していきたい． 

16 17
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アンケートからの自由記述 
※表の頁数は、ガイドブックに掲載されている項目のページになります。

表 2-1 本ガイドブックで参考になった内容（抜粋）－①認知症について 
内容 職種

①認知症について「認知症という病気について」 職種
1-2頁 「わたしの認知症」「夫からの贈り物」 

ご本人の思いが書かれていて参考になりました 一般
家族だけでなく本人の気持ち(声)が大事だと思う 一般
診断を受けること、そのことがとてもむつかしい。私の認知症は参考になった。 一般
まず P1の体験談とても良いと感じました。 行政
認知症ご本人の「わたしの認知症」 行政
P1、2の伊藤夫妻の文章が良かった。 福祉
伊藤さんご夫婦のコメントが良い 福祉
本人の話から始まるのがすてきだなと感じました 福祉

①認知症という病気について（全体）
認知症のおおまかな説明が端的にわかりやすい
病気の症状、初期症状が認知機能の低下に伴う症状がわかりやすく記載されており、どの世代の方々
に対しても理解しやすい記載である。病気の種類、経過等総合的にわかりやすく記されている。認知症
のテキストといっても良いくらいの内容でわかりやすい。

一般

大まかなつかみ方しかしてなかったが、症状、原因の説明でよくわかった 一般

認知症がどんなものか理解できた。 一般
検査のこと、治療のことが分かりやすくまとまっている。 行政
治療と経過についてわかりやすく書いてあった点 行政
初期症状、検査、病気の特徴、治療、経過、全ての記事がコンパクトでわかりやすい 福祉
認知症の基礎知識をわかりやすくまとめてあり、理解しやすいと思います 福祉
認知症の事がとても分かりやすい 福祉
わかりやすく、まとめられて見やすい。 福祉
治療の流れや認知症の種別はもちろん、事細かく治療内容や進行度合いにおける状態など明記 福祉
認知症の原因疾患、治療や経過も含め、病気の事が理解しやすい記載になっていたと感じました。 医療
初期症状、検査、治療、経過と分かりやすくまとめられている 医療
認知症の前駆症状・検査治療・経過が、わかりやすく説明されている。 医療
良くまとまりわかりやすい。若い方々に手に取ってもらえるとより啓発のツールとして価値が上がる 医療

とてもわかりやすい、検査方法や病気の種類のこと 医療
ハッキリした疾患のデータや今後どうなるかを明らかにしている。 医療
全体にとてもわかりやすい 医療
基本的な内容が勉強になった 医療

知識を再確認できた 
知っているようで知らないことも多い 一般
経験を実際にしているので、そうだったと振り返ることが多かった 一般
再確認 医療

自分ごととして考えられる
 自分は大丈夫だと思っていた 一般
本人に認知症を理解していただくために参考になる 一般
もし近くにそんな人がいたら冊子を参考に話す 一般

主人は自分でできるから良いと思います 一般
認知症という病気は他人事ではない事。 医療

具体的でわかりやすかった
認知症の具体例などが記載されていてわかりやすかった。 一般
記述内容のほかに診断後の道筋を具体的に示してもらうとなおよい 一般

かかわり方を考えた 
なりたくてなったわけでもないで見守っていくつもりです 一般
仲間との出会い 一般
対応の仕方（話し方） 一般
同年齢、前後の年齢の方で地域に増えてきました。できるだけ助け合ってます 一般

3頁  認知症とは
導入部分となる大切な箇所だが、大変わかりやすく、また誰でもなる可能性があるということを明記し
たのは疾患に対する偏見がなくなり良いと思った。

一般

2025年には 65歳以上の 5人に 1人が認知症になるということ 一般

18 19
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内容 職種
65歳以上の 5人に 1人が認知症を持った状態になるなど、自分の親世代なので他人ごとでは無いと思いました 一般
超高齢社会を迎えた日本社会ではごく一般的な病気となりつつある 一般

認知症とは脳の病気である 一般
脳の病気であると認識することが大事だと思う 一般

4頁 認知症の初期症状
初期症状について知った
初期症状があるのがわかった 一般
気づいた出来事について 福祉
発症時期等の症状 福祉

症状が具体的に説明されている
認知症になると思考・判断が鈍くなると周知されている。しかし、不安感が強くなるというのはあまり周
知されていない。1 人になるのを怖がったり、落ち着かない様子が見られたりしたら、危険信号かも知
れないということを知ることができた。

一般

症状には、個人差がある。 一般
初期症状に母が当てはまることが多かった 一般
症状が整理され具体的でわかりやすい 一般

初期症状が具体的だったこと 福祉
症状がわかりやすく書かれていた 福祉

初期症状を知っていると早期発見に役立つ
認知症の症状が良く分かりました。特有の症状を知っていると、早期発見になりますので役に立つ 一般
認知症の初期症状について、検査方法についてわかった。 福祉

症状の目安がわかりやすい
"家族が作った、認知症早期発見の目安"わかりやすい 一般
「家族がつくった認知症早期発見のめやす」が参考になった 医療

チェックリスト化されわかりやすい
疑いのある行動をチェックできる点や、もし該当にチェックがある場合の対処の流れが記載されてお
り、一冊あれば何かある時の対処に活用できると感じた為

一般

早期発見の目安は参考にしています 福祉
認知症の初期症状のチェック 福祉

初期症状について項目が分かれていてチェックしやすい 福祉
5頁 認知症を疑ったときの検査
認知症の診断のためにどのような検査をするかわかりやすい
受診して何をするのかが分かった。 一般
検査方法や症状がわかりやすかった 一般
検査の内容 行政
検査から経過について詳しく知れた 行政
検査（内容ごとの診療報酬目安があれば金銭的な不安が少なくなるのでは？） 福祉
検査内容、手順について 福祉
認知症の検査など一般の方にわかりやすく書かれている 福祉
検査方法や病気について詳しく記載されており、一般の方にもわかりやすいと感じた。 医療

認知症の診断法にさまざまな方法があることを知った

CTやMRIの他に SPECTがあるのを知りました 一般
SPECTの他に血液検査があることを知りました 一般
診断方法がよく分かった 一般

認知症の診断の流れがわかりやすい
診断までの流れ 福祉
発見するための項目、検査、治療などの流れ 福祉
病院受診の際の流れと内容がとても分かりやすかった。 医療

6頁 認知症を来す病気
認知症という病気・種類がわかりやすい
アルツハイマー型認知症、脳血管性認知症、レビー小体型認知症、その他の認知症症状を来す疾患
とわかりやすく記載されており、勉強になった。治療、介護や経過と今後のことも記載されており、生活
の役に立った。

一般

病気、治療がわかりやすい 福祉
認知症を来す病気が項目毎に列挙されており参考になる 福祉

「認知症を来す病気」わかりやすく端的なので参考になった 福祉
P6 詳しくて歴史のこともふれてある。 福祉
病気についてわかりやすく書かれている 医療
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内容 職種
多様な認知症があることがわかった
アルツハイマー型について再認識 一般

レビー小体について 一般
ビタミン B1欠乏症認知症があるということ 一般
"その他の認知症状を来す疾患"が具体的でわかりやすかった。 一般
いろんなタイプにより、対応を考える 一般
認知症の種類が 1つではないこと 一般
種々の認知症があることを知ることができました 一般
種類がありどんな症状があるかわかった 一般
認知症にも種類があること、経過がよくわかります 一般
種類と障がいの段階 一般
アルツハイマー型等、メジャーなもの以外に様々な病気が原因となること 行政
認知症の種類や治療法 行政
認知症を来す病気のうち、意味性認知症 福祉

その他の認知症で意味性認知症を知らなかった 福祉
アルツハイマー以外の認知症の認知度は低いと感じていたため、詳細な説明がある点が良い 医療

診断や受診を早期にする必要性がわかった
認知症にも様々な病気があり、診断してもらうことも大切なこと 一般
治るもの、緊急を要するものもあること 一般

7頁 認知症の治療
薬物療法についてわかった
アルツハイマー型認知症の薬が 4種類もあること 一般
認知症の種類と薬の存在 一般
症状や治療の新しい考え方がわかった 一般
初期症状と薬物投与で改善するケースもあるということ 一般
今現在認知症の薬がない（個人に合う薬がない） 一般

受診や治療の必要性について説明されている
薬物治療以外についてしっかり書いてある 福祉
初期症状や受診への案内 福祉

介護サービスの利用の意義についてわかった
介護サービスの利用などについてわからなかったことがよく分かった。介護家族への支援を知ってつど
いに参加したことが介護への大きな力になった。

一般

介護サービスの利用などの生活環境の調整 一般
認知症の治療において、生活環境の調整では意欲低下、計画立てた行動が難しくなる為、社会資源を
活用し外出の機会を作ることが大切。

医療

介護家族への支援についてわかった
介護者家族の支援では、一緒に考えてくれる理解者の存在がとても重要。 医療

8頁 認知症の経過
MCIについてわかった

MCIの記載がわかりやすかったです 一般

MCIにならないよう気を向けたい 福祉
認知症の経過がわかった
認知症の経過、具体的にステージで記されているところ 一般
認知症の経過について、すぐに寝たきり状態となるのではなく進行には段階があると分かった。 一般
認知症の段階や治療についてよく整理されて書かれている点 一般
女房の診断を受け、認知症には 4つの時期があること 一般
認知症の経過は良かった。 行政
認知症の経過が分かりやすく解説されている 福祉
病期について、とてもわかりやすく書かれている 福祉
経過が分かりやすかった 医療

認知症の経過の段階を振り返り共感した
認知症の経過の段階を見ながら経過の整理をした 一般

それぞれの時期が 3～5年くらいで変化。そうだったと思う。 一般
経過がよくわかる。3～5年くらいで進んでいったため納得 一般
「認知症の重度の段階」・・・「周囲の人が理解して快適に過ごせるよう支援することが大切です」とあり
ますが、言葉でいうのは簡単です。毎日毎日 1 年 365 日、一時も側を離れられない日が何年も続くの
です。「周囲の人がして---」など、とても無理だということもしっかり書いて欲しいと思います。介護とは、
喰うか喰われるか、です。キラーストレス・・・わかります？

一般
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表 2-2 本ガイドブックで参考になった内容（抜粋）－②診断を受けて 
内容 職種

②診断を受けて「私が認知症の診断を受けて」 職種
②診断を受けて（全体）

主語が「私」であったので，本人も共感できる 
「私がー」と本人の思いに沿った記載であり大変参考になった。 一般
主語が「私」で、当事者の方も重ね合わせて考えられる 福祉

本人から思いが発信されていて受け入れやすい 
認知症の方、本人からの発信ですばらしいし、受け入れやすい 一般

本人の思いがわかった 
口には出さないけど思いはあると思う。他人の気持ちがわかりよかった 一般
当事者の気持ちを知ることができた 一般
ご本人の思いなどが書いてあるところ。 行政
自由記載の一例から具体的思いを知った 行政

福祉
認知症の方の言葉や思いなどを知ることができた。 福祉
認知症の方の気持ちを理解、イメージしやすい内容だった 福祉

当事者の気持ちを深く知ることができた 福祉
医療

本人の思いについて客観的かつ具体的に理解でき参考になった。 医療
本人の意見があり、分かりやすかった 医療
当事者のエピソードは、直接こころに響きました。 医療
ご本人の想いや考えについて伺うことができた 医療
ご本人がどのような心境であったかが具体的に言葉になっていたこと 医療
認知症の人の思いを知ることができる 福祉
本人・家族の思いを知ることができた 福祉

当事者の実際の声から参考になった
若年性の人へのアンケートは仕事柄あまり目にしないため、気持ちや仕事のことへの思いは参考にな
った。

福祉

当事者の言葉がとても参考になった 福祉
当事者の感じたことが掲載されており参考になった。 福祉

利用者の気持ちと現状が参考になった。 福祉
当事者側からの内容で気付きが多い 福祉
高齢者の方の気持ちがとても参考になった 福祉

本人の思いが記載されていてよかった  
本人の思い、気持ちが掲載されているのがとても良いです 行政
本人の声はなかなか聞けていないため、前向きになれた。
エピソードや本人の言葉、願いは貴重な情報でした。

行政

本人からはなかなか本音を聞けない。 行政
診断を受けた方の気持ちが記載されていたのは初めて見ました。 福祉
本人の声が聞けてよかった 福祉
当事者の気持ち、(特に若年性)がわかりやすかった 福祉
認知症の人の声が参考になる 福祉
認知症の当事者の声がまとめてあり勉強になった。 福祉

認知症の方の声が載っていてよかったです 福祉
当事者の方の意見、思いは貴重と思います 福祉

当事者の立場から書かれていたこと   
当事者の主観的体験 一般
本人視点に立った内容であるところ 行政
当人を中心とした意見や感想が豊富に述べられている 行政
当事者（本人・家族）の立場から書かれていて良かった 福祉
当事者目線だったこと 福祉
当事者の状況が記載されてよい 福祉
生活の変化等当事者視点だった 医療

本人の思いから対応の参考になった
 家族の接し方が理解できた 一般

まだ、正式に診断結果を伝えていないが、伝える際に役立てたい 一般
考えすぎず、自分の可能性を信じ人と比べないで信頼できるサービスと早く出会う行動 一般
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内容 職種
必要なことが書いてあった。 一般
生活の変化や周囲がどう理解したらよいか、わかりやすかった。 行政

認知症の診断を受けた人への対応について理解できた。 福祉
支援をする中で本人の気持ちが分かり参考になった。 福祉

データで示されていたのでわかりやすい 
調査結果があるので傾向がわかる 一般
統計が参考になりました 一般
認知症の方の回答を集められていたので、よりリアルに認知症を捉えることができました。 一般
実際のデータで示されており、よくわかった 行政
データで示されている所が多く分かりやすかった。 行政
診断を受けてからのことがデータとしてまとめられており、具体的でした。 福祉
アンケート、グラフが参考になった 福祉
具体的な数値が参考になった 福祉
統計もありわかりやすい 福祉

各統計が表等でまとめてありわかりやすかった 福祉
データが参考になりました。 福祉
データを基に記されているため、説明がわかりやすく、説得力もある内容だと思います。 医療

診断後の本人の思いを医師や専門職，多くの人に知ってもらいたい 
上記について医師もあまり詳しくない 一般
良くまとまりわかりやすかった。若い方々に手に取ってもらえるとより啓発のツールとして価値が上がる
と思います。

医療

認知症本人の視点や言葉、それに対する解説等があり、専門職も含めて本人の周りにいる方に広く知
ってもらいたい内容であると感じた。

福祉

診断を受けることの大変さを感じた 
本人や家族の思い、大変さを痛感した 一般
とても不安があることが伝わりました。 一般
介護はしてきましたが・・・自分がその立場になった時を思うと、本人さんからのお話から改めていろい
ろ考えてしまいました。

一般

早期受診の必要性がわかる 
早期に受診 一般 
専門医受診を躊躇する方の多くが、診断を受けた直後の心的ダメージや生活の変化を想像しにくいこ
とも原因していると思われるため、このように具体的にわかりやすく書かれていると心の準備がしやす
いように思います

行政

自分ごととして認知症を考える 
自分が診断を受けた時、受け止める参考になった 一般
自分でおもっていない人のことたちのことが気になる 一般
理解しているようでも、本人に寄り添う難しさを同感します 福祉

経験を振り返った 
夫の時の流れを再確認できた事 一般
診断を受けて病名がわかり対応の仕方が理解できたことで介護者の自分にとって日常の生活が大きく
変わり、それによって本人も笑顔の日々が送れた、どちらも幸せな人生だった。

一般

診断を受けても一人でないと思える
診断を受け不安になっている事が皆さん同じなんだ。と思えるよう表現されている。 医療

相談で活用したい

分かりやすく、興味深く読みました。相談を受ける中で、ぜひ利用したいと思いました。 行政
診断後に悩むことがわかりやすい 
一番悩む部分を詳しく、わかりやすく表記されています 一般

認知症の本人の声をもっと聴きたい
 回答数 69名が少ないと思いました。 一般
9頁-1 診断された場所と受けた説明 
認知症の診断時の説明が不十分なこと
診断時に受けた説明でサービスの説明がなかったこと 一般
受診が理解できるような説明が欲しい 一般
診断時に受けた説明が不十分なので改善してほしい 一般
診断時に受けた説明で、使えるサービスの情報が含まれていなかった 福祉
診断時に説明を受けても使えるサービスの情報が意外と含まれていないのだなと思った。 福祉

診断時の説明で受けたこと
２～３年で中程度になりますと言われました 一般 
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内容 職種
介護をしていた時、まだ、情報が少なく一度母が頭が変と言ったときには、診断は異常なし。その後再
度受診した際には、その場で診断がついてほっとした自分がいました。診断はやっぱり大事だと思い読
ませて頂きました。 

一般 

認知症の診断を受けた時に関わることがないので、具体的に知ることができて参考になりました 福祉

診断後の支援が大切だと思う
診断直後のサポート不足→現在最も弱者と言われている？ 一般
認知症の人（ご本人様）の声を聞く機会が少ないため、ご本人様の声そのものがとても貴重。３割の方
が今も前向きになれるきっかけを見つけられていない現実。認知症の診断前後で趣味や生活が急に
変わるわけではないこと、介護保険などのサービスが受けられるようになるまでの空白の期間 1 年 5
か月程度あるという調査もあり、早期診断を推奨する中、診断後の支援の重要性を再認識しました。

医療

認知症の人の年齢を知りたい
69名の人の年齢は？ 一般
診断を受けた時の年齢がわかるとイメージがつきやすいと思った 福祉

9頁-2 診断名を知った時の気持ち 
診断を知った時の気持ちを知ることができたこと
診断名を知った時の気持ちなど、リアルな気持ちを知ることができた。 一般
診断時はショック受けるだろうと想像していますが、それ以外の気持ちを知れて少し安心した 一般
診断名を知った時の気持ち。本人にしかわからない感情なので 一般
ご本人が診断を受けた時やその後の心情や本人や家族の思いが参考になりました。 行政

診断を受けた当事者の思いを知ることができた 行政
診断を受けた本人及び家族の気持ち 福祉
本人の診断時の気持ち、将来の不安 福祉
診断を受ける勇気と診断後の気持ち 今まで気にはなったがなかなか知る機会がなかったから 福祉
診断名を知った時の気持ち等の自由記載の一例が具体的で良い 福祉
知った時の気持ち等具体例が記載されわかりやすい 福祉

認知症のことを知っておく必要性を感じた
本人の受けた衝撃や変化への思い，認知症について知っておくことの大切さが伝わった。 一般

認知症の人の声があること
「診断名を知った時の気持ち」など、本人の体験を当てている部分 一般
認知症の診断を受けた方のありのままの内容が記載されているように感じる。より多くの方の意見が
載っていると尚良かったと感じる。 

一般 

診断名を知った時の気持ち（自由記載が興味深い） 福祉

診断されて終わりではないことが伝わる
診断されてもすぐに「患者」として生活するわけではない 一般
診断を受けられた当事者の方の声やデータがあり、認知症＝すぐに何もできない人ではないことが伝
わりやすい。

福祉

診断されてショックだった人は半数であったこと
認知症と言われてショックだったのが多いということ 一般
診断名を知った時の気持ちでは、約半数の方が、診断されてショックを受けること 福祉
診断を受けたらショックだと思う。 福祉

認知症の診断を受けて覚悟ができたという人がいること
診断を受けたことで覚悟ができた 一般
診断名を知った時の気持ち 「診断がハッキリしたことで覚悟ができた」方，前向きな方がいらっしゃる
こと

一般

ほとんどの方がショックだったと思っていたが、すっきりして覚悟ができたという方もいらっしゃるというと
ころに、もう珍しい疾患ではないことを感じた

一般

診断名を知ったとき、「ショックだった」との回答が大半かと思っていたが、「覚悟ができた」「他の病気と
変わらない」が意外と多く、認知症へのとらえ方も変わってきていると感じた。また、仕事を続けられる
環境が整いつつある一方、生活面の不安とどう向き合うのかという課題があることも分かった。

一般

診断名を知った時の気持ちをポジティブに受け止めている方もおられるのですね。 一般
診断名を知った時の気持ちの項目、ショック以外の反応に回答があったこと。 福祉

診断された後のことを知ることができ不安が少し軽減した
診断を受けた際の当事者および家族の受け止め方がイメージがつかなかったので，具体的に記載さ
れており大変参考になった

一般

診断を受けた時の気持ちや、その後の生活の変化、前向きになれるエピソードが、認知症と初めて診
断された方々への不安を軽くすることができると思う

一般

診断を受けた方のその後が記述してあり、役にたちました。 一般
診断を受けてからの実例が現実感のある記述で参考になった 一般
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内容 職種
診断された後の生活や仕事のことを知ることができた
診断名を知った時のご本人の気持ちを知ることができてよかった。診断後の生活の変化を知ることが
できた。

一般

診断を受けた後の本人の思いや、仕事のことについて具体的に知る機会がなかったが、将来への不
安が少し軽減された。

一般

診断を受けてからの心構えや就業への判断のポイントや実際の気持ちについて大変参考になった。 一般
診断名を受けた時の気持ち、仕事について等を知ることができてよかった。 一般
認知症と診断されたばかりの時の本人や家族の気持ちやその後の気持ちの変化などわかりやすくま
とめられている。

一般

仕事や生活の変化を知ることができます 一般
わたしが認知症の診断を受けての項目では、気持ちの変化から職業の変化まで書かれているのが参
考になった

行政

認知症当事者の思いや診断後の経過、生活の変容が細かく記載されている。 福祉
診断後の周囲や職場の理解が不可欠であること
認知症と診断されても自分が内向的にならないことが大切であると思いましたが、職場や周りの理解
がないと、それも難しいのかもしれないと思いました。

一般

本人の気持ちや職場関係について知ることができたから 行政
診断までの流れが具体的に知れる生活への不安について詳しく知れた。生活するうえで視点大 行政
病気についての説明は受けたが、今後の生活についての説明が不十分。 医療

10頁 診断を受けたころの仕事を今は，仕事をやめたり変えたりした理由は 
診断後も働き続けられること
仕事の継続と変更した理由について：診断をうけて、すぐに退職を選ぶのではなく、自分の症状に合わ
せて変更していけばいいことだと理解ができた

一般

認知症の診断を受けても仕事をしている人が以外と多くいる。 一般
診断後も同じ仕事を続けておられる方がいることについて 一般
診断を受けた後も、引き続き仕事を続けることが可能だと知った 一般
仕事の継続状況 一般
認知症の方の就労の状況について記載されていた 一般

診断後は働き続けられない人が多いこと
大半の者が仕事を継続できなくなること 一般
「離職してしまい何もしていない」が多いこと→社会的役割をどのように維持、創造するのか考えるきっ
かけとなった

行政

診断後の仕事の継続と変化について

仕事の変化の割合等 行政
仕事や生活の変化などのアンケート結果 行政
仕事の継続について、未記入が多いのは社会の理解がないことか 福祉
診断された方の仕事の状況 医療

仕事を辞めた理由
仕事を辞めた理由 一般
診断を受けた回答者が何歳かわかりませんが、診断を受けてから自ら仕事を辞めている理由が迷惑
かけたくないという自分の意思が強かったこと

福祉

仕事をやめたり変えた理由など仕事について当事者の意見が知れるとの貴重だと思った 福祉
診断後の仕事や役割も安全性や出来ない部分が目立ったり、迷惑を掛けたくないという後ろ向きの考
えで判断に至ってしまう。

医療

仕事をしていくことについて考えた
仕事を継続する難しさ。 一般
仕事をどうするかなど考えておくのに参考になりました。 一般

仕事を辞めざるを得ない悔しい思いにもっと焦点を当てて欲しい
仕事を辞めたのは自分の判断としていますが、そうせざるをえない職場での状況、本人のつらさにもっ
と寄り添ってもらいたかったです

一般

11頁-1 生活の変化は 
診断前後で生活は変わらず続けていけること
生活の変化、前後で変わらないが多い 一般 
診断を受けても、日常生活を継続することも可能なこと 一般
生活に変わりない人が多いこと 行政
生活の変化は移動、交流以外ほとんど変わらない人が多い 行政
診断前後での意識調査では、ほとんどの項目で「かわらない」と回答 福祉
生活の変化があまりない人が多い 福祉
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内容 職種
診断後におこる生活の変化について 福祉
生活についてどのような変化があるかをわかりやすく書かれている 医療

生活の変化がグラフでわかりやすい
生活の変化のグラフがわかりやすい 一般 
認知症になって何が変わるのかがよくわかった。 一般
生活の変化のグラフ 数値化しているところ 福祉
若年性の割合は、生活の変化が一番大きいことを事前に知って対応を考える 福祉
本人の生活について分かりやすかった 医療

移動と交流が困ること
移動と交流が困ること、前向きになれたエピソード 一般
診断前後で生活の変化はほとんどないが、「移動や外出」「他者との交流」がマイナスに変化したという
回答が多い事。

行政

認知症により移動や交流が阻害されているということが参考になりました。 行政
生活の変化で「移動や外出」「他者との交流」がマイナスに変化していること 福祉
生活の変化では、移動と交流がマイナス面として多かった。 医療

生活は変わらないことからも認知症の理解が必要
趣味や生活が急に変わるわけではない。あらかじめ病気について知っておいてほしい 一般
前向きになっている方が思いのほか多いこと 一般

11頁-2 前向きになれたエピソードは 
前向きなエピソードが参考になった
前向きな気持ちを書いていたところがよかった 一般
「前向きになれたエピソードは」→手助けできる具体的なことがわかる 一般
診断後の落ち込みから、前向きになれるエピソードを知れて参考になりました。 福祉
前向きになれたエピソードが記載されていることが良かったです。 福祉
その方のエピソードなど具体的な話もあり参考になるのでは 福祉
「エピソード」が実際の声を聞けて良かった 医療
心境や前向きになれたエピソードなど当事者を理解するのに参考になった。 福祉

生活の変化や前向きになれたエピソードの具体的な言葉が参考になった 医療
マイナス・プラスの変化、前向きになれたエピソード、支援の根拠をする 医療

診断後も前向きな人がいることに驚いた
診断がわかっても前向きの人がいるのがびっくりした 一般

12頁 認知症になるかもしれない全ての人へ，認知症の私と家族からの願い 
認知症になるかもしれない全ての人へがよかった
日頃心がけている事なのでほっとした 一般
認知症になるかもしれない全ての人へはかかわりを考える際の参考になります。 行政
診断を受けた時の心構えがよかった 福祉
私からお伝えしたいことが印象的でした 福祉

認知症の私と家族からの願いがよかった
診断を受けた時の気持ちや願いがわかりやすく記載されていた 行政

約１/３の方が今も前向きになるきっかけを見つけられていないことなど 行政
前向きになれたエピソードや、認知症になるかもしれない全てへの人へのメッセージが、診断を受けた
ショックだけではなく、できる希望や何かをするきっかけに繋がるのではないかと感じて、とても良いと
思いました。

医療
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表 2-3 本ガイドブックで参考になった内容（抜粋）－③暮らしについて 
内容 職種

③暮らしについて「認知症の人の暮らし」 職種
③暮らしについて（全体）

自分事（認知症の人も家族としても）今後の介護の参考になった   
認知症になるとどの様に生活するのかがとても不安です。家族や周りの方に迷惑をかけるのではない
かと、とても心配です。ある程度予備知識があると心構えが出来て良いと思いました。

一般

明日の我が身（現在 73歳）かもしれないというリアル感を感じた。 一般
これからくるであろう介護について 一般
自分も高齢なので人ごととは思えないので 一般
相手にいつも愛情と会話が必要と思います 一般
今までと同様の生活を送る知恵参考になりました 一般
今後、親の介護をするようになった時を知っておきたかったため 一般
共働きで介護が難しいので、他の方がどうしているのか参考になった 一般
今後の認知症の父の生活に役立つ 一般

認知症になったら周囲の協力が大切なこと   
病気になったら、周囲の人達に知ってもらい、外に目を向ける。 一般

いざという時、助けてくれる人がいるといいと思います 一般
隣近所の方に知っていてもらうこと 一般
認知症になったことを周囲の人に理解してもらうことが大切 一般
やはり、家族に頼ることとなるのかなと 一般
引きこもらずに、人との交流を続ける 一般

気をつけて生活を続けていきたい   
まずはできるだけ普通の生活をするというところがやはり難しく、見守ってもらえる存在が変化に気づい
てあげないといけない。

一般

やはり、大きく変化するものだ、と言う印象が深まった。 一般
介護者から見て：高齢になって認知症を患ったことは不幸のように思われるが忘れることは人生にとっ
て必ずしも不幸なことばかりではなく、煩わしい日常に左右されることなく自分の生きたいように生き
る、これを支える介護者がいることで幸せな人生が送れることもある。 

一般 

規則正しい生活を送るように母親に話をしていますが、難しいです 一般
実態が浮かび上がっている  
実態を把握することができました。 福祉

認知症と診断を受けた人の生活実態や家族の状況が細かく記載されている。 福祉
相談対応した際の参考になる 福祉
認知症の人と家族の現場が浮かび上がってる内容である。 医療

当事者の立場から書かれていて良い  
当事者（本人・家族）の立場から書かれていて良かった 福祉
実際に介護している家族からの調査結果でありよかった 福祉

データの裏付けがあり、参考になる   
状態についての目安となります 一般
データで様々な傾向が分かる。 行政
現状を理論的に見ることができてよい。 行政
それぞれご自身や家族、私たちであれば担当している方の暮らしを見ることはできても、他の方の暮ら
しをイメージすることは難しいので具体的な数字も含めて示されていると非常に参考になる。

福祉

数値化されているので、リアルに情報を伝えられる 福祉

アンケートの集計結果 福祉
データが参考になりました。 福祉
客観的なデータ 福祉
具体的な数値が参考になった 福祉
統計もありわかりやすい 福祉
データを基に記されているため、説明がわかりやすく、説得力もある内容だと思います。 医療
統計、グラフが分かりやすい 医療

データで示されわかりやすかった   
個別の事例だけでなく、実態調査を行なった点 一般
数値として家族の思いが記載されている点。 一般
統計が参考になりました 一般
認知症の人の暮らしや現状がデータで分かった 福祉

グラフ化され客観的に参考になった  
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内容 職種
割合が示されていて参考になった 行政
アンケート、グラフが参考になった 福祉

グラフにすることにより、状況がわかり易い 福祉
認知症の人の暮らしの状況が円グラフで見やすく参考になった 医療

身近な項目で分かりやすかった  
データの内容も難しくなく、よりわかりやすい身近な項目 行政
本人やこれから介護する家族が、第三者の状況を知る事は今後の参考になる。 福祉
良くまとまりわかりやすかった。若い方々に手に取ってもらえるとより啓発のツールとして価値が上がる
と思います。

医療

具体的でわかりやすかった   
地域の中でくらす方法や現在利用しているサービスの実態などが具体的でよかった 一般
当事者関係者のことについてよくわかりました。テキストには無い内容等知れました 一般
詳しく状況がわかった 福祉
当事者側からの内容で気付きが多い 福祉
具体的に記載、わかりやすい 医療

課題はわかったので解決策も知りたい  
実情はよくわかった。支援するための解決策も記載してあるとより分かりやすいと思う。 医療

13頁 認知症の人の暮らしの状況  
独居と二人暮らしが多いこと  
一人あるいは（同じく高齢の配偶者との？）二人暮らしが多く、社会的な問題と感じました。 一般
暮らしの状況、独居の 30%、2人の 50%、大変 一般
一人暮らしの認知症の人は案外多い 一般 
1人暮らしなので運動、頼れる友達をつくらなければ 一般 
家族が居ない、身寄りのない人が多い 一般 
家族の支援のない認知症の方が相当数おられることに驚いた。 一般
独居、二人暮らしで８割 行政
独居、２人暮らしの多い状況を知ることができました 福祉

独居と二人暮らしがほぼ 8割であること 福祉
独居が 31％。２人暮らしが 48％。合わせて全体の約 8 割という現実。同居していない家族や近隣住
民の理解や助け合いの重要性を再認識しました。

医療

独居と 2 人暮らしで 7 割を超えている。自分の家で暮らしたい思いと現実はそういかない部分が難し
い。

医療

独居の認知症の人が多いこと  
認知症の人で、１人暮らしの方は全体で３割いることなど、全く想像しなかったことで驚きました。認知
症は社会問題ですね。

一般

1人暮らしをしている人が３割おられるということで、公的機関から訪問などが必要だと思います 一般
アンケートから現在の一人暮らしの認知症の方の様子などがわかる家族の思いがわかる 一般
独居の方が思ったより多いことに気づかされた。 福祉
同居する家族構成に納得、私も同居ではありませんが、書類や他に家族が行うことがあります。 医療
独居の方が三割いること 医療

ひとり暮らしの認知症の人はどのように生活しているのか知りたいと思った   
認知症の人で一人暮らしの人３割とは介護度ではどの程度なのでしょうか 一般

認知症の人でも一人暮らしをしている方が３割もいらっしゃることに、大きな可能性を感じました。どの
ように工夫をして生活しているのか？家族や地域の人たちのサポートはどの程度行っているのか？な
ど、聴いてみたいです。

医療

2人暮らしの老老介護が多いこと
共に暮らしている半数が二人であるということ 一般
老老介護が全体の 17% 福祉

少人数世帯で介護が必要となっていること
自宅で暮らしている人が思っていたより多く、核家族が多い中、少人数で介護している。 一般
認知症の人の暮らしの状況では約半数が２人世帯で、介護者が発生している。 福祉

暮らしている場所が参考になった  
どのような環境で生活をされているのか、わかりやすかったと思います 福祉
暮らしている場所の割合 医療

自宅で暮らす人が多いこと   
暮らしている場所は、7割の人が自宅で暮らしている 一般

自宅で見ている方が多いと感じました 一般
「暮らしている場所」→自分の家が多いが、現実的には厳しいと思う 一般
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内容 職種
自宅で過ごせる安心感、実際に自宅で過ごしている方が多い点。 一般
ご自宅で過ごされている方の多さが励みになった 一般

自宅で暮らしている人も多く、できることを援助の必要性 福祉
答えている場所、家の方が多い 福祉
自宅で暮らす人が多数 医療
自宅での生活を 6割の方が継続できていること 医療
暮らしている場所、自宅が一番多いこと 医療

具体的で暮らしがイメージできた  
独居や在宅が多いことにビックリしました。 一般
中程度以上の者の三分の一しか介護施設で暮らしていないこと 一般
何に困られているのか、具体的によくわかった 行政
認知症の人の暮らしが具体的で、イメージしやすい 福祉
具体的で認知症の人の暮らしがイメージできたこと 福祉
診断を受けられた当事者の方の生活の様子がイメージしやすい。 福祉

地域づくりの重要性を認識した  
周囲の理解や協力が重要であること 一般
認知症の症状に似た障害者と携わっているが、軽度であってもほとんどの生徒は支援を受け、共に過
ごしている。認知症者にも多少な支援は必要とするが、この「暮らし」の本文を見ると、１人暮らしが３割
いると書かれている。もっと身近な人が支援をし、支えあえるとよいと感じた。

一般

独居が 31％。２人暮らしが 48％。合わせて全体の約 8 割という現実。同居していない家族や近隣住
民の理解や助け合いの重要性を再認識しました。

医療

今後の課題があると感じた   
病気の状態で暮らす場は変わっていくのが今後の傾向ではないか。 一般
今後単身世帯のことも考えるべきとも思います 一般
地域で暮らし続けたい。 福祉
身内がいない一人暮らしの人はどうしてるかが具体的に書いてほしい｡ 福祉

14頁 認知症の人の状態  
中等度以上で介護していること   
要介護度などを知ることが出来た 一般

暮らしは一変する。軽度より中重度の人が多いがびっくり 一般
詳しい介護状況や介護者の負担が大きいことを理解した 一般
軽度・中等度の人数が多いだろうが、介護している意識がないこと 一般
家族が介護している人のうち、中等度以上が 4分の 3程度を占めており、認知症を介護する家族への
支援も重要な課題であることが分かった。

一般

行動が活発になる中等度、身体介護が中心になる重度の方も、実際には自宅介護している状況があ
る。

医療

少しの支援で生活ができる状態でもあること   
認知症の方が受けている介護が思ったより少ないことがわかった。 一般
「少し複雑なことだけ援助を受けていくこと」で暮らせること 一般
自分のことは自分で行い、少し複雑なことだけ援助してもらうことで、その人らしい暮らしができる 医療

受けている介護と暮らしがイメージできた  
実際に受けている介護サービスの内容等、参考になった。 一般
受けている介護についてわかり、支援時確認事項として参考になった 福祉

その後の暮らしをイメージできた。受けている介護が勉強になった 福祉
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表 2-4 本ガイドブックで参考になった内容（抜粋）－④家族について 
内容 職種

④家族について「認知症の人と暮らす家族」 職種
④家族について（全体）

家族の介護への思いや生活状況などを具体的に知ることができ参考になった
 具体的な介護者の状況が書かれていて、よく理解できる 一般
当事者関係者のことについてよくわかりました。テキストには無い内容等知れました 一般
実際の日々の生活や介護の状況、費用、問題点などなかなか普段知る機会がないので大変勉強にな
った

一般

家族の思いや生活への影響がわかって参考になった 一般
周囲が理解、協力のこと、費用のことなど 一般
「介護を助けてくれる家族」のデータやダブルケアのデータ（11％）介護にかかるお金、介護家族の治
療中の疾患数など興味深い

一般

介護者のこと 行政
介護者の状況が分かりやすかった 行政
家族の気持ちが客観的に理解できた 行政
家族の気持ちが勉強になりました 福祉
認知症の人を介護する家族の思いが分かりやすく記載されている。 福祉

家族からの相談が多いため、相談時の家族の思いの理解をさらに深められた。 福祉
家族のおかれている状況や気持ち 福祉
家族の思いがよく分かる 福祉
家族の思いや生活の様子、費用について具体的に書かれた冊子は今までなかったと思う。 福祉
当事者家族の実情を知る内容で理解が深まる 福祉
介護している家族の現状や思っている事 福祉
家族の状況や思いが具体的に理解しやすい 福祉
家族の想いや実態を知る一助になった 福祉
家族の思いや生活の現状を知ることができた。 医療
介護する家族の気持ちや置かれている状況が分かった。 医療
認知症の人と家族の現場が浮かび上がってる内容である。 医療

家族の思いが参考になった   
実際介護をされている方の声を聞くことができ、参考になります。 一般
家族の支援状況やリアルな声 行政
家族の体験やサポートがわかりやすかった 行政
家族の立場での項目なのでよくわかる 福祉
家族の視点からの声が沢山あり参考になった 福祉
家族からの視点を知ることも非常に重要だと思いました 福祉
家族の思いが詳しく書かれている 福祉
家族の思いや状況が書いてあるところ 福祉
認知症の人の家族の思い 医療

家族の悩みや不安を知ることができた 
ご家族の悩みやこれから経験するだろう体験を具体的に知る事ができ、大変参考になった。 一般
家族の多くがそれぞれ色々な悩みを抱えていることを改めて実感 一般

どのような不安があるか 一般
家族が介護をするうえでどのようなことに悩むのかを知ることができた 行政
悩んでいることが具体的にわかった 行政
家族介護の現状と困りごと。お金についてもしっかり記されていて参考になった 福祉
実際の困り事や実情が理解でき参考になった。 医療
家族の介護への思いや家族が困っていること等知ることが出来良かった。 医療

家族の負担や苦労が大きいことがわかった 
家族がどれだけ苦労しているか 一般
介護の状況を知られたくない、負担が大きい 一般
介護の難しさ 一般
家族への負担は一義的に高まらざるを得ない、どう折り合いをつけて行くか。 一般
家族への負担を考えると不安 一般

家族と介護について 一般
周囲の協力も大切ですが、やはり、家族が支えること（支え方はいろいろあると思いますが）が大切だ
と思いました。

一般

家族の負担が非常に大きいこと 一般
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内容 職種
家族への負担がどんなものがあるのか知らなかったので参考になりました 一般
家族の負担部分と受容的な家族の状態が表現できていること。 一般

具体的で認知症の人と暮らす家族の大変さが実感できた 福祉
同じように介護への思いを感じている仲間がいると思えた
 自分だけではないと思えた／介護への思い、家族が困っていること、気晴らし 一般
自分と同じ悩みのある人の割合などを見て、自分だけではない、と思えた 一般
家族の立場になって初めて、気持ちを考えることができた。 一般
家族に一人でない事など具体的に伝えられる 福祉

介護に向き合う自分自身を考えた
 自分が倒れた時～涙が出た 一般
一緒に暮らす家族の負担に悩まされます 一般
まだ身近ではないですが、その時に備えて 一般
認知症の介護をする立場になった時の家族としての在り方。 一般
こんなにも多くの方々が介護中とわかり勇気づけられました。そして介護にかかる費用なども具体的に
わかり、心の準備ができました。なかなか人に直接聞けませんので・・・・・・。特に介護が生活に及ぼす
影響の記事は今の私の心の中をのぞかれているようでした。これからも「家族の会」とのつながりの中
で私自身成長していかねばと感じています

一般

なかなか表には出せないことなので、とても参考になった．多数の相談窓口がわかってありがたいです 一般
認知症の方の家族としてどうあればよいかを考えるきっかけになった。 一般
私は独身なので子も配偶者もなく、認知症になっても介護してくれる人がいないだろうと不安になった 一般
身近なことであると思う。 一般
今後、それぞれの両親４人をみることになると思うので、介護が本格的になった時の状況 一般

自分自身の介護を振り返った 
認知症のことは少し理解できても、実の家族、母親にはとてもきびしかった私。 一般
男性介護者として介護に携わったことは自分のその後の人生を豊かにしてくれた。介護がなければ狭
い自分だけの社会の中で暮らしていくことを考えると本当に良かったと思う。いろんな人とつながりがで
きたことは今の人生で大きな宝物を頂いたように思う。つらい、苦しいことも多かったけれどお釣りの方
がたくさんいただけた。介護できたことに感謝したい。

一般

イラついたりしてつい大声も出る自分に嫌気がさして落ち込みます 福祉
家族や地域の人にも共有していきたい
 認知症のことを、家族で話し合い、共有しておきたい 一般
種々のサービスを上手に使い、地域の方へもアピールしたほうが良いと思う 一般

初期の時期に正しく学び、希望を持ち、家族会で 一般
介護家族への理解が深まった 
全ページ参考になる 一般
理解が深まった 福祉
理解を深めることができた 福祉
仕事との両立で困ることや生活に及ぼす影響など具体的な内容で参考になった。 福祉
本人だけではなく、家族への着目により、より身近な問題に感じる 福祉
良くまとまりわかりやすかった。若い方々に手に取ってもらえるとより啓発のツールとして価値が上がる
と思います。

医療

具体的に記載、わかりやすい 医療
家族の支援に活用できる  
 配偶者が若年性認知症と診断された際には、本当に全てにおいて余裕なく、生きる気力も失い悩みま
す。特別な年齢期なので行き届いたアドバイス・支援が必要です

一般

介護する家族の気持ちが理解しやすくなる。これから介護する家族の方々への参考となると思う。 一般

支える側の立場から具体例が記載されていてよかった。 一般
家族支援事業に活用 家族の気持ちが伝わる 行政
家族支援アセスメント情報として専門職にも有用である 福祉
本人・介護者とも診断直後は漠然とした不安があると思う。データを見ることで先を見通せ安心に繋が
ると感じた。

福祉

ご家族の気持ちに共感することが多く、関りに参考になった 福祉
相談対応した際の参考になる 福祉
気晴らし方法ベスト１０、介護家族が有する自覚症状、家族へのアドバイス、サービス利用を勧める、
根拠とする

医療

実情を提示することで支援者育成に利用できる内容だと思う。一方で、役所でこのようなパンフレットを
手にする人たちはすでに認知症で困っている人たちが見る事も多いのではないかと思うので、問題に
対しての解決策や具体例も大きな字で一緒にあるとわかりやすいと思う。団体の紹介に関して、50 代

医療
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内容 職種
でもネットをうまく利用できない方がいるので、各団体・グループネットワークのバーコードとアドレス以
外に代表電話も記載されてあり使いやすいと思います。
認サポで家族の介護負担やそれに対する思い等を伝えたうえでサポーターの必要性を理解してもらえ
ると思った

医療

家族も学び，ケアを実践している  
 家族も勉強してほしい 福祉
認知症の知識が広まり協力が得やすくなってきている 福祉

具体的な調査結果があったのでわかりやすかった
 介護をしている家族の思いや状況が数値になっていて傾向が分かりやすかった。 行政
データを元にかかれており、興味深く読みました。 一般
家族の思いや状況をいろいろな方面より記載してくださっていると思います 一般
個別の事例だけでなく、実態調査を行なった点 一般
当事者の気持ちや生活の変化など、当事者の具体的な様子がわかった。老々介護や介護離職につな
がるデータ、お金のこと、今問題になっていることが数字で示されていた。

行政

データで様々な傾向が分かる。 行政
家族の就労、費用など表があり理解しやすかった。 福祉
アンケート、グラフが参考になった 福祉

アンケートの集計結果 福祉
データが参考になりました。 福祉
リアルなデータや言葉を聞いて、今関わっている方の環境について再度アセスメントが必要であること
に気づくことができた。

福祉

調査結果など 福祉
統計が参考になった 福祉
統計もありわかりやすい 福祉
データを基に記されているため、説明がわかりやすく、説得力もある内容だと思います。 医療

15頁 認知症の人の家族  
本人も家族もともに生きる当事者であること
 ご本人の家族も、ともに生きる当事者 一般
認知症の人もその家族も、認知症とともに生きる当事者であるということ 医療

認知症の人の家族が介護している状況がわかった 

同居の家族がどのような状況にあるかを知ることができた 一般
介護している家族の状況がわかった。 一般
介護者が配偶者、実の子が多い 一般 
昔は嫁さんが介護する場合が多かったが、今回は９％とのことです。子供らが様子見に行ってる？ 一般
介護する人は嫁が主ではなくなっていること 一般
2人暮らしが半数であり、男性は配偶者の介護をしている人が 70％と多い 一般
主な介護者や負担について 福祉
時代とともに介護する家族が変化している 福祉
1999年の調査と 2010年の調査の違い 福祉
以前の調査に比べ、子の配偶者は 9％。共働きや独居も要因。 医療
認知症の人やその家族の方を調査した資料は少ないため参考になります。今回は以下の件が参考に
なりました。認知症の人を介護する人は実の子 4 割、配偶者 4 割。昔のように嫁ではなくなってきてい
ること。そして配偶者の介護をしている男性介護者が増えてきていること。

医療

高齢者世帯の増加に伴い、男性介護者も増加。75歳以上で介護者も増加傾向。 医療

認知症の人を介護する人 医療
実子の介護が増えている  
 実子の介護者が多い状況について、県、市町村別の状況も知りたいと思いました 福祉
介護者の変化、義理の子より実の子のほうが介護を担っている割合が高い。遠距離介護が増えてい
るのか？

福祉

実子の介護が多くなっており、日本古来の家制度の意識が変わってきたのではないかと思った。 福祉
男性介護者が増えていること  
最近少数家族が多いので介護する夫も息子も多く，大変だと思う。男性の方が真剣のような気がする 一般 
男性の介護者が増えている 一般
男性介護者が増えている 行政
男性の介護者が増えている。 福祉
男性の介護者が増えていること。 医療

自分の実感としても子ども世代には頼りにくい  

息子たちは東京なので頼るのは無理と心得ている 一般
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内容 職種
16頁 認知症の人の家族の介護への思い（介護を続けることへの思い）  
認知症の人と介護する人の年代が参考になった  

老々介護について 一般
介護する家族とされる家族の年代、まさにその通り 一般
介護家族の年齢と就労状況 福祉
認知症の人の年代は 75歳以上が 7割。前期高齢者が約 2割。64歳以下が 6.7％（思っていたよりも
多い）。介護する人の年代は成人後期～前期高齢者の世代で約 6 割を占めるが、いわゆる老老介護
となる 75歳以上も約 2割あること。

医療

どのような年代が介護しているのか等の現状を知れた 医療
幅広い年代の人が介護をしていること  

16 ページの認知症の人と介護する人の年代のデータをみて、認知症の人・介護する人ともに、自分の
予想以上に幅広い年齢層であることが分かった

一般

介護しているひとの年代が幅広い 医療
介護を続けたいと思っている家族の思いについて  
半数の方が介護を続けたいと望んでいる 一般
介護を続ける方の多さに励まされた 一般
介護を続けたいので続けるつもりという思いが多いこと、介護には喜びもあるという気もちを支えていく
ために、自治体職員としての役割や支援の大切さを知った

行政

介護を続けたいと思う家族が半数もいること 福祉
家族が自身に不調にかかる自覚症状や介護にかかる悩みも多く抱えながらも、「半数の人が介護を続
けたいので続けるつもりである」との回答であったことに感銘しました。

福祉

介護を続けたいと考えている方が 5割もいること。 医療
家族の介護への思いの変化について  
 介護を続けることへの思いの変化があったこと 医療
在宅介護を続けていきたいと思う家族が半数。しかし、介護者以外に協力者がいない事や介護者にも
何らかのケアが必要な状況で生活を送られている。

医療

17頁 認知症の人の家族の介護への思い（介護を助けてくれる家族，気晴らし）  
介護を助けてくれる人があまりいないこと 
介護を助けてくれる人がいない人 36％四割弱の人がいないので不安が多い（悩んだことがある 43％） 一般
介護を助けてくれる家族がいない 36％ 一般
介護を助けてくれる人がいても少人数である 福祉

介護の手助けについて家族内や地域で考えていくことが必要だと思った 

介護を助けてくれる家族がいる人 58%には驚きでした。うらやましいです 一般
介護を助けてくれる家族がいるという人が約 6 割あり、より一層こうした環境を広げ、地域でサポートし
ていくことが重要だと感じた。

一般

介護の助けを必要としている人の多さ 一般
共に暮らす家族の役割 一般
協力のやり方 一般
介護を助けてくれる家族に託すこと。 一般
家族を支援することの大切さ。 一般
家族としての接し方を考えました。 一般
親子、孫とともに見守っている 一般

家族の気晴らしの方法が参考になった 
家族の気晴らしの方法について、約半数が友人や家族と話すことで気晴らしをしているということ。 一般

18頁 認知症の人の家族が困っていること （1）仕事との両立での悩み  

家族の困っていることの具体的なことがわかった 
具体的な困りごとの事例等わかりやすく書かれており、今後の参考になった 一般
家族が困っている事。困り方はそれぞれ違う 一般
具体的に困る点や負担となることが判った 一般
認知症の家族の方が困っていることがまとまって参考になりました。介護者視点の悩みごとも重要 一般
認知症の家族が困っていることのアンケート結果 行政
介護費用のこと、認知症の人の対応で困っていること 行政
金銭面や介護で困っていること 行政
家族の方の困っていることや悩みなどの状況を深く知れた 福祉
わたしの認知症（P1～P2）、及び（P15～P18）まだ知られていない困難が多く存在すること。 福祉
どういったことに困っているのか見えてよかった。なかなか認知度を上げることの大変さを知りました。 福祉
認知症の人の家族の困りごとが具体的にわかりよかった 福祉

家族が困っていることが具体的で、自身が受ける相談と関わる部分が多かった 福祉
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内容 職種
家族の困りごとが記載されていることで、自分だけではないという安心感に繋がると思いました。 医療
費用と時間が分かりやすかった 医療

ご家族の方々が困っていることを知ることができた為。 医療
同じ悩みを持つ家族がいることがわかった 
悩みや困っていることが具体的に書かれていて、認知症の人の家族に自分自身がなった時のことを考
えるきっかけになるし、これだけ具体的に書かれていることで、同じ悩みを持つ人がいることを知る、そ
のことに非常に意義があると思う。

一般

介護費用が枠を越えて利用している人が多くて驚きました。経済的余裕がないと枠内で納めて利用を
少なくせざるを得ないのかと思います。「介護が及ぼす影響」ではあてはまる項目が多くありました。し
んどい気持ちは同じだと思いました。

一般

皆、同じようなことで悩んでいるんだなと 一般
家族が困っていることがピックアップされている、共感する 福祉
同じ境遇や問題等の再認識 福祉

仕事と介護の両立で悩んでいる人は多い 
介護と仕事の両立で多くの方が悩んでいることが、あらためてわかる。 一般
介護と仕事の両立に関しての悩みがあること 一般
介護と仕事の両立等、改めて認識出来た 一般
仕事との両立や介護で困っていることをどう乗り超えたか他の方の具体例があるとよいと思いました。 一般

介護休暇の取得状況が低い 
介護休暇の取得が少ないこと 一般
介護休暇制度の利用率が未だに低い。制度を利用したいが、収入に関わってくるので決断できないと
悩んでいる知人がいる。20年前の私の介護は完全に仕事をやめ、父の年金を頼りの介護でした。

一般

仕事と介護の両立、制度はあるが利用率は低い 一般
仕事との両立はまだまだ難しいと改めて感じた．介護休暇制度がもっと活用される社会になってほしい 一般

認知症の介護をしている家族への職場の理解と共感が必要 
 認知症の家族を抱える悩みへの共感や職場の理解などが参考になった 福祉
介護者自身も働き盛りの方、自分の家族を養っていかなければいけない気持ちの中で葛藤が多い。職
場に対して理解を求めにくい状況や周囲の目も気になっている事がある。

医療

家族としての備え，家族への支援の参考になった  
家族が困っていること→どう備えておくべきか 一般
家族が困っていることがわかり、今後そのような視点を持っていく必要があると参考になった 福祉

19頁 認知症の人の家族が困っていること （2）介護費用のこと  

介護にかかわる経済的な問題についてわかった  
認知症の人の年金で生活している 一般
介護に係る経済的な話や情報 一般
介護にかかるお金や治療などの実際に介護されてる方の統計で生活がどうなるか知ることができた 一般
当事者の話や介護費用が載っていた 行政
お金について触れている冊子は少ないと思います 福祉
介護費用のこと（具体的で助かる） 福祉
費用についてとても具体的でわかりやすかったです 福祉
具体的な介護費用 福祉
認知症の人の暮らしについてかかる費用の目安 医療

介護保険の限度額を超えている人、本人のお金だけでは介護費用が賄えない人がいること 
 介護サービス費を超えている人が 13％（平均 53,735円）。 医療

当事者だけのお金では介護生活費を賄えていない人が半数。 医療
介護にかかるお金について：サービスを利用しても枠があったり、その他費用が大きくかさむということ
を具体的に知ることができた

一般

介護にかかわる費用について負担を感じている人がいること 
 家族が困っていること、費用 行政
仕事との両立、介護費用への不安、負担 福祉
費用面について悩んでいること 福祉
お金について、金銭的負担は大きい 医療

20頁 認知症の人の家族が困っていること （3）認知症の人の対応で悩んでいること  
介護時間から家族の大変さを思った  
家族がどれほど大変か。介護が昼夜問わずが多く、家族のケアがとても重要だと思いました 一般
介護している方の介護時間や、困っていることなどが、わかりやすく記載してあり、勉強になりました。 一般
想像はできたが、具体的なこまっている症状や介護時間・影響 一般

家族の負担について 福祉
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内容 職種
家族の負担が大きいということが理解できた。 福祉
家族の介護時間について 福祉

介護が生活の及ぼす影響について精神的、時間的にも負担が発生している。 福祉
認知症の人の対応で悩んでいることが参考になった  
 家族が困っている症状と介護が生活に及ぼす影響 行政
気が休まらない 12％、自分の時間が持てない 39％ 福祉
家族の悩み 福祉
認知症の人の対応で、困っていること。 福祉
対応で悩んでいること 福祉
悩んでいることとして、目が離せず、気が休まらないが半数以上。 医療

困っていること，生活への影響から支援を考えていきたい 
 介護家族の悩みや今後の支援について知ることができた 福祉
日頃の支援では気づかない側面を知ることができた 福祉
介護家族が困っていることとして、やはり BPSD の症状があり、それにより目が離せず、気が休まらな
い、自分の時間が持てない、外出できないなどの影響があること。認知症のカフェの運営をしている者
として、この資料も参考にしながら、参加されている方のご意見をいただきながら、支える場を作ってい
きたいと思う。

医療

21頁 認知症の人の家族が困っていること （4）認知症の人の家族が孤立しないために  
家族の思いが前向きであること  
認知症状のある方と暮らし支える中で孤立せず前向きになれるよう負担軽減となる情報が複数ある。 一般
ポジティブな気持ち 一般
家族の方の思いが前向きなものも多いということ 医療
介護をしていくことに前向きな方が多いこと。 医療

家族としての気持ちの持ち方が参考になった  
家族としての気持ちのもちかた 一般
家族としての心がまえ参考になりました 一般
家族としてどのような事が必要かがわかる 一般
家族の気持ちや、自分の兄姉への労う気持ちがもてました。 福祉
介護されている家族の気持ちを知ることができた 福祉

介護する家族が孤立しないようにしていきたい  
家族の身体的・経済的・精神的負担が大きいこと、介護する家族が孤立しないことが大切と思った。 一般
「認知症の人の家族が孤立しないために」を読んで、身近にいる介護をしているお友達の力に少しでも
なれたら良いなと思っています。

一般

介護する側される側 それぞれ孤立し孤独を感じる事はないような環境を作らなければならない 一般
家族の現状を知ることで、早くから孤立しない方法を選択しようと思える内容だった。 行政
思いや、孤立しないためにどうすればいいのか 行政
介護者支援が課題と感じており、孤立しないためにというところは参考になった。 福祉

22頁 認知症の人の家族が困っていること （5）介護負担を軽くする  
気持ちを語りあい，励まし合うことが大切だと思う   
家族は、認知症の人の接し方(受容が大事であり、否定や拒否がいけないこと等）はある程度分かって
いるが､現実に目の前にいる本人に接すると、ついイライラしてきつく言ったり、態度に出てしまう。ま
た、自分では優しく接しているつもりでも、娘から｢お母さんの言い方はきつい｣と指摘されることがある
（５）介護負担を軽くするが参考になりました。

一般

介護家族としての経験を思い出しながら認知症の人と暮らす家族にとって「介護負担を軽くする」のとこ
ろがとても参考になると思う

一般

介護負担を軽くするための支援がある  

 介護の負担を軽くする内容 一般
介護者の主観的体験と必要なサポート 一般
介護負担をどう減らすか 一般
介護負担を減らす方法を知らない人が、多いことに気づきました 一般
家族が困っていること、家族の介護負担の軽減について記載されていてわかりやすかった。 一般
声のかけ方 一般
対応で困っているときや、逆に負担が軽くなったこと 行政
対応や介護について細かく書いてくれているところ 行政
介護負担の軽減の内容 福祉
他の家族がどう対応しているかが知りたかったので、参考になった 福祉
家族がどんなことで悩み、困っているかを知ることができた。また、負担を軽くするためにどんな方法が
あるかわかった。

福祉
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内容 職種
力を抜いていくこと 福祉

介護する気持ちを軽くするためにも介護サービスの利用は不可欠だと思った   
介護保険サービスをすべて使って家族も少し気持ちを楽にしてほしい 一般
制度や使えるサービスを知り一人で抱えない 一般 

表 2-5 本ガイドブックで参考になった内容（抜粋）－⑤認知症とともに 
内容 職種

⑤認知症とともに「認知症の人とともに地域で安心して暮らすために」 職種
⑤認知症とともに（全体）
地域で生活していくイメージがわかった 
地域のイメージなど 行政
地域で安心して暮らすために 福祉
地域で生活していくイメージを伝えられるから 福祉

すべての人に役立つ冊子である 
 もっと早くこのような知識を得たかった 一般

勇気をもらえる内容で良い 一般
全ての人が認知症に関する正しい知識を持つことの大切さ 一般
今後増えると考える認知症、もしくはそうでない方も認知症とひとくくりにしないよう全ての人がこの冊子
をみる方が良いと思います。 

医療

対応していく参考になる  
対応方法を学ぶ資料にもなる点。 一般
もっと具体的な事例や、方法を知りたい。 一般
地域活動を推進するためにとても参考になります 行政
相談対応した際の参考になる 福祉

認知症に対する考え方が深まった  
認知症という病気に対しての感じ方が大いに変わった 一般
認知症だって癌だって誰でもなる可能性があることを知って生活していくことの大切さ 一般

認知症は身近であり，みんなが理解し支え合う必要がある 

地域の人の理解と人権を守ること 一般
だれでもなりうる可能性がある 一般
自分が認知症になった時の事、身近な人たちに理解してもらう 一般
これからは、日本全体の問題である。 一般
家族の負担を減らす制度はあっても積極的に利用できていない。知識やマインドの形成が必要 一般 
広く地域・社会との交流と前向きの意識を保つことが大切 一般
周囲に認知症で悩んだり困ったりしている方がいないと思い込んでいるが、そうではないかもと気付い
た。また、出来ることがあればサポートしたいとも思った。

一般

地域で高齢化が進み、認知症の方が数人いるので近所の人達と見守りをして寄り添っていくのに参考
にしたい内容でした

一般

当事者のことは、家族だけがどうにかするべきという地域性の強い地域の方にぜひ見てもらいたい。 福祉
地域へ“まず知ってもらう”ことが大切 福祉

認知症に対する依然とした偏見があると思う  
まだまだ、怖いイメージが家族や当事者や医師や看護師、専門職の人にも多いと感じます。 一般

もしそんな人がでてきたら大変と思います 一般
認知症とうまく付き合っていきたい 
イライラすることもあるが相手を認めていく 一般
笑顔で決して怒らない介護 一般 
恐れず 一般
若い頃からどういう対策をして生きていけばいいのかを知りたい｡ 福祉

わかりやすく活用できる資料だと思う 
広い視野を持てると思った。 一般
全体 福祉
具体的に記載、わかりやすい 医療
良くまとまりわかりやすかった。若い方々に手に取ってもらえるとより啓発のツールとして価値が上がる 医療

内容が多いと思う 

対応の流れは分かったが、文字量が多く 5-60代位までならば有用だと思う。調査の回答者は 70代が
多く、認知症に対しての興味関心が高くパンフレットを利用する可能性を考えると文字は大きめ、簡潔
な表現の方が分かりやすいと思う。役所窓口の業務負担はこのパンフレットを読んでもらえれば楽にな
ると思う。認知症が本格化する年代の家族は高齢の方が多く、核家族化が進んでおり、コロナ下で遠

医療
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内容 職種
方の家族が関われず、自分たちで考えて手続きをしなければいけない老々介護の世帯の方が多いた
め、理解するのは難しいのではないかと感じた。 
たくさん情報が書いてある。ちょっと多すぎるかも・・・？ 福祉

社会からの認知度、取り組み等、全体的に参考になりました。 一般
23頁 日本の認知症対策，認知症の理解をすすめていくために  
日本の認知症対策 一般
大綱など知らない方も多いと思いますので、周知できる良い内容だと思いました。 一般
国の対策についての基本的な考えが述べられている点 福祉
理解をすすめていくために 福祉
認知症の理解をすすめていくために 医療

24-25頁 認知症意識の回答者，認知症に対する市民のイメージは？，認知症介護者のイメージは？  
意識調査の結果が参考になった
認知症、認知症介護家族に対するイメージの項 一般
意識調査の結果 行政
意識調査の結果がとても参考になった。 行政

⑤認知症に対する市民のイメージ 行政
市民のイメージは？（率直な意見が見れてよかった） 福祉
市民のイメージ、認知症の理解が以前と比べされていること 福祉
イメージや認知度等 福祉
現在の認知症に対する国民意識調査のように正直に記載されている。 福祉
調査結果など 福祉
統計もありわかりやすい 福祉
データが参考になりました。 福祉
データを基に記されているため、説明がわかりやすく、説得力もある内容だと思います。 医療

社会の認知症に対する理解は進んできていることがわかった
市民のイメージと現実とのギャップを解消していくことがとても大切だと思ったので具体的なデータが参
考になった

一般

歴史的変化、良い方向に向かっている 一般

認知症に対する市民のイメージではだれでもなりうる病気ということで一定の理解が進んでいる。 福祉
社会全体では認知症に向ける目がよい方向に変化している。 福祉
認知症や家族へのイメージは社会的に理解が進んできた印象 福祉

パーソンセンタードの視点を知った
“パーソンセンタードの視点”という意味を知ることができた 一般
「パーソンセンタードの視点」この言葉は初めて知りました 一般
パーソンセンタードの考え方の重要性を知りました 一般
認知症に対する市民のイメージを読んで、パーソンセンタードという言葉を初めて知り、人間の尊厳的
な考え方としてとても大切なのだと思いました。

一般

認知症とのかかわりの経験者は増えており，社会の関心も高まっていると感じた
認知症の人と接したことがある→70％かなり多くの人が何らかの形で接していることがわかった 一般
意識調査そのものが認知症に関連した講演会など認知症に関心のある層を対象に行われたことや医
療・福祉職が約 3割いることも影響していると思われるが、認知症の人と接したことがあることが 7割も
いることに驚いた。また認知症に対する市民のイメージとしても、パーソンセンタードの視点や自分の
身に置き換えた視点など、認知症に関心のある層が多いとはいえ、市民のイメージにそれらの視点が
あがってくることにも驚いた。 

医療

認知症に対する真の理解を進めていく必要を感じた

痴呆という言葉を使う人がいまだに多い。とても残忍、差別、偏見を感じる。認知症を正しく理解してほ
しい

一般

負のイメージをなくす 一般
認知症に対する多くの偏った見方については、少しずつ変化してきているが、頭で分かっているようで
本当の理解や実際の行動や対応に繋がっていない現状もある。 

医療

意識調査結果から地域をまきこみ，ともに生きる社会にすすめていく異議を考えた
一般市民のへの意識調査で、認知症の人と家族は、社会全体で支え、認知症を隠す必要はなく、「特
別な人」から「ともに」へ意識が変遷していることは、認知症の人と家族が抱える様々な課題を解決に
導く土台となると思います。 

医療

昔に比べて家族も隠すのではなく open になっている。又、負担（精神的、身体的、経済的）が大きいと
感じ手助けが必要だとイメージする方が多かった。この結果から周りを巻き込む方法を考えたい 

福祉

26-27頁 認知症共生社会に向けた取り組み，認知症に関連する介護保険制度の認知度，認知症カフェ
の認知度
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内容 職種
認知症共生社会に向けた取り組みを知った
認知症介護家族の現在のイメージを踏まえた上で、共生社会の実現に向けた具体的な取り組みが書
いてあって、参考になった。

一般

認知症のイメージ形成の５要因、取り組みの説明 一般
認知症の理解をすすめていくために。認知症共生社会に向けた取組み 一般
地域での取り組み方法 一般
共生の重要性を学んだ 一般
共生社会、パーソンセンタードの視点 行政
共生、カフェ、地域づくり 福祉
共生社会に向けた取り組みについて 福祉
共生社会に向けて 福祉

介護保険や認知症カフェ，認知症サポーター，認知症の人と家族の認知度を高めていく必要を感じた
認知者カフェの認知度が想像していたよりも高かった 一般
介護保険制度を知らない人がまだかなりいることに驚いている。 一般
認知症サポーター、家族の会、社会資源など 一般

認知症の人のサポートについて知りたかったので 一般
介護保険制度、認知症カフェ、サポーターなど専門機関や制度、取組がどのくらい浸透しているのかが
参考になった。 

行政

認知症に関連する介護保険制度の認知度 行政
介護保険や認知症カフェ、認知症サポーターなども広まっていると思いますが、まだ知らないという方
もいることを改めて感じました 

福祉

介護保険制度やカフェサポーターなど半数くらいが、あまり知らないなどという結果でもっと周知される
べきだと改めて感じました。 

福祉

各講座の認知度など 福祉
認知症カフェの認知度などについて、どれほど認知されているか知ることが出来良かった。 医療

認知症カフェや認知症の人と家族の会など地域で支援する場があることを知った 
カフェ、家族会など、コミュニティの存在を知れて良かった 一般
サポートセンター、カフェ、家族会などの交流の場があること 一般
地域における様々な支援制度やコミュニティを知ることができる 一般
精神的なストレスを緩和するための機関があることを知った。 一般

認知症の制度や団体について 一般
「家族の会」について 一般
様々な地域活動が理解出来た 一般
今、受けられる援助を知れた 一般
頼るすべがあることを知ることができた 一般
認知症の方を支援する社会資源について知ることができた。 福祉

認知症カフェや認知症の人と家族の会に参加していきたい
介護保険制度や、認知症カフェなどを利用して認知症の家族とうまく過ごしていけるよう知識を持てる
場を利用していくといいとわかりました。

一般

今は認知症カフェに月二回行って勉強している。どうぞ認知症にならないでと自分を励まし、毎日外出
を心がけている

一般

「家族の会」、カフェなどを利用したい、近所付き合いがあまりないので 一般
デイやカフェを利用して暮らしたい。 福祉

認知症サポーターがあることを知った

認知症サポーターに興味を持った 一般
28頁 パーソンセンタードの視点と社会資源の活用の関係，認知症とともにある地域づくりを  
社会全体で理解し、支えることが大切  
認知症ケアを推進する立場として，どのようなニーズがあって支援の可能性があるかが読んで参考に
なった

一般

認知症を理解してどう向き合うかが大切である事 一般
認知症に対するイメージが「パーソンセンタードの視点」を含む 5つ項目から、現在は認知症を我がこと
として捉え、社会生活で支援していく社会に向かっている。共に生きていく社会への過程であること 

行政

地域の偏見を軽減し、ともに生きていく人としての意識を向けていくことが大切だと思った。 福祉
本人の長所を見つけ、寄り添う。行動を先にすると、念頭に入れ、生活を共にしてみる 福祉
安心して暮らすという事、そのために周辺、社会全体で支える。理解する。 医療

「ともに」という意識への変換が大切  
私たちは、認知症の人の声に耳を傾け、認知症があってもともに生きる「共生」の社会をつくる必要が
あります。

一般
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内容 職種
ともに生きていける社会になって欲しい。 一般
「特別な人」という意識から「ともに」という意識へ 一般

「特別な人」という認識から、「共に」という感覚が大事であること。まずは認知症への正しい理解が必
要であること。

一般

支援するという立場でなく、ともに生きていくという立場 一般
これから病と一緒に暮らす主人に安心して生活ができる様な暮らしが見つけられると良い 一般
安心して暮らす 一般
意識の変化とこれからの課題、目標 一般
認知症とともに生きるという地域づくりへのパラダイムシフトの必要性について理解できました。 行政
「特別な人」という意識から、和（包摂）「ともに」という意識へ の図が地域づくりのイメージがしやすい 福祉
特別ではなく、誰もが認め合う社会になって欲しいため 福祉
認知症とともにある地域づくりにある図がわかりやすい 福祉
認知症とともにある地域づくり、認知症を「特別なこと」から共にいきることへ意識を高めて 医療
「ともに」という意識へ 医療

団体や専門職を活用していきたい  
孤立しないで介護する（される）ために制度や団体など、つながる先の情報をよく知ることが大切 一般
交流や情報を得ると、穏やかな日々があることを知ると先々の心構えができた 一般
専門職の方達との関係が重要なことを伝えていきたいと思います 一般
少しずつ専門の方々に助けてもらいながら、生活したいと思った 一般
地域や人とのかかわりのある職種の方々が認知症を理解しサポートできる社会になってほしいと感じ
させられた

一般

地域で支えていきたい  
地域で支えられるといいのですが 一般
地域で自宅で暮らしていけたら本当にいいなぁと思います。 一般
地域の人と理解を深めその人らしく楽しく生活できたら 一般
地域づくり→行政内のやる気は？本気度は？ 一般
地域とのかかわり 一般
認知症地域支援推進員であり地域づくりに関して興味があるため 医療

認知症に限らない地域をつくっていくためのヒントになると思う
認知症に限らずいろいろな立場の人たちが思いやり助け合える地域（社会）づくりが大切と思いました 一般
認知症の人も今はそうでない人も社会の中でみんながその人らしく暮らせる場が広がるような内容で
今後のヒントになった。

一般

パーソンセンタードケアの視点が大切だと思う
知る（情報）は、介護力と思う。家族支援や教育対策、パーソンセンタードの活用について参考になった 一般
介護費用のやりくりパーソンセンタードの花びらのイラストが参考になった 福祉
専門職は特にパーソンセンタードの視点が大切。 医療
パーソンセンタードケアに触れていてよかった 医療

今後どうしていくか参考になり，もっと具体的に知りたいと思った
今の私にとって「認知症の人と共に地域で安心して暮らすために」が一番興味がありましたが、地域で
の事例などを紹介してほしかった。

一般

共生社会にしていくために自分一人ひとりが何ができるかイメージ出来るよう表現している。 医療
今後のビジョンがしっかりと示されていた 福祉

認知症の人も希望が持てる社会にしていきたい
認知症の方が希望を持てる社会の実現に向けて 一般

29頁 認知症の人と介護家族のための相談窓口  
関係団体や相談窓口の連絡先 一般
相談窓口をまとめて記載してある点 一般
団体の情報 一般
認知症の人と介護家族のための相談窓口がまとまっていてわかりやすかった。 一般
取り組みや相談機関案内 福祉
最終ページの相談窓口の紹介が参考になった。 福祉
認知症でも様々な相談窓口がある事 福祉
認知症の人と介護家族のための相談窓口 福祉
家族の相談先を多く伝えてほしい 医療

認知症疑いの方も気になるパンフレットだと思うので、それに対応する窓口について詳しく紹介されて
いたので良かったと思う。 

医療
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表 3 本ガイドブックにより認知症のイメージが変わった内容（抜粋） 
内容 職種 

認知症の人と家族の思いをより深く理解できた  
認知症の人や家族の思いを知って認識が変わった   

 (前)自分のことすらかなり出来なくなる 
(後)p.14「自分のことは自分で行い、少し複雑なことだけ援助を受けていくことで、その人らしく暮らして
いくことができます」がわかりましたので、認知症の方の印象が変わりました 

一般 

「０－１で病気になるわけではなく、徐々に進行するものである」というイメージがより明確になった。 一般 
ご本人には本人なりの思いがあり、多くの本人が病気を受け入れて、前向きになっていることを知った 一般 
ご本人、家族の気持ちの了解が深まった 一般 
グラフを見て、はじめから生活のすべてを失うわけではないとわかった。 一般 
認知症の当事者の方やご家族の思いを知り、認識が変わりました。 医療 

共感しつつ現実の対応の困難さも想う   
 介護への思いと現実（経済・仕事）とのギャップを乗り越えようとしている 一般 
問題の多さ 対応できるかどうか？ 心配！ 一般 
個人により生活様式が違うし、性格が大いに影響する 一般 
義母や自分の将来を重ねてしまった 一般 
改めて、身近で、大変な病気なので、不安な気持ちになった 一般 
気が休まらないのは私だけではないということを知ったことです。デイサービス以外私は二人一緒なの
でほとんど気が休まらないです。 

一般 

ADの妻を在宅で 9年介護し、介護度 4になったので特養に入所 
毎日に訪問していたがコロナで行けず、病状が進行してきている。 

一般 

思っていた以上に、家族への負担も大きい 一般 
認知症の人と暮らす家族は思ったよりも大変なことや困ったことが多い人だなと思った 一般 
認知症の人の動きと思考錯誤の様子 一般 
認知症はある程度遺伝があると思っていた。家族の中に患者がいれば看護は大変と思う。 一般 
義母のアルツハイマー型認知症の症状と夫のアルツハイマーと脳血管の違い 一般 
職業柄と思うところと、家族でもあるという視点で見ると、同感と思えるところが多々あった。仕事で伝え
られても、現実は大変なことが多い。 

福祉 

個別性・多様性をより感じるようになった。 医療 
認知症の人と家族の経験を振り返り，実感した   

 認知症の人と暮らす家族のつらさがわかり、私だけではないことを知ってよかったです。うまく伝えられ
ないのですが、「気が休まらない日々」です。 

一般 

母の変化に気付くのが遅れたと感じた 一般 
夫が認知症と言われた時にこの冊子があったらどんなに助かったことか 一般 
私は「家族の会」の会員になって、多くの方と会うことができ、つながりが出来たこと。 一般 
家族の介護をするようになってまたとらえ方が変わった 一般 
統計の数字を見て、同じような悩みや気持ちを持っている介護者がたくさんいることがよくわかった。 一般 

認知症の人と家族への自身のかかわり方を見直した   
本人の視点を大切にしていきたいと思う   

 怒りっぽい態度に悩ませれる度に、反論したり、指示したりしていたが、病気なのだから、本人の意向
をまず受けるようにしようと思う。 

一般 

これまで「認知症の方はこう考えているのでこう対応しましょう」という教科書のようなものが多くどうして
も介護者視点になってしまっていたが、このパンフレットを拝読して自分も認知症になる可能性がある
とことを認識させられたので、自分が認知症の方本人だったらという視点で考える必要性を学んだ。 

一般 

認知症の家族の方との接点が多く、本人さんからのお話からできる事はまだまだあると思ったし気をつ
けないといけないとこもたくさんあると思ったので。 

一般 

認知症の人は何も出来ないわけでない 一般 
認知症を持つ本人の社会への発信とご本人の病識を正しく知ることが増えつつある希望 一般 
ご本人の感情の一端を知ることができた 一般 
診断された人ご本人の気持ちが聞けたこと。 一般 
認知症の本人の方が、きちんと冷静に、ご自身の状況を受け止められるようになる 一般 
認知症本人の気持ちや意見が多く述べられていること。 一般 
本人の立場で考えるとわかりやすいかな？ 一般 
本人の受入、周りから言われるのではなく、自分から行動。自分からがすばらしい 福祉 
本人視点での考え方 福祉 
本人視点が大切だと思い直した 医療 
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内容 職種 
本人の言葉が 1番重要であると思った 医療 

その人らしさを大切にしたい   
 認知症になったとしても、必ずしも何もできないわけではないこと 一般 
本人の気持ちにあった一日一日の生活を過ごすこと 一般 
本人の不安症状の気持ちを深く理解してあげられないことに戸惑っていましたが、私の気持ちが納得
できました 

一般 

感じる力はしっかり残って忘れないことを知った。すべて忘れてしまうわけじゃないとわかった。 一般 
人格が変わりゆく中でも、基本的なその人の本質を見ることがあり、その部分を大切にする様にしたい 福祉 

診断を受けても，介護が大変でも前向きに生活していきたい   
 「介護を続けたいので続けるつもり」という気持ちで、介護を行なっている方が半数以上いらっしゃるこ
とから、認知症になっても周囲のサポートを受けながら前向きに幸せを感じながらの生活を送ることが
できるのだと思った 

一般 

「前向きになれたエピソード」が載っていたので、暗いイメージだけではなく、明るいイメージも持てた。 一般 
p12、認知症の方の中の三分の一が前向きになれるきっかけを見つけられていないという現実につい
て、きっかけづくりが重要ということ(もっと多くの人が前向きになれていると思っていた) 

福祉 

認知症の人や家族の思いを大切にかかわりたいと思った   
 本人や家族の思いをより大切にしてかかわっていきたいと思いました 行政 
家族、本人が語る思いが具体的だったのでわかりやすかった。あくまで“一人の人間”であることを大前
提に日々の支援に携わっていきたいと思う 

福祉 

認知症を正しく理解し、患者・家族へよりよいケアと医療の提供が必要であるという思いが強くなった。 医療 
認知症の人と家族にもっと寄り添いたい   

 ご本人、家族の思いにより気持ちを向けられた。 行政 
さらに心のうち、声をきけるような声掛けをしていきます 福祉 
心情の理解度が深まった 行政 
診断を受けた時の本人の気持ち、家族の状況も踏まえながら、参考に支援していきたいと思う。認知
症カフェの認知度の割合が、思っていたより高いことが分かった。 

医療 

体力的に大変だけれど、前向きに頑張っているご家族にもっと寄り添えるようになりたい 医療 
認知症の方本人と、周りで支えている家族への支援も大切であること 福祉 
本人の視点、家族の視点から困りごとに対する支援を行っていきたいと思った 医療 
当事者の方、介護者家族の方に対する説明の仕方、気持ちの寄り添い方、言葉掛けなど、ガイドブッ
クを通して語られた言葉を対応場面でも多く活用していきたいと思いました。 

医療 

頑張ろうと思えた   
 うまく向き合う姿勢 一般 
自分の対応や考えに後押しして頂いた。 医療 
自分も頑張ろうという気持ちにさせてくれる 福祉 
理解の為に出来ることややるべきことの認識 福祉 

認知症への認識が変わった   
認知症を自分に関連することとして考えるようになった   

 自分事としてとらえることができた 一般 
誰でも認知症になりうることが理解できた。 一般 
しっかりと認知症と向き合い生きていく事の重要性を理解した、 一般 
もしかしたら自分がなるかもしれない認知症。認知症になった人の立場に立って介護をし、家庭、地域
でその人らしく生活していけるよう支えていくことの大切さを考えていかなければならないこと。 

一般 

自分にもかかわってくる問題として真摯に受け止めようと思います 一般 
改めて、自分の家族や地元の人たちのことを考えさせられました。 一般 
自分あるいは自分の周辺にいつおこっても不思議ではない。ごく身近な出来事と認識した。 一般 
身内に認知症の人がいないため、いざ親が認知症になった時の家族の思いが理解できた。 一般 
認知症にならないように毎日の生活を心がけたいと思います 一般 
認知症の方に接する時、自分ごととして同じ目線で接することの大切をより感じた 一般 
認知症は病気でいつ自分もなるか分からない 一般 
漠然と病名は理解していたが自分のこととして深く考えるようになった 一般 
認知症を正しく理解し、自分事として考え備えていこうと考えるようになった。 行政 

自分が認知症になったときのためにも理解や対応ができる社会にしていきたい  
 自分に当てはめて初期症状で判断できる目安になった 一般 
自分がなった時の事を考え、穏やかな終世を送りたいと思った 一般 
今のうちに人にできることはしてあげたい。また自分もいつかしてもらわないといけないと思うので。 一般 
自分自身に関わった場合 一般 

40 41



41 

内容 職種 
認知症の方に対する接し方、自分が診断を受けた時に備えて心の準備をしておくことが大切ということ
がわかりました。 

一般 

認知症は身近なもので、家族で、社会で考えていかないといけないこと 
また自分にも起こりうるものだと改めて認識しました 

一般 

自分や家族が認知症になる前に、認知症になった時にどうすべきか考えておくことが大事だと改めて
感じた 

一般 

怖いと思ってばかりいてもいけないと思った 一般 
明日は我が身と心がけていたいと思うようになりました 一般 
認知症という病気が、特別な病気ではなく、自身も家族も誰もが罹患する可能性があるのだが今は治
療薬もあり、社会サービスもかなり整えられ、社会での理解度も高くなっている。本人・家族がしっかり
理解することで自分らしい生活が維持できるのだということがわかった 

行政 

困り事が発生しても誰かに助けてもらえそう 福祉 
自分がなるかもしれないという心構えが少しできたかなと思います 医療 

認知症が誰にでも関連するものであることを認識した  
 誰でもなるものだと思った 一般 
軽度のうちから診断でわかること。 誰にでもかかる病気だということ。 一般 
身近な疾患であること 一般 
身近な病気であること、自分もなりうること 一般 
人であればだれでもなりうる可能性があり、向き合う気持ちになった 一般 
特別ではなく、誰でも可能性があり普通に接することが必要なのだと改めて感じた。 一般 
特別なことではないという印象を持った 一般 
普通にある病気で身近なものである 一般 
これまでかかわってきた認知症の方は、高齢者の方が中心。中度～重度でご自身の思いを表現でき
にくくなっている人がほとんどでした。診断を受けた時の気持ちや仕事との葛藤など、個人の本で知る
ことがありましたが、改めて特別な病気ではないものと思いました。 

福祉 

より身近なものとして感じることができた 福祉 
身近に感じられるようになった 福祉 

認知症の人と家族への印象が変わった   
 当事者やそのご家族が非常に前向きに取り組まれていることを知り、印象が変わった。 一般 
冒頭の私の認知症の言葉から認知症当事者の方に対する見方が変わりました。 一般 
病気に前向きに取り組んでいる患者さんや家族が多くおられ、悲観的なだけではないことがわかった 一般 
特別な人というイメージでした。9年前に診断された方が現在あんなにりっぱな文をかけるとは…驚き 一般 
介護をしていた自分＜考え方が少しポジティブになったような気がした 一般 
自宅で生活できるということ 一般 
自宅で暮らしている認知症の方は、思っていたより自立して生活されていると感じた。 一般 
認知症と診断されても世の中の役に立つことが出来る環境が整いつつあることに勇気をもらえた。 一般 
病気と闘いながら前向きに生きている 福祉 
冒頭の伊藤さん御夫妻の言葉が印象深かった。認知症になっても自分の意思を伝えることができ、受
容して前向きに過ごしている姿に感銘を受けた 

行政 

認知症の人と家族のことを前向きに捉えられるようになった  
 発症しても何とかなるかな……と思えるようになりました。 一般 
少しプラスに捉えられるようになった 一般 
前向きに考えることができるようになった。 一般 
前向きにとらえられた 一般 
認知症に関する情報も進化しており、伝える言葉や情報、冊子全体が前向きな気持ちになれる冊子だ
と感じた。読むだけで前向きなイメージに変わった。 

行政 

認知症の人、家族も悲観的な考えだけではなく、ポジティブの気持ちを持ち続けていることが分かった 福祉 
診断を受けて人が変わるわけではない。心のあり方しだい。 福祉 
前向きに考えられるようになった 医療 
マイナスなイメージばかりではないなと感じました。 医療 

介護に前向きに取り組む家族の姿を知った   
 家族の１日の介護時間が「昼夜問わず１日中」との回答が１番多く、介護の負担感が大きい事がうかが
えた一方で「介護を続けたい」と思っている方が半数以上いることが印象に残った。 

行政 

介護を続けることへの思いに続けたいので続けるつもりと回答した人が多数いたり、前向きに捉えてい
る方も多いのだということ。 

行政 

認知症の人と家族に対してできることを考えた   
認知症の人と家族に対し，できることがあることを知った   
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内容 職種 
 とても高いハードルだと感じていましたが、いろいろ方法があることに気づけました 一般 
より深く知り、社会的で取り組んでいこうという考え方に共感した 一般 
認知症について、より理解できましたし、認知症の人との付き合い方が少し理解できました 一般 
もっと介護サービス等を受け、自分ひとりで悩まないこと 一般 
家族のために今から準備しておくことの気づき 一般 
家族の誰かが認知症になった時の心構えが少しできた 一般 
家族や親戚にそんな人がいたら大変と思います。症状にもよりますが。冊子を参考にします 一般 
介護の大変さを和らげることもできるということ。 一般 
介護家族が困っている症状の内容など介護が生活に及ぼす影響について再確認すると共に、なやみ
の共通点を見出すことが判り、意を強くした 

一般 

正しい知識を得ることができました。「認知症カフェ」等前向きに行動することによって終わりではないこ
とも分かった 

一般 

沢山のサポートがあることで安心感が持てた 一般 
認知症サポーターの受講や認知症の人と家族の会を知っている人が約半数おり、他人事から私ごと
へと意識が変化していることや、当事者の前向きなエピソードから、認知症になっても不安ばかりでは
ないと思えた 

一般 

認知症の人と家族に対して理解者が思っていたより多いと感じた 一般 
様々なアンケート結果が記載されていて、認知症と一言で言っても、多種多様で、受けられるサービス
なども多くあることを理解できました。 

一般 

認知症の人の家族が孤立しないために、負担を軽くすることについて書かれていた、役に立った。 一般 
地域の中でできることをやっていきたいと思った  

 より当事者や家族の思いや背景を理解して，今後は対応できそうである 一般 
地域でサロン等をしていますが、これからどのようにしていけば良いか参考になった 一般 
そうはいっても認知症と言えばマイナスイメージしかありませんでしたが、伊藤さん御夫妻のように認知
症になった後に今まで経験したことのない体験や楽しみができたことを知って、そのような人が増える
といいなと思いました。地域支援の一役を担いたい。 

一般 

関わる機会がなければ良いと考えていたが、近しい人でなくても、認知症で困っている人がいたら関わ
って行きたいと思えた。 

一般 

積極的に交流して行こうと思う 一般 
同じ悩みを持つ仲間との交流が大切であることを改めて痛感した 一般 
認知症の人と家族の会について知らなかった。サービス自体は増えてますが 一般 
本人や家族だけでなんとかしようとしないで、外向きに公的な場に連れていく努力が必要だとわかった 一般 

相談や活動の場，公的支援を知った  
 相談できる人が少ないイメージだったが、最近は認知症カフェなど相談できるところがあるとわかった。 一般 
精神的や身体的、経済的な理解を深めた。一方、様々な認知症患者の集う場がある事も認識できた。 一般 
他者と触れ合うことで、安心感が得られる 一般 
認知症が進行するまでは、就労能力がほどほどにあり、環境が整うなら本人も働きたがっていること 一般 
認知症サポーターの受講についてや「家族の会」など、いろいろなサポートが地域にあること。連絡先
も書いてあったので参考になりました。 

一般 

認知症の内容や交流の場があること、悩んでいることを知ったこと 一般 
要介護状態であれば、40代でも介護保険を利用できること 一般 
様々な支援を受けることが可能であり、安心に繋がった。 一般 

前向きになれたエピソードを見てさらに支援できそうだと思えた   
 漠然と捉えていた認知症に対して、認知症を理解することに役立った。前向きに認知症に接することに
なれるように思った。 

一般 

僻地で家族会は施設内だけで行われていると思うが、自分には何ができるか考えるようになった。 一般 
今迄はついマイナス思考になっていましたが、ご主人の認知症から貴重なものをもらっているという言
葉を見てこれからはできるだけ前向きになろうと思いました。でもそれが難しいのですが…… 

一般 

診断の前後でのマイナスへの変化が思ったより少なかった 一般 
認知症が詳しくわかったということ。支援の方法を工夫しながら地域で生きて行く方法を考えれば希望
があるかなというイメージができました 

一般 

認知症の診断を受けた中で前向きな気持ちになり、活動や支援につながることができているエピソード
を知ることができてイメージが変わった。 

行政 

診断を受けた方が前向きになれたエピソード記載を見て地域でも支援できることがありそうだと支援者
としてプラスにとらえることができた 

福祉 

前向きになれたエピソードを読み、仕事上でも役立てられると感じた 福祉 
家族の支援に役立つ情報を得ることができた   

 介護者を一方的に世話をして満足するのではなく双方が尊重し合い、幸せにならないといけません 一般 
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内容 職種 
認知症になっても自分らしく生きる地域づくりが普及するよう、②の内容家族支援に活用したい。住民
にも配布したいと思った。 

一般 

認知症の方にも役割や目標を持ってもらい、お互いにできることをやるようにすれば良い。介護離職を
減らすには企業の支援も必要。制度があっても使用しにくい風土を変えていきたい。 

一般 

認知症家族に対する指導援助の中味が充実できる。 一般 
介護する家族が孤立しないため助言、軽くするための知恵や仲間づくり等の情報を得ることができた 行政 
改めて症状や困難の確認が出来たり、自身の介護時の振り返りができた。今は施設入所となりました
が、職員さんや関わってくる人への思いも変わりました。時々会う母へも接し方が変わってきたと思う 

福祉 

実母とのかかわり方が楽になりました。否定しないように接していこうと思います。 福祉 
私が認知症の診断を受けての内容が具体的で分かりやすかった。 医療 

必要な支援について考えた   
 認知症の家族からの願い、全ての人が正しい知識を持つ、不安な時期に丁寧な助言と診断を受けるこ
とが大切 

一般 

認知症の診断を受けた本人に対する心理的サポートも必要だと思った。 一般 
一人ではなく家族と一緒に見守りたい 一般 
地域で支え合うことの重要性、ご家族への支援の大切さ再認識です。 一般 
ご相談者にお勧め出来そうと思った 福祉 
わかりやすい冊子なので、市民の方に活用したい 福祉 
より身近なものとして、認知症を理解していただきたい方へ伝える際に役立つと思う。 
共に理解していく 講話や家族介護教室などで使用できる。考え方を変えるきっかけになる「夫からの
贈り物」素晴らしいと思う 

福祉 

具体的な対応を考えていきたい   
 1人暮らしの方とか、高齢者二人のみ世帯への近隣住民の接し方、かかわり方 一般 
患者さんだけでなくその周囲、関係者の負担をいかに軽減するかを考えないといけないと感じました。 一般 
具体的なイメージが少し掴めるようになった 一般 
具体的な対応を初めてイメージできた 一般 
高度以上より、軽度・中等度の人へのかかわり方をもっと考えねばならないと感じた。 一般 
良い関わり方を載せてほしい 福祉 

認知症の人と家族に適切な対応をしていきたい  
 周囲の理解ある対応で症状に変化があるので温かい支援をすること 一般 
認知症と診断されてもすぐに要介護状態になるわけではなく、自分らしく生活する期間を対応次第で長
くできる 

一般 

認知症になったからと言って人間性を否定してはいけない 一般 
認知症になったときはどのように上手く付き合っていくかということが大事だと理解できた 一般 
認知症になっても、その人の人格はあり、続けること。大切に接すること！ 一般 

知りたい情報がこの冊子でわかる   
 口で伝えるのではなく、困った時にいつでも目で確認できる冊子は素晴らしいと思った 福祉 
認知症の人の思いや家族の思い、実際介護をしている人の状況、社会資源など、具体的にまとまって
いるため、知りたい情報がこの冊子に網羅されていて安心することができた 

行政 

認知症を支える社会のありかたを考えた   
認知症のことを理解する必要を感じ，多くの人に知って欲しいと思った   

 家族や自分が認知症になって少しでも安心して生活ができるよう知識は持っておかないといけないなぁ
と思いました。 

一般 

不安がっているだけではなく、正しい知識を持つことが重要だと思いました。診断されたらどうしようと
思っていましたが、心の準備が少しできたと思います。 

一般 

市民のイメージで特に楽観的で困りごとは少ないだろうという項目数値がショックだった。認知度はまだ
まだだと思った 

一般 

正しく理解し、心配を抱え込まずに、助けを求めたり、気持ちをシェアしたりして、携わる方みんながより
心身が健康に暮らせるとわかり、安心しました。 

一般 

認知症に関する正しい知識を持つことの大切さ。 一般 
もっと多くの人に具体的に認知症を知ってほしい 一般 
他人事ではない。社会全体が正しい知識を持つべきであることを改めて認識した 一般 
認知症について正しい知識をみんなが身につけておくことが大切であることがよく分かった。 一般 
認知症になっても、地域で生活していくための理解を子どもの時代から深めていく必要性を感じた 一般 
予防を備えとしてとらえ、周囲に訴える必要性があることを感じた。 行政 
認知症の理解をすることが必要性を感じる 福祉 
多くの人に認知症を知ってほしい 福祉 
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内容 職種 
冊子を参考に、認知症のことを地域に広めていきたい 医療 

認知症に対する支援の考え方の意識が変化した  
 見ないふりをするのではなく積極的にかかわったほうが良いように 一般 
認知症の家族は大変だなあと思う→認知症共生社会に向けた取り組み必要である 一般 
特別な人という意識から、支援をする人でなくともに生きていく一員としてとらえる 一般 
”支援”という意識があったが、”ともにある地域づくりを”の方向性意識をさせられた 一般 
認知症患者に対して、「支援をする人」という意識ではなく、認知症に対して理解を深め、共に生きてい
こうという意識に変わった。 

一般 

社会全体で支え、認知症であることを隠す必要はない 福祉 
支援を提供する相手、理解を深めてあげなければならない相手という上下関係ではなく、ともに生きて
いく社会の一員としてみなすことへと変化した 

福祉 

小さなことでも地域の一人としてできることがあると思う 福祉 
認知症の診断名を知って、「診断がハッキリしたことで覚悟ができた」との意見が思いの外多かったこと 福祉 
暮らしや支援の状況を介護者の方からももっと相談できる地域づくりが求められていることを学んだ 福祉 
認知症の方が地域の中で役割を持ち一緒にいきていきたいと思った。 医療 
一人暮らしをしている方が多いことに、大きな可能性を感じました。認知症とともに生きることができる
表れだと思いました。 

医療 

認知症の人とともに生きる共生社会のありかたを考えた   
 これが普通なんだ、みんなで共生することが重要なんだ 一般 
家族が介護職の人たちだけでなく、周りの人として自分も「ともに」生きる意識を持つこと 一般 
「認知症の人とともに地域で暮らす」そのような地域をつくることの重要性を再認識した。 一般 
管理するのではなく共生するという考えになった 一般 
共生が大事であり、かつ一人で抱え込まないこと。 一般 
共生して行くこと 一般 
社会全体で取り組む課題であることを再認識できた 一般 
社会的認識を深めることができるようになった 一般 
地域をはじめまわりの人との共生がとても大事であること 一般 
認知症の方と共に生きるというやり方はいろいろありそう 一般 
理解が深まった。何とか共生して行かなければならない。 一般 

社会の変化を感じた   
 共生社会に向けた取り組みや制度が整ってきていると感じました 一般 
実父を介護していた頃より、環境も制度も進化していることが分かった 一般 
介護保険制度が始まってから 20 年、介護者の思いに変化があり、介護支援サービスが広まってきた
のだと実感しました 

一般 

時代の変わりようを思った。介護家族が発信し、社会が受け止めるようになってきている。 一般 
社会の取り組みが広がっていると感じられた 一般 
認知症に対する意識が昔とは違う。社会全体が変わってきている 福祉 
トップページの「私の認知症」から始まっているのが特に素晴らしいです。こういう本人登場ができる社
会になったことが素晴らしい進展だと思います 

福祉 

社会の変化に期待したい   
 1年前に看送った時より、今度自分の時は社会ももっと変化できることに期待 一般 
以前に比べると、認知症への意識や理解が進んでいるが、これからさらに増えてくる認知症の人たちと
ともに生きる社会や地域の在り方を、さらに追求していく必要があると感じた。 

一般 

周囲の助けがあれば認知症でも生活ができることが分かったが、周囲の意識がどこまで変わり助けて
もらえる地域になっているかと思うと不安になった。 

行政 

認知症に関する知識を得られた   
認知症の人と家族の思いをより深く理解できた   

 認知症当事者の方、介護をされる方の具体的な悩みや思いをすることが出来た。 一般 
本人の行動変化や症状、支えている周囲の人の苦労などがより理解できた。 一般 
より具体的にイメージできた 一般 
より詳しい情報を得ることができた 一般 
より深く理解できた 一般 
実情がわかった 一般 
家族の気持ちが少しわかった 一般 
介護する家族によりわかりやすいと思った。 一般 
今までの認識より具体的に理解が深まり考えが変わった 一般 
全体を通して“認知症”のことをとらえられる 一般 
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内容 職種 
当事者や家族のことについて理解が深まった 一般 
認知症について、今までより認識が深まった。認知症になるかもしれない全ての人への提言、認知症
に関する正しい知識を持つことなど 

一般 

認知症については、専門の本を読みかなり知っていると思っていましたが、今度冊子を読み、いろんな
場合を想定し解説されており、全てにおいて理解を深めました 

一般 

認知症のことを勉強し、他人にはやさしく言えたのに（否定しなくて）実の親には出来なかった。その反
省で「家族の会」で電話とっています。でもこの冊子で、もう一歩進みました。 

一般 

認知症への知識理解が深まった 一般 
漠然としかなかった「認知症」が、具体的に理解できた 一般 
少し気持ちはわかった 一般 
理解が深まった 一般 
理解できるようになりました（少し） 一般 
理解度が増した 一般 
本人・家族の大変さが少しわかったので 一般 
本人や家族の状況について分かるようになった。 一般 
認知症ご本人の気持ちや、家族の状況がより深く理解できた 行政 
当事者や家族の気持ち・思いについて理解が深まった。 福祉 
認知症についてより深く考えることができた 福祉 
認知症の人とその家族について理解が深まった 福祉 
認知症の本人だけでなく、家族の状況も分かり易く書かれていて理解が深まった。 福祉 
家族側の思いや現状を知ることが出来た 医療 

より具体的で意義がある情報を知ることができた  
 自分が学んできた認知症はひとくくりにしたものでしたが、今はとても細分され、それぞれの症状に特徴
があることがわかりました 

一般 

自分も高齢になり、認知症のことは心配の種ですが、この冊子の本人のコメントは誰に対しても心に留
めておく妙薬と思います 

一般 

実際に経験された方の意見や気持ちが記載されていて大変勉強になりました。 一般 
認知症に対する最新情報や認知症の方の意識、考え方、状況が理解できた。仕事が続けられるのか、
介護はどうなるのか、実際の声（言葉）がわかると感じました。 

一般 

認知症に対する理解が深まり遭遇した時の具体的な活動のヒントが得られた 一般 
認知症の人の暮らしている場所、認知症の人と暮らす家族、困っていることなど細かくわかりやすく記
載されていてよかった 

一般 

認知症の介護の大変さを具体的に知った。 一般 
認知症への理解が多少でき気持ちに余裕を持ち少しやさしく接しられる。 一般 
本人の気持ち、家族の気持ちが丁寧に記載されており、学ぶことが多かった 行政 
職種的には、認知症のことなども理解はしているが、当事者の方の診断を受けての思いや、仕事の継
続のことなどさらに理解を深めることが出来た。 

福祉 

当事者、介護者家族の気持ちが具体的に知ることができた 福祉 
当事者の気持ちが記載され、その記事を読むことにより、理解が深まった。 福祉 
認知症本人の視点から作成されているため、本人の気持ちがよく分かった 福祉 
本人、家族の内面の揺らぎのようなものを少し感じ取れた気がします。 福祉 

知識や経験を再確認できた   
 きちんとデータを基に書かれている、項目別にわかりやすく記してあるので再確認できる事が多かった 一般 
客観的なデータで現状を把握できた 一般 
5 年前にはこのような冊子をほとんど見ることはなかったが、冊子に触れることで認識を深く知ることが
できた 

一般 

統計的に表され、より、そうなんだと思った 一般 
認知症について再確認した。また、家族の思いは同じでも頑張れるかどうかはその人の置かれた立場
や環境（経済状況含む）によって違うことを再認識した。 

一般 

以前より理解度は高いため、特に変わったのではなく、より理解できたことが嬉しい 一般 
具体的な数値で表されているので、わかりやすかった。 一般 
介護家族の実態を数値でとらえることができた。 一般 
再認識できた 一般 
再確認しながら業務に活かしていきたい 福祉 
再確認することができました 福祉 
思い考えていたことが数字を見て納得、「やっぱりそうだよな」という感じ 福祉 
自分自身、経験則で感じていたことも、改めて本人の言葉やデータを感じることで更に引き出しが増え
たように感じる。 

福祉 
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内容 職種 
理解していたつもりだったが、改めて総合的に考えることができた 福祉 
もともと専門職で知っていたが、家族介護について具体的な数値で示されていたものは少なかったの
で参考になった 

福祉 

認知症の方を介護する人の年代が７５歳からの方が 70％以上ということを知り、家族支援の重要性を
再認識した。 

福祉 

わかりやすく理解を深められた   
 認知症と一言で言っても症状や重軽度の差など様々な違いがあり、そのそれぞれに応じた対応が必
要であると言う事、また介護者の負担が大変大きいことなどの理解を深められた。 

一般 

さわりだけでなく、深いところ迄書かれていて、すっきりした 一般 
よくわかった 一般 
すっかりはっきり認識できたなと思いました 一般 
なんとなくわかっていたことが、もっと詳しく理解できる 一般 
なんとなく症状が分かった 一般 
変わるというより理解が深まったという思い 一般 
とても、良くわかりました 福祉 
よりわかりやすく理解できた 福祉 
より深く理解できるとともに、当事者、家族、専門職等それぞれの立場としての視点が明瞭になった 福祉 
認知症により要介護は全く左右されないということなど、冊子が本人・家族（介護者）、地域と分野別に
記載されていたのでわかりやすく、そして誰もが考えられるものなのだと感じました。 

福祉 

認知症の人と暮らす家族について、助けてくれる家族の有無や家族が困っていることなど、数値で分
かりやすく知ることができた。 

福祉 

認知症本人や家族、地域のことも書かれていて理解が深まった 福祉 
一般の人の認知症への関心の高まりを感じた   

 認知症に対する一般のイメージの項、意外に前向きである事 一般 
認知症の人は近所の人から嫌がられていると思っていたので、早めに施設入所を考えていましたが、
比較的（市民のイメージアンケートをみて)一般の人も受け入れてくれていると知った。 

一般 

一般の方の認知症に対する考え 福祉 
一般の方も認知症に関心あり、社会で支えないといけないと考えていることが分かり良かった。 福祉 
認知症に対する市民のイメージが「特別なもの」としてではなくて自分が認知症になるかもしれないとい
う思いや認知症になったとしても感情や普段通りの生活が続けられるという思い 

福祉 

認知症に対する市民のイメージの調査結果から、以前より市民の方が認知症に対する理解を深めてく
れていることがわかった。 

医療 

新たな知識を得ることができた   
 初期症状がいろいろあることを知りました 一般 
症状に段階があり、変化していくものであることが理解できた 一般 
特に診断後の生活についての記載は知らなかった部分が多かった。 一般 
認知症は進行性で治療不可能なものと思っていたが、そうとも限らないのだと分かった 一般 
具体的な症状、家族の苦労、本人の不安など知らなかった 行政 
自分が日常接する以外の年代の患者のこと 福祉 
認知症の人の家族の状況がわかった。 福祉 

介護サービスとつながっていない人の存在を知った   
 1 人暮らしの認知症の方の割合が 3 割ととても多いことが分かり、全員が介護サービスにつながって
いるわけではないことを痛感した。 

行政 

 その他   
特に変わらない   

 「変わらなかった」と回答しましたが、元々認知症の方のイメージは悪くもっていないため。この質問内
容は、認知症の人が周りの介護者等困らす人という前提で聞いているような気がします。 

一般 

ぽ～れぽ～れ会員の皆様のお便り読ませて頂いております。介護にこれで十分ということはないように
思われます。「ゆっくり・やさしく・おだやかに」を心がけています。 

一般 

前から考えていた事がただしかったと確信した 一般 
オレンジバンドを取得しており、元々ある程度理解していたため 一般 
認知症キャラバンメイトとして活動しているからです。 一般 
仕事をしているので特に変化はないが、関心のある人にはいいと思います。 一般 
この冊子のように関わっていた 福祉 

情報量が多い   
 少し情報量が多い気がしました。 福祉 
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表 4 本ガイドブックに加えて他にも知りたいこと（抜粋） 
項目 内容 職種 

医療にかかわる情報提供  
〇医療との適切な関係  
受療 医師との関係がうまくいかない時の対処法 一般 

病院のかかり方 福祉 
本人・家族が受診を拒否している場合の受診への上手な繋ぎ方 福祉

どこの病院へ受診すればいいか分からない。専門医のことなど 福祉

初回相談場所 医療

診断までの
流れ 

検査を受けるタイミングに個人差があると思うが、その判断がよく分からない 一般 
早期発見方法を知りたい 一般 
受診のさせ方、投薬の仕方 一般 
知りたい事というよりも、伝えて欲しい事として、早期対応が大切である事。 
実際には早期には見過ごされる事が多い現実がある。 
この冊子活用を足がかりとして、今後、早期受診につながる方々が増えればと感じた。 

一般 

病院で受診する科や受診する際に医師に伝えるべき情報 一般 
病院は何科を受診するのかレビー小体についてもう少し知りたい 一般 
治療に至るまでの過程 一般 
どのように相談や受診をすすめていけばいいかわかるフロー 福祉 
受診のタイミング 福祉

認知症の診断を受けるタイミングは、どんな状態になったらか？ 医療 
受診から診
断までの支
援 

実際の相談の流れ 福祉

認知症の人の相談方法を具体的に示してほしい 福祉

認知症状があるにもかかわらず、自覚がない方へのサポート。診断を受ける前の苦労
（受診につながらない場合など）、葛藤

福祉

診断を受け入れられない方を（BPSDのある方）どうサービスに繋いだかのエピソード 福祉

診断告知に
ついて 告知が与える影響

福祉

〇医学的知識
発症以前の
備え 

認知症になる前にできること、備えの具体的な例と対応方法（MCI のステージでもやって
おくべきこと・できること） 

一般 

「いつかは自分もこの症状になる」と強くメッセージが受けれるとより良いです 一般 
軽度の発症、未病段階で集まるコミュニティなど 一般 
認知症にならないために気を付けること 一般 
MCIの時期の対応 医療 

症状経過 ２０ページに 認知症の症状に困る中等度になる前から・・・とのことですが、配偶者がど
のような経過をたどってどんな症状が出始め、どんなことに困るのかがわからないので
す。中等度になる前の段階で介護認定調査を受けることもなかったし、まだ必要ないと言
われてそんなものかと思っていました。 
事前に見学に行ったらいいよとアドバイスはいただいていましたが、コロナの影響でそれ
も難しいし、介護申請後のしくみがわからないのに 介護サービスや介護施設のことなど
どこで情報を得たらよいのでしょう？  
介護認定調査を受ける前だと、実際に困っていないのに相談することも機会もありません
でした。どうやったら対応できるようになるのか道筋を教えてほしいと思います。人それぞ
れ進み方は違うから・・・とよく言われますが、これは困っている相談している人に対しての
答えになっていないと思うのですが。 

一般 

若年性認知症の方の発生からの寿命が知りたい 一般 
重度になる具体例 一般 
生活の何%くらいのことを忘れてしまうのか 一般 

予防治療 診療機関での具体的な予防、遅らせる医療手法 一般 
認知症の予防について、学び合うことが大切 一般 
認知症を防止するための取り組み 一般 
認知症予防サービス、認知症共生サービスなどのソリューション 一般 
予防について 一般 
予防や治療についての最新話題 一般 
予防方法の最新の知見 一般 
予防法について 一般 
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項目 内容 職種 
認知症になりやすい人の特徴はあるのか（生活環境、性格等） 行政 
認知症予防に効果のある食事 行政 
認知症の予防について、認知症状の改善・回復・緩和への取組み全般 福祉 
認知症予防について 医療 

検査方法 認知症の検査（ペーパーテスト）について詳しく知りたい 一般 
重要なので、認知症検査の項目 6．として鑑別診断で SPECT検査を入れてほしい。 一般 

医療情報 医療や治療の周辺情報 一般 
高次脳機能障害 一般 
前頭葉型認知症についてもう少し詳しく知りたい。 一般 
認知症の病理 画像とか 一般 
年齢的な認知機能障害と認知症の違いはあるのでしょうか 一般 
認知症の種類と医学的な説明が少しほしいと思いました。 一般 
平均寿命も延びている現在、若年性アルツハイマーの定義も変わっているのでは？ 一般 
医療の情報がもう少しあってもいいように思われた 福祉 

遺伝につい
て 

認知症の遺伝について、考え方、具体的な内容が知りたい 一般 
アルツハイマー型認知症が遺伝するのか（夫の母、姉が発症） 一般 

若年性認知
症 

若年性認知症 一般 
若い世代でも認知症になりうると思うが、その割合について 一般 
若年性アルツハイマーの認知症について詳しく 一般 
若年性認知症について触れられていなかったです。今は 50～60代での発症も多く、記載
が欲しかったです。 

行政 

若年性認知症について 福祉 
認知症種別 前頭側頭型認知症の方を介護している家族の方の思いや実状 福祉 
薬物治療 症状に応じた薬名と効能 一般 

薬の効果・副作用・種類 一般 
薬の副作用について 一般 
開発中の治療薬 一般 
適正な薬物治療について 一般 
薬がどの程度効くのか、向精神薬を必要とする場合 一般 
薬について、新薬が開発されたり治療が行われたりする情報があれば知りたい 一般 
治療や内服について 福祉 
新薬の開発について、今後の見通し 福祉 
認知症の治療についてや、進行の経過について 福祉 
薬の種類や治療について 福祉 
治療について 医療 

治療・非薬
物治療につ
いて 

治療方法、とくに非薬物療法に関する説明。 一般 
抗認知症薬、随伴症状改善薬、音楽療法、芸術療法、回想法をもう少し詳しく知りたい 福祉 

〇認知症にかかわる人の思い・状況 

当事者の思
い 

認知症の方の体験、介護する側の体験を知りたい 一般 
本人の気持ち 行政 
認知症の本人が困っていること 行政

認知症の方ご本人がこれから向かおうとしていることについて。 福祉 
認知症の方本人の声 福祉 
伊藤さんはじめ、当事者の方の事をどんどん発信してもらいたい 福祉 
アンケートで、本人や家族が地域の人に認知症をオープンにしているかその割合や経緯
などを知りたいです。（オープンにできない人もおられるので） 

福祉 

初めて認知症専門医に受診に行くまでの経緯、エピソード。
認知症の人、家族が事態を受け入れるまでの経緯、エピソード（受け入れるまでどのくら
い時間がかかったか等）等を伺いたいです。 

福祉 

認知症と診断されるまでの葛藤、受診までの道のりなどを知りたい。 福祉 
認知症の診断を受けたきっかけ、本人や家族が困っていることや欲しいサポート、支援者 福祉 
ご本人が一番困ったなと思っていること 医療 
診断名を聞いて「ショック」だった人の気持ちはどんなことで変化したのか（どんな支援が
必要かにつながる） 

医療 
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項目 内容 職種 
当事者のアドバンストケアプランに対しての気持ち 医療 

本人の状況 若年性認知症の人の状態（生活、仕事、家族 etc） 一般 
「迷惑をかける」とはを掘り下げてほしい 一般 
認知症になった人、本人はどの様な気持ちでいるか・・・ 一般 
認知症になった人の生の言葉 一般 
認知症の患者さんは日常でどのようなことを考え、日々の暮らしでは何を楽しみ、何に悲
しみ過ごしているのかといった内面のことが分かると良いなと思います。そうそればきっと
介護もしやすくなるのではと思った次第です。 

一般 

認知症の人の気持ち 一般 
認知症の人の暮らしをもっと具体的に示されると良い 一般 
調査回答者に占める認知症の種類とその割合 行政 
認知症の人の介護年数 福祉 
発症(診断)年齢、具体的な介護状況 福祉 

家族の状況 ヤングケアラーの問題について 一般 
家族の体験談等 一般 
うつの人が老老介護をしている家庭 一般 
なぜ嫁の介護は消えたのか 一般 
ヤングケアラーについて 一般 
ヤングケアラーの割合 一般 
遠距離介護をしている人がどのくらいいるか、交通費も含めて費用はどうしているか？ 一般 
介護期間。介護後の生活。 一般 
介護者の心のさけびを、もっと多く、表●総計はいらない！！ 一般 
介護者の生の声 一般 
基本的に理解しているつもりでも、介護者自身の心に波があることを知ってほしい。 一般 
家族の考え方や虐待予防に関すること 行政 
認知症の親と障害のある子供のことについても知れればと思いました。8050 問題のよう
な・・・。書いてあればすいません 

福祉 

認知症と診断されてから介護サービスが始まるまでの期間、ご家族はどのように介護さ
れたのか

医療

老々介護の次はヤングケアラーの問題が生じてくると考える。子育て優先出来ず孤立し
ているのでは。

医療

家族の思い 家族が介護に行き詰った時に助けられた事 行政

家族の思い(話を聞いてもらうことや「大丈夫」と言ってもらうことが心強いなど) 福祉

認知症の人を介護する家族の悩み 福祉

実際の家族の声などをもっとリアルに 医療

介護の経済
状況 

もし施設等に入る場合の利用料等も解るといいと思います 一般 
介護にかかるお金の内訳例 一般 
介護にかかる費用負担について 一般 
金銭面 一般 
金銭面のことを具体的に知りたい 一般 
施設に入所した場合の費用を知りたい 一般 
障害者就労と年金や税金について 一般 
認知症になってから発生するようになった費用〜 ご本人の経済維持基盤 一般 
認知症の人の相続に関することについて 一般 
認知症は障害者手帳は交付されるのか、あまり周知されていないと思う。税控除や障害
年金についても知りたい 

一般 

保険、公的補助等の財政面の認知症対策について 一般 
保険や金融周りの話 一般 
介護費用について超過額は具体的数字が出ているが、実際の介護でどの程度費用負担
があるのか興味を持っている人は多い。例を数字を具体的にして示してほしい。 

行政 

金銭的な負担について 行政 
治療薬や受診の費用など 福祉 
収入についてのデータがあるといいと思う 福祉 
認知症になるとかかる具体的な料金 福祉 

支援者の思 介護施設スタッフの思いを少し 一般 
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項目 内容 職種 
い 支える人、ともに生きていくために、介護の本音を赤裸々に教えて欲しい。 一般 

認知症に関係する人間の醜い部分、汚い部分をあえて記載していないのだと思います
が、そういう事例なども隠さずに公開するほうがよいのではないかと思います。そういう醜
いことを行った人を責めるのではなく、なぜ人間はそうするのか、ということを議論せずに
避けていては、本質的な解決にならないのではないかと思っています。 

一般 

医療、福祉、介護関係者の意識をアンケートして欲しい。特に医師と看護師とケアマネ。 一般 
職種、立場、地域によって回答に差があるかどうか。 福祉 

認知症の人
の生活 

認知症をかかえる方の在宅生活、施設入所の割合 行政 
「暮らしについて」や「家族について」で具体例があればわかりやすい 行政 
当事者や家族が色々ありながらも生活を楽しんでいる様子 福祉 
認知症の人の普段の暮らしや役割や楽しみを持って生活している姿 福祉 
サービスを実際利用している方の週間スケジュール等あるとイメージしやすいのでは 福祉 
当事者の方が利用している介護サービスの種類と利用頻度など。 福祉 
車の運転免許返納に関する話題 福祉 
現在の認知症の方の生活の様子 福祉 
冊子 P16 若年性認知症の人を介護している家族は 7％おられ、家族の年齢は、55 歳～
64 歳までの人が多かった調査結果について、ご本人やご家族の現状を冊子の構成に従
って編集していただいておりましたら、併せてその内容をお知らせ下さい。 

医療 

一人暮らしの認知症の方の暮らしについて 医療 
認知症の人と家族へのケア

〇実践方法

権利擁護 認知症の方の人権について 一般 
コミュニケー
ション方法 

ゆっくり話せば会話は成り立ちますが、耳の聴こえが悪い人は、補聴器を上手に使えば、
もっと交流しやすくなると思います 

一般 

ユマニチュードに興味があり DVDを見ています。 一般 
認知症の人と関わる時に気をつけること。例えば同じ事を繰り返し聞かれる時の対応。 一般 
家族の人が本人と接するときのつきあい方について 行政 
ユマニチュード®について 医療 
対応の仕方、接し方 医療 

症状への対
応例 

認知症になって困ったことの具体的な例と対応方法 一般 
すべてきれいな内容ですが症状に対する対応の仕方等具体的に教えてもらえる内容も希
望します。 

一般 

ハイの時の対応 一般 
介護する人にも配慮した「介護家族が困っている症状」への対応・心構え 一般 
介護中に認知症の人が介護を拒否したときの対応の具体例 一般 
興奮した時の対応 一般 
近所の人でいつも同じこと言うて、こちらが次はこのこと言うなと思うくらい、もう何十回も
聞いているこの人にあんた認知症でないんとは言えない。親しすぎるからどういうたら良
いのか中途半端に笑うしかない 

一般 

行方不明になってしまう方への対策について 一般 
認知症での具体的なトラブルの対処法（買い物、徘徊、暴力的な行動など）や介護サービ
スの利用など 

一般 

認知症の人との会話方法、具体的にどう回答したら良いか。幻覚を見た時にどう話して安
心させたり、相手が納得する回答の方法をもっと知りたい 

一般 

迷子になった時の対応 一般 
予防を否定したり被害妄想を爆発させるのをおさめたり助長するのをやめさせる方法 一般 
老人の唸り声は認知症と関係があるのだろうか？唸り声がひどくなって周りに迷惑かけて
るようですが、何か治す方法はないでしょうか？ 

一般 

BPSD評価ツールについて 行政 
周辺症状への対応について、ものとられ妄想等、具体的な症状に対する対応例などある
とより参考になる 

行政 

具体的対応方法等あれば 福祉 
認知症の人がうつ症状になった時どうしてますか？サービス利用を嫌がる時どう対応しま
すか。家族やケアマネジャーが 

福祉 

認知症の方の対応についてよく聞かれます。対象者により個々違うとは思いますが、こん
な対応方法があると例を出してみても良いかと思います。 

福祉 
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項目 内容 職種 
暮らしについて、P12 迄に説明した本人の意思思いにあったサービスの紹介の方法や、
対応の方法を具体的に示すべきではないでしょうか 

福祉 

認知症の周辺症状への具体的な対応方法について 福祉 
症状に対する具体的な対応方法 医療 

具体的対処 ぼーと歩いている人を見たらどのように声を掛けたら良いか？ 一般 
もう少し詳しい対応の仕方、良い具体例を知りたい。 一般 
レビー小体に関する家族の者が本人と付き合っていくポイント等を知りたいです 一般 
一日、一週間、一か月の時間割のようなもの 一般 
家人の物忘れが気になり始めた時に、どのようなことを思ったか、誰に相談したか、どこに
相談したら良いか知っていたか 

一般 

介護家族が困っている症状で少しでも解決に向けた例 一般 
介護者の悩みや困っていることの具体的な解決策 一般 
当事者の方の一日のスケジュール 一般 
認知症が進まないようにする家族関係とは 一般 
認知症ケアの具体的手法 一般 
認知症の人と家族の具体的な想いや生活、社会とのかかわり 一般 
認知症の方でもやれることを教えてください 一般 
本人が老人ホームに入った場合の、家族ができることは？ 一般 
介護に行き詰った時、どのように対処していったのか？ 一般 
患者さんやご家族からの質問および回答 より現実味がわくと思います 一般 
具体的な介護方法を知りたい。 一般 
具体的な苦悩と解決策または結果的対応。様々な環境下の事例が参考になります。 一般 
具体的な事例 一般 
認知症のお世話されている家族の実例、体験談が知りたい 一般 
認知症の方（家族）の日常 1日の過ごし方、1ヶ月の過ごし方 一般 
認知症の方に対しての環境を整える又は対応の留意点、進行を防止し元気に過ごされて
いる成功例も知りたい 

一般 

認知症でも介護１くらいだとできることもたくさんあるので何かやってもらうこととかあれば
良いと思います 

一般 

若年性認知
症の人への
支援 

若年性認知症の人とのかかわり方 一般 
若年性認知症の方が少なく、デイケアや、活動している場の紹介をしてほしい。楽しく過ご
せる場など 

一般 

若年性認知症の就労状況、実際何の仕事をどのくらいしているか 行政 
若年性認知症について一項目でまとめた方がわかりやすいのでは？ 福祉 
若年性認知症について、家族の支えと気持ち 福祉 
若年性認知症について、同じ冊子の中で同じ項目でページを作っていただきたいと思い
ました。 

医療 

若年性認知症に関する就労支援や職場への啓発等・・・の情報を知りたい 医療 
認知症カフ
ェについて 

日本に広まっている認知症カフェの例 行政

認知症カフェでの具体的内容 福祉

認知症カフェの場所 福祉

認知症カフェなどの連絡方法があると、良いと感じました。 医療

〇支援方法

初期対応の
工夫 

認知症が疑われる人を医療機関へスムーズに誘導する工夫が知りたいです 一般 
認知症と診断されたら、まず何を対応すべきか（例えば、近所の地域医療包括センターに
相談する とか） 

一般 

認知症検査をもっと積極的に受けてもらうための工夫など 一般 
認知症初期の期間は長い。何らかのサービスを受けられるような段階でもなく、診断直後
に職を失った場合の、認知症本人の方の時間の過ごし方を知りたい。7 ページにあるよう
な「生活のリズムになるような外出」はなかなか難しいように思う。 

一般 

診断を受け入れられない方を（BPSDのある方）どうサービスに繋いだかのエピソード 福祉 
心理面への
ケア 

介護家族への心理的サポートの仕方 一般 
介護者が自分自身の気持ちを向き合うこと 一般 
介護者の負担や大変さやストレスの発散について具体的な案をもう少し記載して欲しい 一般 
介護する人のケア（心と体の健康保持）で大切なことも知りたい 行政 
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項目 内容 職種 
公の場に行きたがらない家族にはどのように支援をしていくか 福祉 
実家に介護で困った時の解決方法 福祉 

具体的な工
夫内容 

アンケートや調査で現状の数字やデータがよくわかりましたがもう一歩進めて、だからそ
の解決の手助けとしては***や***などがありますのでご参考にしてもらえれば、というと
ころまで踏み込んでもらえれば、助かります。 

一般 

一人で暮らしている人、働きながら介護している人、経済的に大変な人はどのような手助
けがあるか記載してほしい 

一般 

独居で頼れる家族、親戚もいない場合、本人の気付きも遅れるだろうし、介護も外部のサ
ービスに頼らざるを得ないのか、など、独居であることへの不安は払拭されなかった。 

一般 

認知症と言われた時に相談する窓口が一箇所何でも情報を教えてもらって、第一段階は
……そして次はこの手続きなどといろんな方法を知らせるところがあると良い。病気その
ものにびっくりしてとまどい、どうすればいいのかわかりやすく導いてくれたらもっとありが
たいと思います。役所仕事は全て縦割りなので、つぎはあちらの窓口へとは言われます
が、そこで又はじめから話さないとならないもどかしさは経験者でないとわかりませんよね 

一般 

老老介護で介護者が夜中に突発的な事故が起こった場合、誰も代行者が見当たらない
時、どうすればいいでしょうか？ 

一般 

介護していて困ったことに対してどう対処したのか、どこに相談したのかについて（特に介
護休暇や離職） 

行政 

認知症の方の看取りについて 福祉 
実践者・専門職でありながら、家族であるとうまくいかない事例 福祉 
介護を終えた方からの介護を振り返っての感想 福祉 
介護が生活に及ぼす影響で困った事が起きた時の対応の一例など 医療 

〇フォーマル・インフォーマル支援の内容

行政の支援
内容 

行政のかかわり方 一般 
誰でもが理解できる助成制度、行政によってまちまちだと思うが。行政は積極的には教え
てくれない。 

一般 

介護保険について、施設の種類、特性 一般 
公的な支援は、どの様な事があるのか具体的に知りたい。 一般 
国や行政が実施している内容 一般 
介護保険サービス、成年後見制度 行政 
介護保険の具体的なサービス 福祉 
各地域ごとに包括支援センターという窓口があること 福祉 
介護認定と利用できる社会資源 医療 

支援機関・
内容 

公的・私的サービスはどんなものがあるか 一般 
公的施設について 一般 
認知症に関する法律的な制度（成年後見制度、身元保証代理など） 
行政、財政的な各種支援（介護保険、収容施設、補助など） 

一般 

介護サービスの種類、低所得者の方の金銭面のフォロー（制度） 一般 
介護者のレスパイトケアについて。家族は自宅でずっと自分が見続けなくてはと考えてし
まいます。地域包括ケアの「すまいとすまい方」としてグループホームという選択肢もある
ことなど紹介してみては、いかがでしょう。 

一般 

使えるサービスの説明、公に申請して受けられる控除の情報がほしい。ケアマネのサー
ビスの説明・その仕組み 

一般 

社会資源について、もう少しくわしく 一般 
社会資源の利用状況の経年変化・現状など 一般 
働き盛り、シングル、兄弟、姉妹が少ない男性介護者が直面する混乱を軽減できる啓発
冊子、男性介護者の会の情報、介護休暇の有無等 

一般 

認知症カフェの効果、社会福祉協議会、民生委員 一般 
介護保険以外の利用できる制度について  福祉 
各自治体の見守り、取り組みなど 福祉 
使える制度について 福祉 

支援の受け
方 

遠距離介護や一人暮らしの高齢者の認知症を含むケアについて、家族が利用できる社
会資源などの情報、また、資源の利用の仕方。 

一般 

支援を要望 2割負担で経済的に苦しい。オムツの負担も重い。何か援助の方法はないか？ 一般 
「本人同士の交流の場」ということが言われるが交流会等実施してもなかなかご本人が参 行政 
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項目 内容 職種 
加されることは少ない。ご本人やご家族はどのような場を求められ、行政に期待される役
割にはどのようなことがあるのか 
診察、診断時のご本人、ご家族の医療機関への要望 福祉 
診断後、本人・家族はどのような情報が知りたいか？どのような支援を受けたいか（例 
気持ちを聞いてほしいなど） 

福祉 

認知症の人が介護保険サービス以外であれば良いと思う支援 福祉 
当事者の声が 1 ページにありましたが、日常生活の中でどのように接して欲しいのか等
具体的なことも知ることができたらより認知症の理解が深まると思いました 

福祉 

家族が求めるもの 医療

施設ケア デイサービスやグループホームでは、認知症支援の方にどのような働きかけがされてい
るか、知りたい 

一般 

特別養護老人施設を利用させていただいて、助かりありがたいですが見学時説明と違う
ことがあり、利用してる家族と話したり相談したい。コロナウィルスで面会禁止前は歩けた
人が、歩けなくなり、椅子から立ったり腰掛けることができず、今後外泊が難しくなった。 

一般 

要介護 4～5、特養ホームに入れるしかない、ということも書いてみては？ 一般 
老健や特養についての解説が欲しい 一般 
介護サービスだけでなく、入所できる介護施設等の内容、金銭的内容 行政 
講演会を聞いてアメリカでショートステイのようなショートジャーニーというのがあるらしい。
それについて知りたい。 

福祉 

施設の内容や紹介。どのような施設があるかなど 福祉 
成年後見制
度 

成年後見制度 一般 
素人でもなれる成年後見人 一般 
認知症と成年後見制度（利用について） 一般 

相談窓口 カフェや交流場所の情報へのアクセスのしかた 一般 
相談場所、デイサービス会社の対応 一般 
相談窓口の「地域包括支援センター」が最初の窓口になりますが、この窓口が一番わかり
にくいように思います。もっとわかりやすい広報の仕方がないものかといつも思っていま
す。ここにわかりやすく解説されるといいと思いました。介護者が一番先に行く窓口ですが
相談に行ってもうまく説明ができなくて帰ってしまう事例をよく聞きます。センターの職員さ
んに対して認知症の勉強を進めてもらいたいと思います。認知症の利用者を全く持ったこ
とがないというケアマネジャーから話を聞きました。双方がわからない状況では相談に乗
れないので改善のためにこの冊子を使ってほしいと思います。回答の趣旨から外れまし
たが包括の役割を記載していただけたらと思います。 

一般 

チームオレンジの動向、取り組みについて 行政 
P29 相談窓口の全般にあるような、整理された情報一覧（知識を得る場所や研修・セミナ
ー関連の情報が掲載されているところ、実際に医療機関や専門医、専門職が相談対応し
てくれる場所など）があるとさらに良いと思った。 

福祉 

医療機関につながるため、自治体ごと病院を検索できるといいと思いました。 福祉 
認知症ケア相談室 福祉 
認知症地域支援推進員について 福祉 
各地域包括支援センター 福祉 
オレンジサポートチーム 医療 

福祉用具 生活を支えたり、役に立つ用具について 一般 
団体の情報 キャラバンメイト連絡会 一般 

認知症サポーター養成講座を受講したときはどこに連絡すればよいか、かいてあると良
いのでは 

福祉 

日本認知症本人ワーキンググループについて 福祉 
なかまある（認知症当事者とともに作るウェブメディア） 一般 
認知症の人と家族の会の各県支部一覧を添付してもよいのではないでしょうか。代表名
は変わる可能性がありますが。遠距離介護などの人には必要と思います。 

一般 

各都道府県の認知症の人と家族の会の連絡先 福祉 
身近なつどいの情報 福祉 
生活している地域の情報や家族会の各支部での活動状況 福祉 
「家族の会」の活動の詳細について 医療
家族が「認知症の人と家族の会」へつながるきっかけ。孤立した家族が多いと思うの 医療 
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項目 内容 職種 
で・・・ 

〇地域での対応  
地域づくり サポーターとしてのボランティアの実態 一般 

見守りシール活用時、地域での体制づくりについて 一般 
交流の仕方 一般 
地域の自治会に対する周知方法など 一般 
企業や行政の取り組みについて 一般 
自治会 一般 
自治体の活動の現状と今後の方向性等 一般 
社会全体で支えることから地域で支えることの事例（小さな単位での地域での事例等を参
考にしたいので） 

一般 

認知症サポーター養成講座を受講したことがあり、とてもよかった。どこでどのように受講
できるか掲載し、広めてほしい。 

一般 

認知症の人と家族が地域で安心して暮らしていけるための具体的な事例（小さな単位で
の地域での事例等を参考にしたいので） 

一般 

各都道府県の認知症の方や家族の方に対する関わりや取り組み事例な参考になる情報
があれば知りたい 

行政 

地域の理解のために具体的な内容がしれたらよい 行政 
過疎化した地域のつながり方 福祉 
認知症とともにある地域づくりを目指すための活動についての具体例（かかわりのない
方々にもっと身近に感じてもらえるように） 

福祉 

身近な地域での具体的な取り組み 福祉 
認知症の人が地域で暮らすための具体的方法（実例） 福祉 
認知症の人の社会参加や活動事例について 福祉 
地域で行っている支援の活動事例など 福祉 
地域の方への対応についての期待、希望について 医療 
認知症サポーター医もいて、地域と連携しているということが、もっと伝わるといいなと思
う。 

医療 

共生社会について詳細に 医療 
銀行やスーパーなどとの連携 医療 

地域の情報 今住んでいる自治体がどのような取り組みをしているか 一般 
認知症のことを本当に理解している医師がどこにいるのかということ。認知症サポート医
もよく理解していない人が多い 

一般 

自分のところのデータがあると参考になる 一般 
身近な認知症専門医の情報 一般 
地域にある認知症対応施設の案内も記載されていると良い 一般 
認知症カフェという言葉は知っているが近所のどこにあるのか分からない、どうやって調
べたらいいのか 

一般 

市民の意識 23 ページ市民の意識調査に協力してくれた人は認知症について興味や関心が高そうな
市民に傾いている感じ。それ以外の認知症と関わりの少ない人や関わりのない人がどん
なイメージをもっているかも知りたい。 

行政 

その他  
感染対応 コロナ禍での生活（在宅や施設の対応） 一般 

コロナ禍における認知症の方との接し方、支援の方法 福祉 
漫画で表現 具体的なエピソードなどを漫画で読みたいです 一般 

認知症を来す病気のページについて、理解するのに重要な部分だが文字だらけなので、
イラストや事例のマンガ等あると読みやすい。 

一般 

癒し 心に響く詩など記入してもらえればうれしいです。 一般 
関連書籍 関連書など 医療 
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表 5 本ガイドブック，認知症の人と家族の会などに関する意見・要望等（抜粋） 
項目 内容 職種 

本人、家族の視点が入っている   

市民にもっ
と知って欲し
い 

「私はまだまだ先の話」と思っている若い世代の方に知っていただくためのコーナーがある
といいなと思います 

一般 

会員で、地域の公民館で二か月に一回講座と相談会を開催している。つどいもだが、PR
の重要性を思う。NHKなどマスコミに理解してもらい地域での相談等を繰り返し PRすること
が必要だと感じている。 

一般 

介護の苦労は介護した人にしかわからないので、ひそかに悩んでいる人に家族会のこと
を PRいただいて少しでも助けになれたらいいと思います。 

一般 

認知症の人や家族でなくもっと多くの人に読んでほしい。読むことによって認知症をよく理
解でき周りの人に気づいてほしい。家族に認知症の人がいる場合隠さないで周りの人に
聞いてもらって自分の気持ちを楽にすることができました。 

一般 

認知症の方も一人一人違うので、家族の在り方もそれぞれ色々違うと思いますが、心の
安心というか、準備ができるというか、とても参考になると思います。 

一般 

遠方の母が軽度認知症、父がともに暮らしている。この会のことも支援内容も知らないと
思われる。知ってもらえることを考えて頂けたらありがたいところ。 

一般 

若い方にもっと目を向けてもらうにはどうしたらいいのか？ 一般 

コールセンターがある事を、もっと世間に周知してもらえるといいと思います。 一般 

家族に寄り
添った内容
になってい
る 

今迄認知症やその当人について書かれたものは多かったが、この冊子は介護者側にも寄
り添った内容になっているのは「家族の会」だからこそだと思います。介護者の生の声も聴
けて良かったです。 

福祉 

専門職が見落としがちな視点を本人家族側から啓発してくれる。とても大事。 福祉 

この冊子で認知症の病気から家族の支援まで記載されており、特に家族の現状の内容が
多く記載されており、よくまとめられていると感じました。 

福祉 

大変読みやすく、わかりやすいガイドブックだと思います。ぜひ私の働く福祉センターに置
かせてもらいたいです。ご本人、ご家族の心の支えとなるものだと思います。こういうもの
を求めていました。ありがとうございます。 

医療 

認知症の人の声、介護されている人の声がそのまま載せられているので説得力があり、
わかりやすい。冊子を読むことで認知症の変化がイメージしやすく介護される方の混乱を
緩和できると考える。 

医療 

本人の視点 「本人の視点」の発信は大変素晴らしいと思います。いつもありがとうございます。 医療 

家族の実際
の声 

実際に介護された方の感想や意見はとても信憑性があり、参考になると思います 福祉 

認サポで家族の気持ちをもっと伝えていこうと思います 福祉 

家族を支えていくこと，認知症の家族の会へも期待   

つどいの場
を公的にも
整備して欲
しい 

気軽に相談したり、当事者が利用できる場所とサポートできる人がいる居場所（公的で地
域的）なものが欲しい 

一般 

認知症の人だけではなく、誰もがいつでも気軽に集まれる場所が身近にあれば良いと感じ
ました。 

一般 

認知症の人と、家族のお話を聞いてみたい。 一般 

認知症の人と家族の会が身近なところはどこにあるのか分かれば良いと思う 一般 

つどいに参加する人は、介護者の内、数パーセントだと思います。その残りの 90％以上の
人の中には、孤立感、不安感を抱えている人が大勢いると思います。参加できない人、声
をあげることができない人達にもサポートの手が回るようなてだてが無いものかと思いま
す。 

一般 

「家族の会」
に参加する
ことで一人
でないと思
える 

「家族の会」の集いに参加して、私の介護はとても改善できました。この冊子が多くの人の
目に留まり、認知症の理解が広まれば良いなと思います。 

一般 

「家族の会」の認知度が低いので自治体などの啓発が必要 一般 
「家族の会」に参加することで「自分は 1 人ではない」と思うことや家族同士のコミュニケー
ションがご本人同士の交流につながることもあったり。とても心強いなぁと思うことがありま
した。世話人の方の優しい言葉もとてもありがたかったです。 

福祉 

毎月、「ぽ～れぽ～れ」と、広島県支部家族たよりを楽しみにしています。集える場所があ
るんだと思うだけで、とても安心感があり、勇気と元気が出ます。 

福祉 

悩みや辛さ
を吐き出す
場所は大切 

50代の方が介護する世代となっている。仕事もしながら、介護をすることの大変さ……。テ
キスト通りではないこともたくさんあります。それを気軽に話せる場があることは大切だと
思います。また当事者の方も…… 

福祉 

「家族の会」での話し合いはとても有意義。 福祉 

家族の方が悩みを言い合える場がとても大切だと、一層思いました 福祉 
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項目 内容 職種 
診断を受けたご本人、ご家族の不安解消の場として、相談や休息の場となるよう、今後も
寄りそえられたらと思います。 

福祉 

認知症の人をかかえた家族同志の交流とても大事だと思うので頑張って頂きたいと思い
ます。機会があれば参加はしたいです。 

福祉 

「家族の会」に参加した際、いろいろな悩みや辛さを訴える場があることは、本当に大切だ
といつも感じています。今はコロナの影響で会が出来ない事もあり、これからはオンライン
やチャットなど他の集まらない方法でも続けていく事が必要と思います 

医療 

「家族の会」
の活動をも
っと広める
べき 

認知症の介護者で悩んでる方にはこの「家族の会」を紹介していきたいと思います 行政 

行政、介護サービス事業者、「家族の会」がもう少し連携を行った方が良いと思います。
「家族の会」が包括ケアシステムの中に、きちんと入れてもらえる存在になっていただけれ
ばと思います。冊子にもそのような内容を入れると良いと思います。「『家族の会』は、こん
な支援を行ってます」という物を冊子に入れてもらえると良いと思います。 

行政 

マイナスなイメージの介護ですが、当事者や支える家族の皆さんは、いつも一生懸命前向
きに頑張っています。これからもこのような活動や啓発資料の普及により、社会全体で、
本当に必要な介護サービスや社会資源は何なのか考え、障害のある方もない方も安心し
て生活できる地域が作れたらと願います。家族会の活動がもっと広く知られるように、一人
の福祉職活動を続けていきたいです。 

福祉 

素晴らしい冊子です。わかりやすいと思います。認知症の人と家族の会の活動をもっと普
及させてほしいです。 

福祉 

特につどいは悩みを共感したり親身になってアドバイスしてくれたりするので、広く PR する
と良い 

福祉 

認知症の人と家族の会に加入されている自治体別の人数や紹介先経路等について知り
たいです 

医療 

参加しやす
い会にして
ほしい 

「家族の会」は場所などがわかれば良いと思う 行政 

「家族の会」は、特定の人が参加している。新しい方が入りにくいと言う声を聞くことがある
ので、どなたでも参加できるような会にしてほしい。 

福祉 

理解を深め、会員が多くなって、活動出来たら良いと思っている。 福祉 

相談窓口に地域包括支援センターも入れてください 福祉 

認知症の診断がつくまでのさまざまな問題がどう対応すれば良いか、家族の人も辛い時
期だと思う。認知症カフェや相談窓口が増えれば良いと思う。 

福祉 

認知症の人とその家族に対するサポートする組織や機関についての情報を、もう少し増や
しても良いと感じました。認知症について理解できるだけでなく、なってしまった後の動きに
ついても知りたいと思いました。 

福祉 

もっと若いケアラーが入っていけるような会になればいいと思います。 医療 

「家族の会」
と連携 

認知症の人と家族の会の方と連携していきたい。 医療 

家族を支え
る必要があ
る 

認知症という病気を否定的にとらえるのではなく、家族や自分が認知症となった時に、ど
のようにすれば病気の進行を遅らせることができるかといった向き合う姿勢が必要である
と感じる。また、認知症の人がいる家族は介護に疲れてしまう前に、介護負担を軽くする
のにはどうすれば良いか相談相手や情報収集することに力を入れていけるといいなと感じ
ている。 

行政 

認知症の人と介護する人の年代の調査結果がとてもショックだった。介護者は大変な状況
で、自身の健康についても管理が必要だが共倒れになる不安を感じた 

福祉 

認知症は本人支援と共に家族支援も大切。頑張って下さい 福祉 

身近な話題になったりご家族ともども孤立のないような関係性が広がればと思います。応
援しています。 

福祉 

身体介護も大変だが、身体は問題なく認知症の症状が大きい方の介護も大変だと思う。
現状では、頼りにできるインフォーマルな取り組み etcの情報が少ないのも不安 

医療 

当院でも家族教室を開催していますが、本人と共に家族を支える事の意味を強く感じま
す。 

医療 

家族と意見
交換を行い
たい 

認知症地域支援推進員をしています。定期的に家族の方と意見交換など行えれば、現場
での支援の話や視点が広がると思います。 

福祉 

理解を深めることができ，できることをしていきたいと思った  

〇地域で支えていきたい   

理解を深め
るこ とで偏

地域でも「なったらおわり」的な発言を聞くことがあります。誰にもありえるもの、隣り合わせ
で付き合っていくように、自分事として、とらえていってほしいと思います。 

行政 
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項目 内容 職種 
見がなくな
るといいと
思う 

今後、認知症の方や家族、地域に暮らす方々が認知症への理解をより深め偏見がなくな
るといいと思う。 

福祉 

認知症は内緒にしておきたいという、個人のうちにある偏見が、認知度（カフェ、家族の
会、認知症そのものへの理解度の割合が半分程度）の低さに結びついているように思い
ます。偏見も解消できるような冊子になるとよいと思っています。この先、老々介護からヤ
ングケアラーが二世代の介護を担うことのないよう、予防的な生活習慣を、身に着ける、
教育も大切なことかもしれません。子供たちに「がん」の」教育は学校で始まっています
が、認知症はもっと身近で、重要な疾患の一つではないでしょうか？ 

医療 

P26‐28の認知度を高める為，啓発の強化期待したい。 医療 

ともに生き
ていくという
視点を支援
に生かした
い 

『和（包摂）「ともに」という意識へ』において、『ともに生きていく人としての意識』について支
援するにあたり、先の見通しを立てる際に大変重要な視点だと思います。参考にして、今
後より良い支援ができればと思います。ありがとうございました。 

行政 

認知症はだれでもかかりうる病気だという理解はされつつあると思いますが、それでもまさ
か自分が（身内が）との思いで、まだまだ地域や周囲には知られたくない方が多いように
感じます。サポーター養成講座や認知症に関する普及啓発に取り組み、地域全体で理解
を深めて支えあう地域づくりもしていきたいと思います。ご本人、ご家族の声はわかり易く、
思いが伝わりやすいと感じました。 

行政 

県支部とはこまめに連絡を取らせていただき、若年性の患者さんやその家族の思いを市
政に反映させたいと考え、当事者や家族支援の一翼を担えればと考えています。 

福祉 

冊子のご提供ありがとうございました。 
認知症とともにある地域づくりの実現に向け、私どもも努力します。 

医療 

認知症の方が今後増えていく中で、地域で支えていけるような環境が整えばいいと思いま
す。私はデイケアで認知症の方と関わらせてもらっていますが、やはりケアマネさんがど
れだけ環境調整できるかが大事だと感じています。参考になる冊子をありがとうございまし
た。 

医療 

サービスへ
の要望 

レスパイト入院や入所など使いやすく 医療 

訪問時の駐車できるシステム作り 医療 

認知症カフ
ェという名称 

「認知症」とあまりに言いすぎることが差別につながっている気がする。他の病気と同じ扱
いで良いのではないか。認知症カフェといった名称はどうかと思う。地域の様々な人がつ
どう場でよいのではないか。 

福祉 

民生委員に
期待 

オレンジカフェの役員をしていたが、そのような場には本当の認知症の方や家族が参加す
ることは少ないので、地域の実態はなかなかわからない。むしろ民生委員の仲間同士の
情報支援が実態把握の役に立つ。 

一般 

身近にいる民生委員も力を借りたい 医療 

〇知りたいことがわかった   

内容が充実
している 

各活動や相談窓口が検索しやすく表記されていた 福祉 

中身、内容がボリューム大なので、重点項目をピックアップしてから使用できると良いと思
いました。集ってもまずは家族の人の声、思いを発散させたいので、傾聴から始めたい。
充実している冊子でした。 

福祉 

何度も読み、勉強します 福祉 

今までも認知症や介護に関するガイドブックを目にしてきましたが、当事者や家族の意見
が入り、認知症施策の流れにアップデートされた内容でとても参考になりました。ありがと
うございました。 

医療 

知りたい情報がたくさん詰まっていて手にとった方の満足度は高いと思いました 医療 

認知症の人
や家族につ
いて具体的
に知ること
ができた 

ご本人やご家族の気持ちが具体的な項目で知ることができました。ありがとうございまし
た。 

行政 

認知症の人の実態調査の結果をもとに作成されているので、診断を受けた時の気持ちや
仕事、生活の変化、暮らし、介護者の状況が深く理解できました。大綱の柱の「共生」と
「予防」を重視した認知症共生社会の実現に向けた取り組みにこの冊子を活用したい。 

行政 

本人、家族の方のご意見が聞けて、参考になりました。 福祉 

本人はもちろん家族会の大切さを痛感している。認知症の人の家族がどんな思いでいる
か、地域で暮らしているか、などまたどんなことが負担になっているかなどわかりやすかっ
た 

福祉 

実際に認知症の人を介護している家族の意見や思いが具体的に掲載されており、リアル
な声を知ることができて、勉強になりました。 

福祉 

実際の介護者や本人さんの声が多く書かれていたので、理解が深まったように思います。
ピアの支え合いは、とても心強い社会資源だと思います。機会がありましたら、貴会が主
催の講演会やイベントに参加させて頂きたいと思います。 

福祉 
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項目 内容 職種 
〇わかりやすいガイドブックである   

よくまとめら
れている 

介護をする家族に関して記載されているところが身近に考えやすいと思いました。 福祉 

良くまとまっています 福祉 

冊子は項目ごとにまとめられており、見易かったです。 福祉 

読みやすく
わかりやす
い 

本人・家族の声が掲載され、とても理解しやすい内容でした。 行政 

本人の声やエピソードが入っているので良いと思う。理解しやすい。 行政 

ガイドブックはアンケートのデータ量も多く、カラーで読みやすいと思いました。 福祉 

とてもわかりやすい冊子です 福祉 

とてもわかりやすい資料だと思いました。 福祉 

見やすく、わかりやすくとても参考になりました。 
各地域、町内単位でカフェや相談スペース等あると良いと思います。 

福祉 

冊子は軽くてわかりやすくて良いと思いました 医療 

文章ばかり（文字ばかり）ではなく、イラストや余白の白い部分など、見やすいと感じまし
た。誰に向けて作成したのか、表に記してあり、わかりやすい内容でした。 

福祉 

とても見やすく分かりやすい内容だと思いました。ありがとうございました。 医療 

内容をさらに充実して欲しい  

〇本人の思いをもっと知りたい  
本人の思い
をもっと知り
たい 

診断がついた時から、どのように過ごされたのか？前向きになれたエピソードまでの赤
裸々なお気持ちをもっと伝えても良いのでは？と思います。治らない、進行する、生活が
大きく変わる。それは事実です。リアルな声があってこそそれを越えれたエピソードにより
現実感があるのではと。相談窓口に包括支援センター、初期集中支援チームの追記はさ
れないのでしょうか？ 

一般 

難しいかもしれませんが、進行に応じて、もしくは進行してもご本人がどのようなことを思っ
ているのか発信していただきたいです。進行しても何らかのサインはあると思うので、教え
ていただきたいです。道しるべとしたいです。 

一般 

認知症の方とのコミュニケーションについて難しさを感じている。伝えた事を忘れる、お話
ししたことが理解できない等、仕方ない事だと頭で分かっているが、どうしたら分かってもら
えるかと、がんばって伝えようとしてしまう事が認知症の方から見て、それはどう感じてい
るか不安。 

一般 

初期認知症の診断を受けた方の思いなどを聞ける機会があるといいと思います 福祉 
認知症になっても本人のもともとの人柄などは変わらず、本人表出しにくいが様々な想い
を抱いていることを知ってもらいたい。 

医療 

〇具体的な対応方法をもっと説明して欲しい  

具体的対処
方法がもっ
とあるとよい 

①認知症の人やその家族にとって、統計的なグラフや、数字は、参考にならないのではな
いか。 ②地域でどのように支えているか、具体的な事例があれば、そのことが参考にな
るのではないか。 

一般 

家族会で介護の悩みなど話せて気持ちは落ち着くけれど事象に対する処置方法や対策
にもっと意見・アドバイスが出るといい。 

一般 

リアルな体験談を知りたい気持ちで読み進めたが、終始統計集のような作りで、感情移入
まではいかなかった。しかし、安心感は増したような気がします 

一般 

困っていることはあっても相談で解決しないことも多い。本人のこだわりを取る方法がわか
れば良い。催眠療法など気楽に活用できたら解決するのか 

一般 

家族が認知症のお年寄りと接していくやり方がよく理解できていない。本人自身も暗い、悪
いイメージしか持っていないので、もっと認知症になっても楽しい生活ができることを皆が
理解してほしい。 

一般 

介護の負担（精神的）を軽くするのは、その人なりの死生観を持つことではないかと思いま
す。死生観について会誌等で取り上げさせていただきたいと思います。 

一般 

介護は自分ひとりの力でやり遂げようと思っている男性が多いので、出来るだけ多くの人
に助けてもらうような内容があればよかったと思います。 

一般 

具体的な苦悩と解決策または結果的対応。様々な環境下の事例が参考になります。 一般 

調査結果は大変参考になりましたし、大変ご苦労されたと思います。出来れば第二弾とし
て、だからこういう解決案もありますよ、というものを少し提示していただけると助かりま
す。 

一般 

気持ち的にもやもやしたときもありましたが、すっきりとした良い資料でした。さわり程度の
資料が多くて不完全燃焼でした。 

一般 
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項目 内容 職種 
認知症と診断された家族は、自分なりに勉強し、内容はよく知っている内容になると思い
ます。認知症かも？！と不安な方に早期に理解したり、病院などに行くきっかけとなってほ
しいです。 

一般 

認知症の人に接する態度がもう少し具体的に記されている方が良いと思います。 一般 

認知症の患者さんはどんどん増える予想です。運転免許のことと介護者からの虐待につ
いてが課題だと思います 

行政 

認知症の方や、家族、地域の方がともに協力して生活できるような事例について、情報を
共有していけたらありがたいと思います。 

福祉 

相談機関の者です。突然症状が出現した方への対応に困ることがあります。特に暴言、暴
力がある、初めてお会いする方への介入に悩むことがあります。相談者向けの対応例な
ども情報あるとありがたいです。 

福祉 

参考書籍 認知症の人や家族の方の声を住民の人たちに届けたいと思うので、そのような内容が載
っている冊子、本などを紹介してほしいです。 

行政 

〇団体や窓口，制度の情報をもっと詳しく説明して欲しい  
支援団体の
情報 

朝日新聞社の認知症カフェの支援、研修の情報が市民ボランティアには心強く、モチベー
ションが持てる。かつて、家族の会を廃止した経験から、どう関係団体と連携していくか等
色々の課題解決先求む。若年性認知症の社会参加の事例の紹介、支援の情報が欲し
い。 

一般 

来年度オレンジリングが有料になり養成講座をしてももらえなくなるので、カバンや胸につ
けられるようなバッジ等を作ってもらえないでしょうか。 

福祉 

社会資源と
のつながり
方 

よくフリーダイヤルで相談に乗っていただきありがたかったです。医療、介護関係者が意外
に対応がまずいことがありました。その辺のレクチャーも必要なのでは？ 

一般 

国は在宅医療介護進めているが、なかなか進んでいないように感じます。進捗状況及び
楽に自宅介護できる事例等ありましたら取り上げてもらいたいです。 

一般 

家族会について探しても見つけにくい．自治体や支援センターで把握してほしい 一般 

家族や介護保険では補えないようなことを頼める事業はないか 一般 

お薬や、環境の良いサポートのおかげで独居の方が多いのに驚きました。サポートが地
域によって差がないようになればいいなと思います。 

一般 

2025 年には、65 歳以上の５人に一人が認知症の可能性と言われています。この認知症
家族の会が全国に支部があり、相談できるということに光が差し込まれた。一人で悩まず
相談できるところがあるということは本当に心強く思いました。 

一般 

冊子の対象者が、認知症の人と家族の思いをより深く知りたい人であることを考えると、生
活を支える福祉用具についても触れて頂けるとよりよい冊子となると思います。 
今後、介護者不足がより深刻化していくことを考えると、認知症の治療だけではなく、生活
を支えるために役立つ工夫や知恵がより重要となると思います。 
生活環境を整え、道具（福祉用具）を活用することで、本人のできることをふやし自信を与
え、安心感のある自分らしい暮らしをもたらすことができること、また、家族の介護負担を
軽減することにもつながることを、是非多くの方に伝えて頂きたいです。 
※参考資料：福祉用具シリーズ vol.22「認知症高齢者の生活に役立つ道具～認知症ケ
アに携わる人へ～」，（公財）テクノエイド協会 

一般 

とても分かりやすく参考になる。仕事と介護の両立支援制度や相談窓口についても情報
があるといいと思う。 

福祉 

認知症についての電話相談について→都道府県認知症コールセンター（お住いの自治体
にお問い合わせください）とありますが、包括支援センターを追加しても良いかと思いま
す。市役所に相談しても、「包括へ……」と言われることがほとんどです。ご本人や家族の
困りごとを聞いて治療につなげたり、サービスにつなげたり、家族の会へ参加を促したりと
していますので…。 

福祉 

認知症ケア専門士の活躍の場を 医療 

かかりつけ内科医と、認知症専門医の連携が弱い。かかりつけ医は見てないのが正直な
ところ。 

医療 

〇診断・受診に関すること  
診断治療に
ついて 

自分の現状、これからについて認知症に既になっているか。またどの程度認知症になる可
能性があるかどうかについて、無料でインターネットで沢山の質問項目について質問を出
し、それに専門家の判断を得る。方法があれば、即ちにアンケート対応してみたいのだ
が！ 

一般 

受診の目安 徐々に進行するため、どのような症状で専門医へ受診するのがよいか不明な方多く聞く 医療 

認知症にな
る前の対応

居場所づくりに孤立した高齢者の自主性を（参加を募る雰囲気、誰もが興味を示させる、
楽しく仲間作りができるカフェ、サロンの充実が必要と思うし大切である） 

一般 
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項目 内容 職種 
について 私自身、高齢になってきた親に対して何ができるか・できることはないか、と考えていま

す。今時点は認知機能に不安があるわけではありませんが、そんな段階でも子としてやっ
ておくべきこと、親に勧められることなどの記載があれば参考になるな、と思いました。 

一般 

予防（成人病含）に関する情報を入れてみては？ 医療 

〇若年性認知症について   

若年性認知
症に関する
情報が知り
たい 

近年、若年性の方々の認知症が増えているような気がします。高齢者だけでなく、そういう
方々の例も取り上げぽーれぽーれに掲載してください 

一般 

若年性の方々は医者にも行政にも会社にも頼れない時期があると指摘されています。こ
の時期を多面的にサポートする体制ができると優しい社会とみなされるのではと考えます
が 

一般 

P1-2のご本人、家族の手記で、若年性認知症デイケアでのテニス教室や絵画サークルが
あることを知り、全国的に広まってほしいと思う。若年性認知症のサービスが充実し、行政
と連携して集える場等が広がるといいと思う。 

行政 

若年性認知症の人と家族の取り組み等お教え下さい。 医療 

若年性認知症の方と家族向けのこのような冊子があると良いなと思いました。 医療 

制度の情報 障害年金が受給できること等、メリットも情報に入ると良いと感じました。 行政 

職場の理解 若年性認知症の方、職場の理解が必要 福祉 

早期発見と
支援が重要 

認知症の初期～中程度でも、できる作業や仕事で社会参加している気分になれる場（デイ
サービス？、デイサービス以外の形）をつくってほしいと思う。そういう場があれば協力でき
る家族もたくさんいると思うし、今後認知症が増大する日本には必要な社会資源だと思う。 

行政 

MCIの方を早期に見つけ出し、支援するシステム 医療 

MCI レベルの人の家族は「まだ自分は支援をうけたり家族会に参加するレベルでない」と
思っている人が多いように思う。そういった人の参加のハードルを低くしてあげたい。 

医療 

もっと知りたい 
〇コロナ禍の影響   

コロナ禍の
対応を考え
て欲しい 

設問と関係ないかもしれませんが、コロナ禍の中、認知症の人が感染した場合、自宅介護
が困難だったり医療機関の受け入れが難しい場合の対処法など不安材料がいっぱいあり
ます。 

一般 

コロナ禍で
の孤立が心
配 

コロナ禍で交流が減り、認知症の気付きの遅れや当事者、ご家族の孤立が心配です 福祉 

コロナの影響で、とじこもりがちになる高齢者が増え、認知症についても、より深刻な状況
が引きおこされるリスクが増していると思います。コロナ禍の状況についての周知が必要
であるかと思います。 

福祉 

コロナ禍で
どう活動し
ていくか 

コロナ禍の状況でも、今後 200M でも開催できるような取り組みなども、冊子に掲載してい
ただけると、気軽に感染症の心配等も少なく利用できると考えています。 

行政 

コロナ予防対応等大変だと思いますが、病気や障害があっても自分らしく生きる社会に向
けて共に頑張りましょう 

福祉 

病院等、公共施設では自由に手にとれる冊子は、コロナ対策のため配布できなくなってお
ります。ニューノーマルに応じた啓発方法があると良いと思います。 

福祉 

コロナの中で、どのように活動しているのか知りたい。 医療 

活用できるガイドブックである  

活用してい
きたい 

介護保険制度が財源の縮小も含め人的資源も確保しにくくなっている現状に危惧していま
す。この際国会議員の皆様に冊子に目を通していただき、理解を深めて施策に反映してく
ださるよう願います。 

一般 

今回のこの冊子は「家族の会」ならではできない冊子だと思います。大変よくできていま
す。本人の気持ち、家族の気持ちなどは関わっている団体でないと解説できません、そう
いった意味では一般の方にも最大限配布して認知症の理解、偏見の解消などに役立てて
いただきたいと思います。民生委員・児童委員さんに配布してしっかりと理解していただき
たいと思います。 

一般 

自治体との連携を強くして、介護の実態、問題点の情報が自治体の施設、活動に強く活か
してもらいたい。 

一般 

認知症への理解が広がり、暗いイメージから“地域でともに生きる”という視点を今からも
たくさん学んでいきたいと思う。当事者の方、当事者の家族の方の一言一言がとても心に
響きました。 

一般 

世間では、認知症＝“ボケ老人”“意思疎通もできない”といった、先入観を持っている方が
たくさんいるので、こういった資料から正しい知識を広げていければ良いと思います。 

一般 

80歳台、90歳台の人たちの声をきかせていただきたいと思いました。（2020年 3月）発行
の「認知症と向きあうあなたへ」と併用したいと思いました。 

一般 

活用させていただきたい冊子です。 行政 
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項目 内容 職種 
今後の仕事に活用させていただきます 福祉 

調査結果をもとに展開してあるので、説得力があります。是非活用したいです。 医療 

地域の人々
の役に立つ 

福祉職、一般の方に限らずどなたにもわかりやすい資料だと思いました。ご送付ありがと
うございました。 

行政 

ご本人、ご家族、支援者、興味ある方、誰でも必ず得たい情報が記載されていると思いま
す。参考にさせていただきます。 

福祉 

関係者以外にも、本人・家族にも有益な内容だと思う。子ども向け（学校でも扱えるように）
簡単で枚数が少ないものもあれば良いと思う。 

福祉 

認知症に関する冊子はたくさんありますが、いただいた冊子はわかりやすくどんな立場の
方が読んでも参考になる内容だと思いました。 

福祉 

福祉の仕事をしているので冊子の内容は何となく理解できていると思いますが、一般の方
は、認知症を理解する第一歩としてとてもわかりやすい内容だと思いました。 

福祉 

福祉職なので、情報として知っていることが多かったが、一般の方にはいろいろと知ること
ができると思う 

福祉 

分かりやすく記載されており、配布すると地域の役に立つと思いました。 福祉 

いつ自分が……という思いが私だけでなく、皆さんも思って不安があると思います。この冊
子を読むことで、少し安心できると思います。作成ありがとうございました。 

福祉 

この冊子が広く読まれ若い世代にも認知症についての理解が深まればいいと思う 福祉 

意識の高い
人には役に
立つ 

冊子の表題に“より深く知りたい”とあるように、本人・家族・支援者・意識の高い方にとっ
ては自身の置かれている環境と照らし合わせて考えることのできる、内容の濃いものであ
ると感じました。ぜひ、参考にさせていただきたいと思います。 

福祉 

大学等で福祉を学んでいる学生たちにはわかりやすい資料だと思います。若い世代が認
知症カフェの創設から手伝ってくれると良いと思います。地域包括支援センターも協力した
いです。 

福祉 

認知症の診
断を受けた
人や家族の
役に立つ 

出来るだけ診断後すぐにガイドブックをお渡しし、いきわたるようになればと思います。 行政 

認知症ご家族の方などはとても参考になる冊子ではないかと思います。 行政 

ご本人、ご家族、これから診断を受けようと思っている方にぜひ読んでいただきたいと思い
ました 

福祉 

認知症と診断を受けた本人、家族の方々にこの冊子が触れられる場所へ配布いただける
とよいと思います。近年相談を受けている中で、病気に対する受容に時間がかかるケース
が多く、介護保険サービスに早くから介入できないことがあります。まずは病院の待合室
にそっと置いていただくとよいかもしれません。そして、「家族の会」のみなさま、お世話に
なっています。 

医療 

認知症サポ
ーター養成
講座などで
使用したい 

認知症サポーター講座に使用してみたいなあと思いました。 行政 

具体的な数値が多く参考になるデータが多くありました。「家族について」のパートでは認
サポの中で家族の思いや困ったり悩んでいることを紹介する資料として使えそうだと思い
ました。ありがとうございました。 

福祉 

認知症サポーター養成講座で、認知症の人の家族の気持ちにも触れています。冊子をも
とに具体的な声を伝えていきたいです。とてもわかりやすい冊子だと思います。ありがとう
ございました。 

福祉 

地域で話をする際にまた資料作りの際に、活用したいと思います 福祉 

地域への啓発活動の資料として多数欲しい。 福祉 

とても分かりやすい言葉、絵だったと思います。認サポを受けた人のステップアップ講座の
資料として使わせて頂けたら、大変ありがたいと思いました。 

医療 

わかりやすい説明とグラフ化されていることで認知症を知るための導入に適した冊子だと
思いました。認知症サポーター養成講座を行う際の参考資料にさせていただきます。 

医療 

わかりやすくデータ化されており、認知症の教室などに活用させていただきたいと思いま
す。ありがとうございます。 

医療 

私がもし講演するような機会がもらえれば、是非この冊子を配りたい。 医療 

認知症カフ
ェで使用し
たい 

認知症カフェは実施しているが、「家族の会」までには至ってなく、その冊子を読み、カフェ
実施担当者と情報共有のきっかけにしたい 

行政 

調査の結果が数字でまとめられ、分析や考察が加えてある点がわかり易く納得ができた。
カフェや交流会で十分使えると思う。 

福祉 

認知症カフェで使用したいと思います 福祉 

とても解りやすい冊子なので、認知症カフェなどで活用したいです。 福祉 

認知症初期集中支援チームのチーム員として、日々ご本人、ご家族と接しています。ぜひ
チームの活動で活用したいです。まずはご本人の思いをご家族、支援者が知ることで状況
が変わると日々感じているからです。 

医療 
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項目 内容 職種 
ガイドブック
を活用した
講座を開催
すると効果
的と思う 

ご本人の気持ちなど P12に書かれてあることを参考に、サポーター養成講座等で話してい
ただきたいです。 

行政 

この冊子を単体ではなく、この内容をきちんと伝えられる支援者とセットで活用することが
とても大切ではないかと思いました（※70〜80 歳の当事者や対応に追われている家族に
は情報量が多いと感じました） 

福祉 

内容が多くて「より深く知りたい」人の参考になると思います。文字が多いので、講演や講
座で説明付きの方がありがたいと思います 

医療 

地域包括支
援センター
などでの活
用 

認知症の方の介護申請時に包括から、この冊子を渡して頂き、正しい認識を持って頂く機
会としてほしい。 

福祉 

包括支援センター職員です。家族会で中心となり作成されていらっしゃるので、相談に来
たご家族やご本人にお話しをするときに、さっそく活用したい冊子です。本当にありがとう
ございました。 

福祉 

このパンフレットが、包括支援センターや役所に配布されると有効活用出来そう。 医療 

相談に活用
したい 

いろいろな啓発など本当にいつもありがとうございます。包括支援センターの職員ですが、
このブックを活用して相談にあたりたいと思います。 

福祉 

相談があった時に情報提供することを考えています 医療 

教育機関で
使用したい 

授業で使える電子版があったら自分で使いたい 一般 

大学で学生を対象に認知症サポーター養成講座を行っているが、「家族の思い」を伝えて
いきたい。（講座テキストで不足していると感じていた点） 

一般 

貴重なアンケート調査、ありがとうございました。一般向けに大変わかりやすくまとめられ
たガイドブックだと思います。ぜひ今後の教育に使わせていただけましたら幸いです。 

医療 

勉強会で活
用したい 

さまざまな角度から認知症のことを考えられる素晴らしい資料だと思います。編集に携わ
ったすべての方々に敬意を表しつつ、学習会などで是非紹介させて頂きたいと思います。
ありがとうございます。 

福祉 

ガイドブックの内容，デザインなどについて  

1頁 「わたしの認知症」に「診断された時の衝撃」について書いてくださったことが、本人の思い
としてとてもよく伝わってきました。 

一般 

統計の数字などにより当事者の方の前向きな気持ちを知りたいです。P1,2 の当事者のご
夫婦の文章がとても良かったです。 

一般 

冒頭の伊藤さんご夫妻の文章があることで、中に入りやすかったです。 
これから当事者になってもこういうガイドがあると覚悟も決めやすいと思いました。 
認知症をひどく恐れている人にも読んでいただきたい。 

福祉 

15頁 細かい話ですが、認知症の人の家族を表現するとき、“お嫁さん”は不適切かと思います。
“義理の子”ですかね。悩ましいところです。 

一般 

16頁 1.冊子に関して 
①「介護を続けることへの思い（P16）」の背景について教えて下さい。 
家族の年齢、健康状態、就労か否か、協力者の存在、介護の場所（在宅、入所、入院）等 

医療 

17頁 義母と同居し、認知症の義母に対してイライラすることが多いです。17ページに「気晴らし」
「友人や家族と話す」48％とありますように、話すことで救われることが多いです。私の場
合は、認知症カフェの主催者やなかまの方と話すことによって、私（介護者）のストレスは、
かなり軽減しています。感謝、感謝です。 

一般 

20頁 介護が生活に及ぼす影響で睡眠不足が入っていない。これは虐待につながる重大なファ
クター 

一般 

25頁 “パーソンセンタード”について25頁で四行程の解説がありますが、良く理解できなくて、
28 頁の上段を読んでも？でした。何度も読み返しました。下段の絵で“中央に位置する
人”と解釈すればよいのか、と思いました。 
今回の冊子はカットが多く、読み易く、理解の向上にもとても寄与しています。 

一般 

29頁 わたしがそうだったのですが、母が認知症かもと思った時に、どこに何を相談したら良いの
かもわからない状態でした。P29 の情報だけでも広く知られていると、何かが違ってくるの
ではないかと思いました。 

一般 

最後のページの相談窓口が記載されていて何か困った時に相談できる場があることを知
れて良かった。 

一般 

将来的なことを考えて、家族の会があることや知識として知っておきたい 一般 

介護の経験者の人がとことん聞いてくれる感じがあって安心できる。 一般 

現実には認知症の人や家族とのかかわりがほとんどないキャラバンメイトが地域の中でで
きるだけたくさんの人に認知症について理解を深めてもらいたいと思っていても、知識の
伝達に終わってしまう。カフェもサロンの役割しか果たしていない。 

一般 
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項目 内容 職種 
診断がついた時から、どのように過ごされたのか？前向きになれたエピソードまでの赤
裸々なお気持ちをもっと伝えても良いのでは？と思います。治らない、進行する、生活が
大きく変わる。それは事実です。リアルな声があってこそ、それを越えられたエピソードに
より現実感があるのではと。相談窓口に包括支援センター、初期集中支援チームの追記
はされないのでしょうか？ 

一般 

全体 回答者がだれか？認知症予備軍の本人か？あるいはその家族なのか？ 一般 

簡略化，手
に取りやす
いものも期
待 

ガイドブックのサイズがもう少し小さくてもいいのではないかと感じた。 一般 

テキストとして利用できそうです。 
黄色の吹き出しの文字が小さく読みづらいと思いました。アンケートの作成、実施、集約な
ど「家族の会」の層の厚さの結集ですね、素晴らしいです 

一般 

もう少し、簡略化や絵的な表現のサマリー本の方をまずは展開必要では？ 一般 

全体として大変参考になるが、理解の裾野を広げるには簡略版など手に取りやすいボリュ
ームのものがあったらいいのではと思う。 

一般 

認知症初期、中等期になる前に何度も目を通す冊子です。細かなデータはもう少し控えて
頂いても良いと思います 

一般 

内容を分け
てはどうか 

「本人向け」と「家族向け」と分けてあるほうが、家族の立場としてはありがたいと思いまし
た。 

一般 

このガイドブックはすべてを網羅しているのはよいところなのですが、これとは別に、「認知
症の疑いを感じる人およびその家族」「まったく認知症に縁のない若い人や高齢者」に分
けて、それぞれの視点で内容を絞ってページ数を減らしたものを用意したほうが、手に取
ってくれるかもしれません 

一般 

介護してくれる家族がいる人と、いない人では必要な情報も違うと思うので、対象者により
細分化した冊子などがあると良いと思った（この冊子はあくまで概要的なものなのでこれ
はこれで良いが） 

一般 

現在認知症のご家族がいて、困っている方には十分な情報があってよいのですが、今現
在困っていない私にはボリュームが多いガイドブックで、最後まで読むのが大変でした。3
つ程度の冊子に分けては如何かと思いました。内容としては「自分が認知症になったら」、
「家族が認知症になったら」、「認知症家族の介護について」くらいでしょうか。 

一般 

誰が読むものかを整理して３冊くらいに分けた方が良いと思います。本人向け、家族向
け、子供向けという風に 

一般 

漫画にして
はどうか 

漫画などにして、もっとわかりやすいものにしてほしい。初めての人が読むには少し情報
が多すぎる 

一般 

生の声をも
っと載せると
もっとよくな
る 

介護者が本人に怒りを感じたときの対処や地域や家族の人が本人にできることが載って
いると役立ちそうです。 

行政 

ご本人・ご家族の思いに最も近いところで活動なさっておられることの意義深さを感じま
す。それだけに行政資料などにはない思いを大切にしたサービスへのつなぎ方や対応の
ノウハウをお持ちなのではありませんか。そうした生のお声でパンフレットを作られたら、も
っとすばらしいものになると思います。 

福祉 

介護離職が介護破産にならないよう、周囲の方々がどのように支えることができるか。認
知症を診断されるなら癌のほうがまし？「家族の会」の人から研修で何度か聞いたことが
ありますが、冊子のような杓子定規ではありませんよ。 

福祉 

診断からサービス利用までの空白期間を短くするための工夫についてもエピソードを載せ
てほしい。怒りやすさや情緒不安定への対応方法などもあわせて。それも加えていただけ
たら、なお、良い冊子になると思います。 

福祉 

当事者の方、ご家族の方の生の言葉、ご意見をもっと知りたいと思いました 福祉 

当事者の顔写真入りのメッセージ等一つでもあるとリアルになると思う 
他人事のような感じのする冊子である 

福祉 

吹き出しや
グラフがわ
かりにくいと
ころがある 

吹き出し内の文字数が、少し多いです 一般 

ふき出しが多いページではどの順番に読めば良いかわかりにくいです。 福祉 

内容もとても良かったです。分かりやすかったのですが、もうすこし字ばかりではなく、マン
ガのような例が入っていても読みやすいのかなと感じました。 

福祉 

認知症の経過については図で表記したほうが見やすいのではないかと思う。 行政 

P16の円グラフの内訳の色が同じ色に見えました。（52％と 19％） 医療 

情報量が多
い 

啓発ツールとしては、文字数が多いのではないかと思った。 
認知症の理解が、田舎になればなるほど低いと思う。閉鎖的な社会環境がまだまだある
中、知識の浸透だけでなく、意識の変革を促すことは、何かできないでしょうか。 

一般 
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項目 内容 職種 
政府補助金による調査結果を元にしたガイドブックという性質上仕方がないのかもしれま
せんが、調査結果報告の部分が多く、やや冗長に感じました。情報量が多すぎて、頭に入
ってきません。同じ予算があればガイドブックを作成するよりも動画を作成し、YouTube な
どで無料公開した方が有効性が高いのではないかと私は考えました。 

一般 

認知症についてある程度理解されていないと文字が多く、先に進んで読んでみようという
意欲がなくなってしまうように感じた。カットできるところがあるのでは。配布場所をお話して
渡すようにしたほうが良いと思った。詳しく書かれていて、作った方々の思いが伝わってき
ました。皆で支えあって優しい世の中になってほしいです。誰にでも発症する可能性はあ
るのですから。 

一般 

全体的に文字が多く感じました。しかし、内容はわかりやすかったです。 一般 
深く知りたい人へは良いと思うが、アンケートのように、10 分くらいで分かるリーフレットが
良いのではないか。この冊子を読むのは理解を深めるのに必要で「家族の会」の人の思
いはわかるが、いただいても読む人は少ないのではないでしょうか。 

一般 

病気→病院→薬・治療と考える方が今でも多い。そうではなく、社会とのつながりの中に治
療があることがわかるわかりやすい冊子だと思います。ただ、つれあいを診ておられる高
齢者の方にとって。文字数が多いことが少し気になります。 

一般 

とてもわかりやすい冊子でした。本人の気持ちや介護者の視点に立った情報が多く、既存
のものとは違う良さを感じました。ただ少し文章が多くてただ少し文字が多く（説明、理解の
ためには必要と思いますが）少し読むことにエネルギーがいるかなと感じました。 

行政 

情報量が多く、タイトルの通り「より深く知りたい」方向けだと思いました。 行政 

文章量が多いように感じました。 行政 

非常に文字数、情報量が多いので認知症に強い関心のある方のみが対象になる。 
一般の方への啓発には不向き。 
現状のみの報告が多く、解決策や対応策がない為、よりターゲットが狭くなっている印象。 

行政 

この冊子は文字が小さめで情報量が多く、比較的若くて意識の高い方向きに感じました。
一般の地域の方への啓発ツールとしては少々難しい気がします 

福祉 

大切な内容を伝えたいことは理解できましたが、文字が多く、読むことに高齢者や認知症
の方は消極的になるのではないでしょうか。 

福祉 

詳しく書かれていて勉強になるが、認知症という病気についてのみの簡単なリーフレットで
入りはよい気がする。詳しく知りたい方はこの冊子を読むなど。詳しい内容より相談する機
関があることを周知するのはどうか。 

福祉 

一般向けに
しては難し
い 

いろんな（認知症に関する）ことが記載されているので、認知症に興味を持ち自らすすんで
講義を受けに来る人にとってはとても良い資料になると思う。少し文字が多いので（内容が
詰まっているためそうなると思いますが）一般市民向けには難しいかもという感想です 

一般 

一般向けとしては 32ページは多すぎる。専門的な内容が多く医療＆介護関係者向けの域
を出ていない。老眼の人や文字を読むのが苦手な人には難しすぎる。 

一般 

とてもくわしく書かれており、役立ちましたが、興味のない人には難しすぎると感じます。サ
ポーター養成講座や、すでに基礎知識がある方には、役立つと思います 

行政 

認知症の人の配偶者が介護をしていて、配偶者もまた高齢であるという家庭もありまし
た。高齢の介護者にもわかりやすい資料があればいいなと思いました。 

行政 

パーソンセンタードという言葉に馴染みがなかった。高齢の方、外国人の方等、誰が読ん
でも分かりやすい易しい言葉での表現であるといい。 

福祉 

言葉や説明が一般の住民向けでなく、それなりに知識がある方向けだと思います。 福祉 

内容が多く、本人・家族の年齢（高齢者）には読み切ることが少し難しい印象です。制度の
サービス利用の内容に併せて、成年後見人制度の内容も必要かと思います。全体的にや
さしい雰囲気の冊子でよい印象を受けました。 

福祉 

認知症に対する市民のイメージのところが、わかりにくかったです 福祉 

字が小さい 大量の情報を盛り込みたいという気持ちからと思いますが、字が小さいことがとても残念
です。介護中の者にはまず読もうという気持ちがなえてしまいます。データは大切ですが、
具体的な数字よりもなぜそういう答えが多く出たのかどういう支援が大切かをもっとわかり
やすく書いてほしかったです。 

一般 

自治会などで配布し地域の人に見てほしい。そのためにもう少し文字数を減らしたほうが
あっさり読めると思う。高齢者は文字が多いと読まないし、理解が難しいと思う。 

一般 

大変わかりやすく編集されている。と感じました。しかし内容が豊富な分、文字が小さく読
みづらいなと思いました 

一般 

問２－④ 高齢の本人・家族に渡すにはページが多く字が小さい。 行政 

冊子はよく読むと判るが字が小さい 福祉 

文字が多く、大きさも小さいので、本人や家族（高齢者が想定）むきではない 福祉 
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項目 内容 職種 
老老介護などの現場に鑑みると、高齢者でも読みやすいように、もう少し文字が大きく、容
量も少ない方が良いのではと思いました。 

医療 

誰を対象に
しているの
かわからな
い 

誰を対象にしているのか 情報が多すぎてわかりにくい 行政 

内容としては、かなり専門的だなと思います。網羅したい気持ちは伝わりますが、そのこと
が逆にわかりにくさになっているように思います。キーワードの説明は丁寧さがないとわか
りにくいです。（パーソンセンタードケアなど学んだことがない人間にはわかりにくい）対象
者をしぼった構成であると、もう少しわかりやすくなるかと思います。横文字のところは専
門職としてはわかるかも知れませんが、できるだけ日本語での内容説明をすべきかと。読
んでいて、ターゲットを誰にしているのかがわかりませんでした。（家族や本人に説明する
には、又別の説明書が必要となりそうです） 

福祉 

表紙の言葉をより対象がわかりやすいものにかえてはどうでしょうか。 福祉 

誰のために作っているかわからない。ケアパスよりずっといいと思います。認知症経験者
でない人が作るとただの知識本となる 

福祉 

表紙や目次
などの工夫
をするとよ
い 

目次があるとよいと思います。事業で冊子を利用する時の購入方法、単価等を知る手立
てを教えていただきたいです。 

行政 

表紙のデザインを複数作り、より若い世代が手に取りやすいように工夫すると尚良いかと
思います。内容はとても良いので、10 代の人に自ら手に取ってもらえれるようタイトルも含
め、ターゲット別にパターンをあと 2つ位あったらどうでしょうか？ 

福祉 

ガイドブックを読んでの思い，感想など  

応援・感謝 冊子の内容を HP に掲載していただき、閲覧者が印刷して、活用することも了承いただき、
ありがとうございます。 

行政 

認知症への偏見は、どれだけ啓発しても根深いと肌で感じています。行政としても今後の
会の活動を応援しております。 

行政 

いつもお世話になっている。積極的ボランティアには頭が下がる。家族の方々の心強い支
えになっている。今後もぜひ継続を！ 

行政 

ずっと以前に「呆け老人を支える会」に相談させていただいたり、活動に参加させていただ
きました。長い年月とともに相談窓口が増え、「認知症」のことも地域の中に広がっている
こと、嬉しく思います。微力ですが応援しています。 

福祉 

とても良いと思いました！ 福祉 

認知症の人の家族の会は、様々な冊子やイベントを通してとても役立つ情報を発信・啓発
されていると思います。ありがとうございます。 

福祉 

福祉職員と共に歩いていきたいです ありがとうございます 福祉 

毎回とても楽しみに拝見しています。皆さんの生活から学ぶことが多くあります。微力なが
ら応援させてください 

福祉 

老年看護学を教え、これまでも「家族の会」には大変お世話になっています。※「参考」項
目は、そのような理由であまり多くはありませんでしたが。とてもよい冊子だと思いました。
ありがとうございました。 

医療 

感想 コロナが終息すればもう少し、介護の仕方があるのにと思いながらの毎日です。 一般 

自分の両親がもし認知症になったとしたら…と考えることができました。 一般 

親やパートナーがなった場合に「大変だ！！」と思ってしまうと思いますが、今からでも知っ
て小さいことでも自分でできることをやろうと思いました。 

一般 

社会全体の認知症に対する認識がまだまだ足りておらず、自身や家族が診断されるまで
はどこか他人事としてとらえているのではないかと客観的に思います。もっと認識や理解
が広がるようになればいいと思います。 

一般 

相手の立場になってものを考える。 
自分のとらえ方次第で、体への影響が違うということに気づかせていただきました。 

一般 

初めての家族サロンだったのでこの冊子はとてもありがたかったです。皆さんの困ってるこ
との具体的に聞き、日々の参考にしたいと思います。ポジティブになれました。 

一般 

介護される側もする側も大変だと思いました。社会がもっと認知症を受け入れる体制にな
ればいいなと思います。 

一般 

介護中は「家族の会」の電話相談を何度か利用させていただき、励ましていただきました。
悩んでいるときは即答がほしいので、資料にはなかなか目を通せませんでした。 

一般 

かなり早期の段階で、「家族の会」に出会えたことに感謝の気持ちでいっぱいです。認知
症の本人が、毎日通って出来る軽作業を用意してもらえたことが本当に有り難く、数ヶ月
前と変わらない認知状態を維持出来ているのは、毎日の外出と軽作業、コールセンターの
皆さんや、「家族の会」の方々との楽しい会話の賜物です。 

一般 

とても見易く分かり易く読みやすい資料でした。 
実母介護の地獄の現実を経験する迄は漠然と理解しながらも、他人事でした。地獄に陥っ

一般 
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項目 内容 職種 
て心身疲れきってからでは、認知症の理解を深めて向き合う余裕は全く持てませんでした
(実母は 10年ほど介護から一年前に他界)。実母であるが故に、様々な感情を抑えきれず
にお互いに苦しんでしまい今でも後悔は尽きなく辛くて悲しいです。 
それでも、誰か家族と共に見守れてる間はまだ救われますが、親子だけ配偶者だけの二
人きりになった時が逃げ場もなく追い詰められ地獄と化してしまうのかと思います。勿論、
全ての方々ではありませんが... 最期の一年半は認知症カフェのご縁があり救って頂き
ました。それでも、日々続く親子の関係はどうであったのか思い出すのも辛く苦しく厳しい
ものでした。 
だから、どうできたか、どうして欲しかったのか、どうすべきだったのか、未だに分からない
のが正直なところです。今でも地元の認知症カフェに参加させて頂きながら、今を苦しむ
方々のお話にひたすら耳を傾けて差上げることしかできませんが、やはり、最後は一人で
はない、寄り添って下さる場所があることに支えられたと思うのです。 
近くにあるサークルやカフェが多くの方々の力になれたらと思います。ただ、一番辛く苦し
んでいる方々は一人介護なので、私の様に何とか歩ける母と共に参加させて頂ける境遇
にない方々が多いので一番の難点かと思います。今は家の中にとじ込もって声をあげる
愚痴を吐くことすら出来ない方々が一人でも減ることを願うことしか出来ません。 
この様な機会を頂き、改めて貴重な冊子を頂き感謝しております。 

この冊子には知りたいことがすべて記載されているので、我が家の永久保存版として、子
供たちに伝えたい。私自身も義母を初期段階から最後まですべて体験し、支援サービスを
利用させていただいたが、ほんの一部であったと思う。冊子を活用することで、今後いろい
ろな局面に出会っても不安が払拭される。参考にしたい。 

一般 

とにかく本人が楽しく過ごせる様にする事だと思う そうすることが本人もすごく穏やかにな
るのです。見る側もリラックスできる工夫を周りの人考えることだと思います。とてもわかり
やすい冊子ですね。 

一般 

まれなケースでしょうが、共に要介護４の母と妻４年の間、在宅ダブル介護、男一人で二
人の夜の排泄介助と掃除で睡眠もままならず、仕事もできずなんとか費用は滞納せず支
払っていましたが、二人分の介護施設の費用だけで月に３０万前後かかるようになると、
貯金も使い果たし払いきれなくなり自己破産申請し生活保護になりました、現在は二人と
も要介護５となり特養で暮らしています、自身は体を壊し一昨年から闘病中です。そうなら
ないよう早めに相談できるよう各自治体生活支援課の一言を付け加えてはどうかと思いま
す。 

一般 

私事ですが義母と暮らして 20年、認知症を防ぐ方法として言えることは家族とのふれあい
話を聞き上手になることしゃべってもらうこと同じこと言っても聞き答えてあげることが防げ
る一歩と思っています今はなくなりましたけど何度も感謝してありがとうと言ってくれまし
た！とても幸せそうでした私もその言葉は私の一生そのものです。 

一般 

以前に比べて、認知症の方に対しての認識が知られるようになり、家族の人たちも隠すこ
とか少なくなったように思います。「認知症の人と家族の会」のことがもっと皆様に知られる
と家族さんの負担感も軽減するのでは 

一般 

家族と当事者が同じ場所で会を開かない。家族が困っていることを当事者が聞くと、気が
滅入る。そして、症状が進むこともある。また、介護プランを作るとき、ケアマネは、当事者
と家族が同席しているときに話をしないで、個別に話を聞いてほしい。 
なぜなら、家族の要望でプランが作られるから。 

一般 

「家族の会」として、特養やグループホームを作ってほしい。又、各施設への対応の勉強会
等をもっとやるべき。「家族の会」をもっと PR したほうがいい。せっかく相談できる人がいる
のに残念です 

一般 

「家族の会」を知らない人は結構います。講演会や認知症サポーター養成講座に参加され
る方は興味があるから来られる方が多いと思います。そうではない方に幅広く認知しても
らうためにはどうしたら良いか考えます。また、介護者でぎりぎりの精神状態にいる人は外
に目を向けられないことが多い。“つどいに参加できない人”をどう支えていくか、難しいこ
とですが頭においておかなければと思います。 

一般 

家族の中で患者が出た場合その家族は介護に手がかかるのですぐ施設にお願いする様
ですがそれは仕方ないと思います。 

一般 

行政は認知症の人、本人を中心に考えているが、家族（介護する人）にも目を向けてもら
えるよう、「家族の会」から働きかけていけばよいと思います。「家族の会」の知名度がもっ
と高ければよいと思います。 

一般 

昨年手荒れにとザーネクリームいただきました。大変役に立っています。物ではないです
が日頃の疲れ（身体、精神）にプレゼント等あれば嬉しいです。本人、本人の家族にしか理
解できないのが介護です。ただより添えられるのも家族です。現実は厳しいです。 

一般 
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項目 内容 職種 
冊子に関してではないですが、私が介護することで自分も思った以上にしんどいなと思うこ
と。頼られていると一緒に頑張ろうとも思う。 

一般 

若年の丹野さんの講演は素晴らしいと思い聞きますが、奥様の御苦労も聞きたいと思い
ます 

一般 

全国の「家族の会」が各県で取り組んでいることを知りたい 一般 

祖母や父親を主に介護していたのは、母親でした。 通所リハで自宅介護をしていました
が、介護が大変になり母親も抑うつ症状が出てきたため、病院併設の介護施設へ入居し
ました。 
自宅介護をしていたときに、家族会等で相談できる場に母親が参加していたら、もう少し介
護を上手に続けられたのだろうと思いました。家族が認知症と診断された時に、このような
冊子を介護する家族へ配布いただけると良いと思いました。 

一般 

認知症の人と介護家族のための相談窓口や認知症についての電話相談の連絡先などを
町内の回覧板など、より多くの人に伝えられる方法での情報提供を行っていく必要がある
のではないかと思う 

一般 

本人が言っていることを丸のみして予防否定キャンペーンしたり一般社会の人たちから疑
念の目で見られたり拒否反応が起こりかねない、社会のためにならないことをしないでほ
しい。 

一般 

「家族の会」にいき、みなさんの話を聞くことで今の自分を気づかせてもらってます。冊子
には改めて気付かされこの冊子は時々読もうと思ってます。 

一般 

「家族の会」に入会しています。やはり交流で話を聞くことが一番参考になるように思いま
す。 

一般 

「家族の会」の方に話（ぐち）をすることで、気持ちが落ち着くことを実感している。 一般 
家族会があって良かった。 一般 
家族会は大変有益な場所であると痛感しています。一人で悩まず、また同じ辛さを共有で
きる貴重な場所であり、情報共有もでき、大いに利用させて頂きたく思っております。場の
提供を感謝いたします。 

一般 

現在、認知症の方の介護経験はありませんが、今後対応する際に相談できる所があり心
強く感じました。がんばってください。 

一般 

特にありません。もう活動を辞めようと思っていましたが、母親、認知症になった本人の残
念さが、より強く感じたので、もう少し続けて活動していきます。 

一般 

認知症でなくても、高齢者のいる家、介護保険を使用している人もしていない人にもその
家族にも目を通してもらうと大変役に立つと思います。 

一般 

認知症についてはかなり理解されていても家族のことについては認知症であることを認め
ず、ストレスを本人にぶつけている人もいる。「家族の会」への誘いが難しいと思うケースも
ある。 

一般 

認知症について勉強もし、お世話もしていますが、今まで理解していたと思っていた事もこ
うしたデータに基づいて明解に記載されていると更に理解できます 

一般 

認知症の家族をかかえていることで、言うに言われない苦労があると思う。きれいごとでは
済まされない。また、費用についても多くかかると思い、自分が認知症にかかれないので
はと思う 

一般 

認知症の人とともに住み慣れた地域で暮らしていけるよう「地域カフェ」や「地域食堂」など
に携わっています。まだまだ理想の地域にはなっていませんが、頑張っていきます。 

一般 

配偶者が昨年の１２月に急に症状が進んで安心して仕事が出来る状態ではなくなりまし
た。幸い、「家族の会」世話人さんの方に助けていただき急場をしのぐことが出来、年末年
始の休暇中に配偶者の状態も落ち着きました。 

一般 

年末で 仕事が大変な時でもあり、私自身も血圧が上がったり不眠になったりで 一般 
世話人さんの助けがなかったらどうなっていたのか・・・。 一般 
年明けに介護認定調査を受けましたが、コロナの影響もあり認定が遅れると通知がありま
した。認定待ちの間にまた配偶者の状態が悪くなったらどうすれば？と とても不安です。
仕事と介護と日々の暮らしを続けていけるだろうかと心配は尽きません。 

一般 

病気だけでなく、本人の思い、家族の暮らし、お金など認知症の全体像を伝えてくれるい
い冊子だと思います。 

一般 

夫が認知症になった時に、何もわからなかった状態でした。その時に認知症の人と家族の
会に随分助けてくださいました。心から感謝しております。 

一般 

本人と家族のつどいですのでその基本を忘れず、進めていきたい。40 年前の介護の大変
さと、今の介護保険があっても家で介護する方の悩みや大変さは、変わっていないこと
が、つどいの大切を感じております。 

一般 

毎月「ぽ～れぽ～れ」を拝読しています。同じような悩みを抱えている方の意見に共感す 一般 
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項目 内容 職種 
ることが多いです。世の中の方にもっと認知症の理解を深めてほしいと思います。 
老健とかに入所した場合は持病があっても今まで通り治療してもらえない（投薬とか数が
減らされる）ところが悔しいです。介護保険の決まりではありますが… 

一般 

老々介護が今後増えていくときに、認知症者が認知症者を介護する時代が来た時にどう
すれば良いのか 

一般 

老々介護の方が身近におられたり、介護している人（した人）でなければ、思いを理解して
もらえない。経験のない人たちに、誰でも言えることではないと言われます。又つどいも会
場まで自力での参加は大変という方、近所に会場があればと思うことが多くあります。今
後の課題です。 

一般 

「つどい」という場で、悩みを聞いてもらい、アドバイスをもらい、共感してもらい、とても救
われます。同じ悩みを持つ人がいれば、ぜひ一緒に参加できればいいなと思います。 

一般 

もっとマスメディアを活用すべき。認知症が、まだまだ他人事のように語られている社会
だ。 

一般 

家族（特に配偶者）の認知症を認めたくない、公表したくないという方が多いと思います。
自分自身もそうですね。誰もがなりえるのにです。ふさわしい対応を学びたいです。 

一般 

「家族のたどる 4 つの心理的ステップ」第二ステップの時に「家族の会」の経験がほしかっ
た 

一般 

潜伏している方々をどのようにして把握するのか、個人情報のこともあり困惑している 一般 
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認知症の人と
家族の思いを
より深く知りたい

あなたへ

1

わたしの認知症� 伊藤　俊彦
　認知症を道連れに如

い
何
か

に生きるか考えながら、私の歩みは診断から間もなく九年が経過
します。診断された時の衝撃は、子供時代の恐怖体験と重なりました。北国育ちの私は、
屋根の雪降ろし作業の後、積もった雪の上に屋根から飛び降りるのが、その時だけ許され
る楽しみでしたが、ある時、それを後ろ向きに飛んでみました。すると、目の前は真っ暗
な壁、この先自分がどうなるのか？着地点も何も見えない「恐怖と不安」。それが、認知
症と診断された時の心境でした。
　その後、診断された病院に若年性認知症デイケア「テニス教室」が開設されて参加し、
初めて同じ病をもつ「仲間」と出会いました。彼らと競技を楽しみ、直後に開設された「認
知症カフェ」にも共に集い、学び、伝える役割も戴き、その後「絵画サークル」も開設さ
れて、同じメンバーで参加しました。それらの経験の中で、私の認知症に対する思いは変
わりました。私は、思う様にならない自分に苛立ちながら、認知機能を落とすまいと必死
に闘っていましたが、描いた絵が、己の思いと異なることに愕然とし、又、突然変化する
仲間の姿に戸惑い、「認知症は闘って勝てる相手ではない、忘れる事に拘

こう
泥
でい

せず、上手に
付き合ってゆく他、道はない」との思いに至りました。何時の間にか、些細なことへの苛
立ちも消えていました。
　今、私は妻と共に「オレンジドア」で、診断間もない当事者・家族の方々に、経験して

わたしの認知症  1

 
認知症という病気について  3

 
私が認知症の診断を受けて  9 

 
認知症の人の暮らし  13

 
認知症の人と暮らす家族  15

認知症について

診断を受けて

暮らしについて

家族について

目次
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2

わたし
たちがご紹介します

きたことや、今の思いを伝え、彼らの笑顔に励まされながら、対価を戴いています。　「私
は歩く認知症」と、診断からの早い段階で、自ら認知症を患っていることを周囲に伝えて
生活して来たことで、地域の中に様々な繋がりが生まれて、認知症の個別性・多様性の理
解が進んだことを実感しています。
　この冊子には、多くの方々の「認知症」が記されています。それらを、是非「あなたの
認知症」のご理解のためにお役立て下さい。

わたしの認知症：夫からの贈り物� 伊藤　元子
 　夫の言葉に微かな不安を感じた日から十年が過ぎ、その不安から一年程後、夫はアル
ツハイマー型認知症と診断されました。以来、私の日常は思いがけないことの連続です。
運動音痴が、いつの間にか週一回のテニスの日を、夫と共に「雨が降りませんように」と
待ち望み、絵画では、下手ながら、夫の存在も忘れて描く事に没頭しています。どちらも
夫の認知症がなかったら経験出来なかった事です。　
　そして、「テニス教室」と同じ頃から開催されている「認知症カフェ」他、種々の「場」
で私は、当事者・ご家族、専門職・支援者他、いろいろな方々と出会い、交流を重ねて来
ました。中でも、ご本人の言葉は、私の心を洗ってくれます。かけがえのない友人も出来
ました。私は夫の認知症から、貴重なものをたくさん貰っているのです。

 
認知症の人とともに
地域で安心して暮らすために  23

認知症とともに

もっと、認知症の人や
家族について、私たち
ができることについて
知りたいと思います。

わたしは、大学で認知症
サポーター養成講座を受
け、オレンジリングをも
らいました。

わたしは大学で認知症関係
のボランティアサークルに
入っています。
きっかけは母が認知症の 
祖 母 を 自 宅 で み て い て、
もっと認知症について知り
たいと思ったことです。

いっしょに、認知症の
こ と を 学 ん で い き ま
しょう。
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　認知症という病気は超高齢社会を迎えた日本社会ではごく一般的な病気となりつつあります。

2013年に出された厚生労働省の報告書では国内に462万人いるとされ、その後の報告では

2025年に700万人になると推計されています。65歳以上の人の5人に1人が認知症を持った

状態になるということです。親や自分自身か配偶者やきょうだいなどの身近な人のうち、誰か

1人は認知症ということであり、他人ごととは言えない状況です。

　日本においても様々な施策が次々と行われ、認知症になってもできるだけ住みなれた地域で

住み続けられるよう、そして、周囲の多くの人が認知症のことをよく理解して偏見を持たないよ

うにする、認知症バリアフリーとも言える社会を創っていこうと多くの人が取り組んでいます。

　認知症という病気は、改めて説明するまでもなく、脳の病気です。

人間にとって大切な、約束を覚えている、必要なものを買い物に

行って買いそろえる、自動車を運転したり交通機関を使って移動

する、銀行にお金を預けたり引き出したり家計を算段するなどの

金銭管理、そのような日常生活を滞りなく行うための認知機能が

徐々に低下します。自分の認知機能がどの程度鈍っていて、どの

程度他の人に手伝ってもらうか、ということも自分だけで判断す

ることも難しくなることが少なくありません。そのため、ある程

度早い段階から周囲の人に理解してもらい、過ごすことが大切で

す。

　このガイドブックの最初に、認知症

について認識を共有するために、認知

症の基礎知識を綴っておきます。

認知症という病気について

認知症について

認知症とは

いっしょに学んで、
何ができるか考えて
いきましょう。

認知症バリアフリーっ
て、どんなことをすれ
ばいいのでしょう。認知症の人が増えて、

本当に身近になって
いるんです。

バリアフリーって、
障がいの壁を外すっ
てことだよね？

5

認知症を疑ったときの検査

認知症という病気について

　認知症を疑った場合、病院を受診すると診察やいくつかの検査を受けます。

１．問診
　いつから、どのような症状があるか、他の病気や今飲ん

でいる薬などの聞き取りをします。本人だけでは詳しく説

明できない場合も多いので、できるだけ本人の生活をよく

知っている人にも説明してもらいましょう。

２．診察　
　手足の動きや筋肉のこわばりがないかなどのチェックを受けます。

３．認知機能検査　
　記憶力や日時の感覚、順序立てて物事を行う力などの確認を受けます。

　75歳以上の場合、免許更新の際に受ける検査も認知機能検査です。

４．血液検査
　血液中の甲状腺ホルモンやビタミン、カルシウムなどが認知機能に影響していることが

あるのでチェックします。

５．頭部画像検査
　頭部CTやMRIといった脳の形態画像の検査

　　脳梗塞、脳萎縮、血腫、水頭症、腫瘍などがないか確認します。

　　 頭部CTやMRIを撮影しただけで大丈夫と思う人もいますが、問診や認知機能検査を

受けることが大切です。

　頭部CTやMRIの他に脳血流シンチ（SPECT）などの核医学検査も必要に応じて受け

ることがあります。

認知症を調べる検査って、
認知機能のテストだけで 
なく、採血や画像検査まで
詳しくするんですね。
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　以下の項目は認知症の人を介護する家族が、認知症かなと思った頃の症状をまとめたもので

す。いくつの項目に当てはまったらということではなく、心配になったときや、年齢相当では

なさそうとか、生活に支障が出てきているなどを目安に、相談や受診を考えましょう。
「家族がつくった『認知症』早期発見のめやす」（認知症の人と家族の会　ホームページより）

もの忘れがひどい
最近のことを記憶する力の

低下、物盗られ妄想

□ 今切ったばかりなのに、電話の相手の名前を忘れる
□ 同じことを何度も言う・問う・する
□ しまい忘れ置き忘れが増え、いつも探し物をしている
□ 財布・通帳・衣類などを盗まれたと人を疑う

判断・理解力が 
衰える

判断力・理解力の低下

□ 料理・片付け・計算・運転などのミスが多くなった
□ 新しいことが覚えられない
□ 話のつじつまが合わない
□ テレビ番組の内容が理解できなくなった

時間・場所が 
わからない

日時や場所の見当識の低下

□ 約束の日時や場所を間違えるようになった
□ 慣れた道でも迷うことがある

人柄が変わる
易怒性や病識の低下

□ 些細なことで怒りっぽくなった
□ 周りへの気づかいがなくなり頑固になった
□ 自分の失敗を人のせいにする
□ 「このごろ様子がおかしい」と周囲から言われた

不安感が強い
不安、うつ症状

□ ひとりになると怖がったり寂しがったりする
□ 外出時、持ち物を何度も確かめる
□ 「頭が変になった」と本人が訴える

意欲がなくなる
意欲低下・無為

□ 下着を替えず、身だしなみを構わなくなった
□ 趣味や好きなテレビ番組に興味を示さなくなった
□ ふさぎ込んで何をするのも億劫がりいやがる

認知症の初期症状〜認知症かなと思うとき〜
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認知症を来す病気
　認知症は1つの病気ではなく、認知症を来す病気は多数あります。その中でも主な病気を記
載しておきます。認知症の症状の重さについては、認知症の経過の項を参照して下さい。

アルツハイマー型認知症
　高齢期に最も多い認知症を来す病気です。認知症全体の6~7割を占めるともいわれています。
物忘れ（記憶障害）で始まることが多く、数年から10年以上かけて徐々に進行します。脳の
神経の周囲や神経細胞の中にβ

ベータ
アミロイドやリン酸化タウという微少なタンパクの凝集が起

こって神経細胞の働きを阻害したり、細胞死を来すことが原因とされています。典型的な場合は、
脳の画像診断で、海馬（側頭葉内側部）などの萎縮が見られ、時間とともに萎縮の度合いが増
します。65歳未満で発症した場合、若年性アルツハイマー型認知症と呼ばれます。20世紀初
頭にこの病気について報告したドイツの精神科医アルツハイマーにちなんで病名がついていま
す。

脳血管性認知症
　脳の血管が詰まった場合は脳梗塞、脳塞栓を来し、脳の血管が破れた場合は脳出血を来しま
すが、これらの脳の病気で認知機能に影響が出た場合、脳血管性認知症と診断されます。脳梗塞、
脳出血で麻痺や運動障害、言語障害を来していても、認知機能に影響がなければ脳血管性認知
症とは異なります。高血圧、糖尿病、不整脈などがあって治療が不十分な場合に発症しやすく、
悪化もしやすいので、それらの病気をきちんと管理することが大切です。

レビー小体型認知症
　ありありと情景が見えているような幻視や歩行障害・手の震えなどを来すパーキンソン症状
を伴う認知症です。窓際のカーテンが人に見えたり、カーペットの模様が虫に見えたりする錯
視が生じている場合もあります。レム睡眠行動障害と呼ばれる怖い夢を見たり、大声を上げたり、
夢にあらがって手が出てしまったりする症状を伴うこともあります。人によって、これらの症
状のどれが強いかは異なっていて、幻覚や妄想だけが強い場合もあります。神経系の薬剤など
に過敏なこともありますので、薬の調節は重要です。この病気も20世紀前半に活躍したドイ
ツ生まれのレビー博士にちなんで名前がついています。

その他の認知症症状を来す疾患
　上に挙げた3つの病気の他に、前頭葉を中心に脳の障害が起こる前頭側頭型認知症や、言葉
の意味が理解しにくくなる意味性認知症などがあります。また、治療可能な認知症と呼ばれる
一群の疾患があります。血液検査のところで記載したような甲状腺機能低下症、ビタミンB12
欠乏症、高カルシウム血症などでは、不足しているホルモンやビタミンなどを補ったりするこ
とで治療が可能です。このような内科的な病気だけではなく、正常圧水頭症という脳内に脳脊
髄液が過剰に留まる病気や、頭部打撲後などに2か月ほどして生じる慢性硬膜下血腫という病
気では、脳外科的な手術を受けることで治療が可能です。
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認知症の治療

認知症という病気について

　認知症を来す病気の項で記載した「治療可能な認知症」はそれぞれの内科的・外科的治療を

受けますが、認知症の大部分を占めるアルツハイマー型認知症などでは、薬物治療（抗認知症薬、

抗精神病薬）、非薬物治療、介護サービスの利用などの生活環境の調整、家族介護者への支援な

どが行われます。最近では、認知症の本人が相談できる場もできつつあります。

薬物治療

　薬物治療には大きく分けて抗認知症薬と随伴症状改善薬の2つの治療があります。抗認知症

薬として、アルツハイマー型認知症には4種類、レビー小体型認知症には1種類の薬があります。

随伴症状改善薬は、認知症に伴う精神症状などを改善するための抗精神病薬とレビー小体型認

知症のパーキンソン症状やレム睡眠行動障害を改善する薬が使用されることがあります。

非薬物療法

　非薬物療法には運動療法、音楽療法、芸術療法、回想法などがあります。人によって好みも

異なるので、好みに合わせて無理なく行うことが大切です。介護保険サービスのデイサービス

などの活動の一環で行われている場合もありますので、確認してみましょう。

介護サービスの利用などの生活環境の調整

　認知症に伴って生じることの多い症状に無為・意欲低下があります。自主的に計画を立てて

活動を行うことは難しい場合が多いので、生活のリズムになるような外出機会を作ることが大

切です。認知症の重症度に応じて、どのようなサービスを利用するのが適切かなどは変化して

きますので、自治体が発行しているケアパス（認知症のためのガイドブック）などを参考にし

ましょう。介護保険とは別に認知症カフェなどの相談・活動の場も各地にあります。ケアパス

に紹介されていることが多いです。

家族介護者等への支援

　認知症になった場合は、良き理解者を持つことが大切です。適切な薬物療法、非薬物療法、

介護サービスなどを受けるためにも、一緒に考えてくれる理解者の存在がとても大切です。一

方で、認知症という病気は身近な人にとって理解しがたい場合も少なくありません。何度も同

じことを尋ねてきた場合、どのように返事をするのが良いのだろうということもありますし、

日々多くの悩みも生じます。認知症の人の身近にいる家族などが、認知症について知識を持っ

たり、心理的負担を傾聴してもらったり相談したりする場がとても大切です。

診断を受けて

9

診断された場所と受けた説明

診断名を知った時の気持ち

私が認知症の診断を受けて

「私」が診断を受けたのは約２年前、病院の医師からでした。
病気についてはわかりやすく説明を受けましたが、
生活の工夫やこれから使える介護サービスなどのことは
あまり聞くことができませんでした。

診断された場所 診断を告げた人 診断時に受けた説明

病院・診療所
88%

認知症専門医
53%

かかり
つけ医
22%

自宅（往診
などで）
0%

未記入
6% 不明

16%その他
6%
家族
から
3%

その他
6%

病院・診療所
88%

認知症専門医
53%

かかり
つけ医
22%

自宅（往診
などで）
0%

未記入
6% 不明

16%その他
6%
家族
から
3%

その他
6%

69名中（人：複数回答可）

わかりやすく説明を受けた 25
説明はわかりにくかった 5
使えるサービスの情報も
含めて説明を受けた 5

使えるサービスの情報は含
まれていなかった 14

ここでは調査に
協力いただいた
69名の認知症の
人の回答を 
統合した1人の

「私」として
ご案内します。

認知症ということで特にショックだった 31

よく覚えていない 11

診断がハッキリしたことで覚悟ができた 9

その他 9

他の病と変わらない受け止め方だった 7

未記入 2

● 当たり前に生活できていると思っていたから
● 治らない病気、良い情報のない病気だから
● 運転や仕事ができなくなると思ったから
● 知人の病気が進行する様子を見ていたから
● 自分は大丈夫だと思っていたから

● もの忘れの理由がハッキリしたから
●  「うつ」だと言われ抗うつ薬で調子が悪くなって

いたから、認知症と診断され対策がみえてきた

● なぜここに居るのかすらわからなかった
● 年をとれば誰でもこうなると思った
● どういうものかわからなかった

●  記憶に支障があるのは以前からその傾向があっ
たので、特別な受け止め方にはならなかった

● なってしまったものは仕方がないと納得した

自由記載の一例

診断名を知った時は、「認知症」ということで特にショックでした。
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認知症の経過
　認知症には大きく分けて4つの時期があります。認知症の前段階とも言われる軽度認知障害

（MCI）の時期、認知症と診断されたのち軽度、中等度、重度の段階の4つです。大きな目安を
以下に記します。アルツハイマー型認知症の場合、それぞれの時期が3~5年ぐらいで徐々に変
化します。

軽度認知障害（MCI）の時期
　年齢に比して明らかな認知機能の低下（強い物忘れなど）はあるものの、買い物や調理、交
通機関の利用などの日常生活の能力はおおよそ保たれています。この頃から怒りっぽさや被害
妄想、不安症状などの認知症の行動・心理症状を伴う場合がありますので、病気の存在を早め
に見極めることは大切です。

認知症の軽度の段階
　家庭内での生活にはおおよそ支障はないものの、軽度認知障害（MCI）の時期に保たれてい
た買い物などの日常生活動作に支障が生じてきます。しかし、排泄や入浴、服の着替えなどの
基本的な日常生活動作は保たれています。

認知症の中等度の段階
　基本的な日常生活動作にも誰かの手助けや見守りが必要になってきます。家族や介護保険の
十分な支援がないと日常生活を過ごすことや1人暮らしが難しくなる時期です。しかし、周囲
の理解があれば、昔から馴染んできた話をしたり、手仕事をしたりすることは可能な場合も多
いです。

認知症の重度の段階
　認知機能の高度な低下のため身の回りの多くのことに介護が必要となり、言葉でのコミュニ
ケーションも難しいことが多くなります。本人らしさを推測するのが難しくなりますが、周囲
の人が理解して快適に過ごせるよう支援することが大切です。

周囲の理解がまずは
必要なんですね。

認知症はそれぞれの時期にあった
環境調整が重要です。
ケアパスや身近な専門家、介護家族 
の集まりなどの機会を利用して 
相談してみましょう。

認 知 症 は、 く す り や 
かかわりで症状の出現や
進行を遅らせることが 
できる可能性があるん 
ですね！
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診断を受けた頃の仕事を今は

仕事を辞めたり変えたりした理由は

仕事の変更の判断

診断時の仕事の継続／変化
この調査の回答者の平均年齢は72歳でした。

自分の判断 19

家族の判断 9

職場の判断 5

医師の判断 3

その他 7

今も同じ仕事を続けている 8

診断後に辞めて今は何も仕事をして
いない 20

診断後に辞めて別の職業についた 5

診断後に職業は同じだが仕事内容を
変えた 4

未記入 32

● 自分が周囲に迷惑をかけると思ったから
● 生活能力が伴わなくなってきたから
● 自信や意欲がわかなくなってきたから

● 家族の会社との調整など、やり取りの負担が増えたから
● ふらつきや転倒など、本人の体調を心配したから
● 仕事のお客様に迷惑がかからないようにとのことから

●  工場の作業に時間がかかり上手くできず、診断を受けたことを言ったら辞めてくれと言われた
●  診断直後から、自主休職・退職するようなプレッシャーをかけられ、休職後退職した
● 担ってもらう事務仕事が見つけられないと言われた

● 記憶面のことなどを考えて、配置転換や変更があれば望ましいとの意見から

● 定年退職したから／目も見えなくなって自然に
● 生活保護との兼ね合いがあったから

● ６名には職業の具体的記載なし
● ２名は会社員

●  診断前の記載では主婦4名、農業2名で他は具体的な
記載なし

● 小売業からデイサービスのボランティアへ
● 木工所から就労継続B型事業所へ
● 商工会、文化団体から病院の非常勤職員へ
● 自営業から実家の農業へ

● 接客はしているが、伝票管理は家族がしている
● 一旦退職し、パートとして事務から接客へ

自由記載の一例

自由記載の一例

仕事を辞めたり、別の仕事に変えたりしたのは、自分の判断です。

　仕事や役割をもっていましたが、診断から２年以上経った今は仕事を辞めたり、
別の仕事をしたりしています。
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生活の変化は

私が認知症の診断を受けて

この２項目だけ「マイナス（好ましくない方へ）の変化」が最も多い回答でした。運転免許の
返納や、周囲の反対などにより、外出できず他者との付き合いが減ってしまったからです。

ほとんどの項目
で黄色「診断前
後で生活は変わ
らない」が最も
多い回答でした。

前向きになれたエピソードは

周囲の理解や協力が得
られたこと

新しい役割が見つかっ
たこと

運動をすること

認知症の人の活躍に触
れたこと

いろいろなサービスを
利用したこと

● 周囲の人が自分のために頑張ってくれた
● 健康管理や定期検査に積極的に取り組むようになった
● 家族も退職やお金のことに否定的でなく安心できた

● 今の職場で受け入れられ居てもよいと感じられた
● 自分の体験を話すことで「役に立てている」と感じることが何よりも嬉しい

●  運動することが減ったが、ボッチャというスポーツに出会い「自分にもまだ
できることがある」と思えた

● 畑仕事を続けないといけないという気持ちになった

●  認知症の人の頑張っている姿をみて、自分の生き方も充実したものにしたい
と思えるようになった

● 認知症になっても終わりではないことがわかった

● １人で不安だったが、デイケアで友人ができ今は楽しい
● デイサービスで友人ができ好きなことができている
● ヘルパーさんに家に来てもらうことが刺激になっている

自由記載の一例エピソードの要約

認知症の診断前後で、趣味や生活が急に変わるわけではありません。ただ、「移動
や外出」「他者との交流」については、以前よりも困るようになりました。

そのような状況の中でも、次のようなエピソードで、「私」は前向きになり、生活
は以前よりも豊かだと感じさせてくれました。

暮らしについて

13

認知症の人の暮らしの状況

認知症の人の暮らし

　認知症の人で、１人暮らしの方は全体で３割いらっしゃ
いました。家族が支援していない、身寄りのない方もいる
ので、１人暮らしの認知症の人はもっと多く、身近である
かもしれません。
　また、認知症の人と家族の２人暮らしが半数でした。同
居していない家族や近隣住民の理解とたすけあいを欲して
いる家庭もあるかもしれません。

　認知症の人の暮らしている場所は、６割がもともとの自
分の家で暮らし続けています。家族の家と合わせると7割
の人が自宅で暮らしています。
　状況によって、入院したり施設に入ったりして、暮らす
場所を移動したことがある人が約４割います。
　入院すると環境が変わって落ち着かなくなるので、家族
はそうならないように、いつもとても気を使います。
　最近は、サービス付き高齢者向け住宅なども増え、自宅
から転居されるケースも増えています。

ともに暮らす家族

暮らしている場所

独居
31%

2人
48%

5人
3%

6人以上
1%

4人
4%

3人
13%

家族の家
9%

自分の家
60%病院

3%

介護施設等
24%

無回答・その他
4%

認知症と診断されても、すぐに
要介護の状態になるわけではな
いってことでしたね。

そうすると少し希望がみえてき
ますね。でも、認知症になった
ら1人暮らしを続けるのは難し
くなるのかな。

そう。最近は、薬で進行もゆる
やかになって、認知症とともに
自分らしく生活できる期間が長
くなっているんですって。

認知症の人で独居の方も増えていま
す。「ひとり」だけど「ひとりでは
ない」、支える家族や支援者がいれ
ば1人の暮らしも続けられるかもし
れないですね。

　認知症の人を介護している家族に、2019年に調査した結果
（1,363件）から、認知症の人の暮らしをみていきましょう。
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認知症になるかもしれない全ての人へ

認知症の私と家族からの願い

本人の言葉 解　説

① あらかじめ知っ
ておいてほしい
こと

診断を受けても
「 働きたい気持ちや、やりたいことがまだまだ自

分にはあります」
「 できることを今のうちにしておきましょう」
「 認知症の正しい知識を持ち早期に受診した方が

良いです」
「家族とは終活や財産の話をしておきましょう」

診断の前と後で、急に人が変わるわ
けではありません。それまでの生活
や趣味なども環境の工夫次第で継続
できます。

② 私に声をかける
時に気をつけて
ほしいこと

話す速度は「ゆっくりと」
話しかける雰囲気は「優しく」
話す声の大きさは「静かに」

言葉の情報量が多いと、かえって混
乱しやすくなります。簡潔で丁寧に
伝えることが大切になります。

③ 診断を受けた時
の心構え

「考えすぎず、自分の可能性を信じましょう」
「人とは比べないでください」
「他の人に頼りましょう」

信頼できる人やサービスと少しでも
早く出会えるよう行動を。

　診断を受けた今の「私」からお伝えしたいことが３つあります。それは
　①認知症についてあらかじめ知っておいてほしいこと
　②認知症のある私に声かけする時に気をつけてほしいこと
　③診断を受けた時に備えて心の準備をしておいてほしいこと　　　です。

安心できる支援をできる限り
早くから受けられるように 
なるといいね。

認知症の人と家族の住みやすい
社会は、認知症と診断されても
認知症の人と家族の尊厳が守ら
れることで実現できますね。

全ての人が
●認知症に関する正しい知識を持つこと
●�認知症の不安がよぎる時期に丁寧な診断を
受けることができること

「私」の中の３分の１（69名中22名）は、今も前向きになれる
きっかけを見つけられていません。
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認知症の人の状態
認知症の程度

要介護度

最高度
23%

高度
28%

中等度
24%

無回答
10%

軽度
15%

要介護1
20%

要支援1
3%要支援2

2%

要介護2
16%

要介護3
17%

要介護4
12%

その他・
無回答
10%

要介護5
20%

　家族が介護している(同居別居問わず）認知症の人の認知
症の程度は中等度と高度が多い結果でした。
　介護している状態は、重要度が高くなるほど多くなりま
すが、軽度が15％おられ、認知症の様々な症状が先鋭化す
る中等度が24％で、軽度・中等度を合わせて４割近くにの
ぼります。

　要介護1、要介護5が20％と他より多いです。その
他・無回答には未申請の方も含まれ、要介護になる以
前の段階の要支援と併せると15％おられます。
　認知症は要介護が重くなるよりも、その前の段階の
方も多くいます。介護度が低い段階では、介護サービ
スも利用できないことが多いです。
　その段階で利用できる支援は、市町村の地域支援事
業や、認知症の人と家族の会などで開催している認知
症カフェやデイホーム、共同作業などでの認知症予防
活動が利用されています。

　認知症の人が受けている介護は、服
薬、買い物、食事の用意、掃除、金銭管理、
外出などの援助が多かったです。
　排泄や移動、食事介助などの生活動
作の援助は全体の中では少なめです。
　認知症と診断されてからも、自分の
ことは自分で行い、少し複雑なことだ
け援助を受けていくことで、その人ら
しく暮らし続けていくことができます。
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認知症の人と暮らす家族

家族について

認知症の人の家族

　認知症の人をみている家族は、ほとんどが息子や娘など
認知症の人のお子さん、または奥さんや旦那さんという認
知症の人の配偶者です。
　1999年の調査ではお嫁さん（義理の子）が33％で、実
の子31％よりも多かったのですが、2010年の調査時から
逆転しています。今回の調査では、子の配偶者は9％でした。
　夫婦共働きや独居の方も多くなっていますので、お嫁さ
んが見守るよりも、息子や娘がみに行ったり、手伝いをす
ることが増えているのかもしれません。

　介護する人の性別は、男性が24%でした。2010年の
32%よりは少ない結果でしたが、1981年の8％と比べる
と、ずいぶん男性介護者が増えています。
　男性は配偶者の介護をしている割合が69%、女性は実の
親を介護している割合が50％と多かったです。

認知症の人を介護する人

認知症の人を介護する人

実の子
44%

配偶者
42%

その他
5%

義理の子
9%

配偶者

男性 女性

実の子 義理の子

0

100

200

300

400

500

600
（人）

認知症の人で1人暮らしをして
いる人も多いということだけ
ど、認知症の人の家族はどう
やって認知症の人と生活をした
り、支えたりしているのかな。

認知症の人も、その家族も、
認知症とともに生きる当事者
といえると思います。

認知症の人と家族の暮らしの様子
についても、2019年のご家族へ
の調査結果からみていきましょう。

すごく意外。
男性の介護者が
増えていますね。

確かに、
女性もお嫁さんではなく
娘や配偶者が多いみたい。
家族構成も変わってきているし、
共働きも多くなってきているからかな。
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認知症の人と暮らす家族

　家族の気晴らしの方法ベスト10です。
　約半数が友人や家族と話すことで気晴
らしをしています。また、全体の91％
の人に介護していることをよく理解して
相談にのってくれる人がいるそうです。
ほとんどの人に相談相手がいると思うと
ホッとします。

　介護を助けてくれる家族がいる人は58％でした。そのう
ち、助けてくれる家族は1人という人が54%でした。一方
で助けてくれる家族はいないと言う人は36％でした。
　さらに、認知症に限らず何らかの理由でケアが必要な家
族が他にもいる人が11％、約1割います。
　若い介護者の人では、子育てしながらだったり、老年期
では認知症以外の病気を持つ家族の介護をしていたりと理
由は様々です。

介護を助けてくれる家族

いる
58%

いない
36%

無回答
6%

気晴らし（複数回答）

0 10 20 30 40 50 60

48
40

33
33
33
30
28

23
23
21

（%）

友人や家族と話す
テレビを観る

読書
家族の会のつどいに参加する
好きなものを食べる

運動をする
買い物

音楽を聴く
趣味に没頭する

寝る

家庭の中で複数の要支援や介護
が必要な人をみている場合を 
ダブル介護というんですって。

そうね、だから家族が1人で抱
え込まないように、周囲が理解
をして支えあえるといいですね。

認知症の人以外にも支援が必要な
人がいる家庭が1割もいて、それ
も1人で、支援者もあまりいない
とやっていくのが大変そうだね。

そうかあ、介護家族同士、支え
合うことも励みになることがあ
るんだね。

私も家族の助けがなければ、介護を続ける
ことは難しいです。
ケアマネジャーさんや職場の介護の経験が
ある人によく話を聴いてもらっているし、

「家族の会」のつどいも心の支えです。
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認知症の人の家族の介護への思い

　家族は、介護を続けることにつ
いて、およそ半数の人が「介護を
続けたいので続けるつもりである」
と考えています。
　「介護を続けたいが現実には難し
い」と思っている人が約1割いま
すが、これは2010年の調査では
23%でしたから、おおよそ半減し
ています。

介護を続けることへの思い

認知症の人と介護する人の年代

52%

■介護を続けたいので、続けるつもり
■介護を続けたいが、現実には難しい
■介護をしたくないが、続けるしかない
■介護をしたくないのでやめたい
■特に介護をする必要がないので
　わからない
■不明、無回答

11%

19%

15%2%
1%

認知症の人の年代
若年期
（-64）

前期高齢期
（65-74）

後期高齢期
（75-84）

超高齢期
（85-） 無回答 計

介
護
す
る
人
の
年
代

成人前期（-39） 0.7% 1.0% 0.3% 0.2% 0.3% 2.5％
成人中期（40-54） 0.6% 2.6% 10.6% 3.6% 1.0% 18.4％
成人後期（55-64） 4.8% 2.5% 6.3% 18.0% 0.4% 32.0％

前期高齢期（65-74） 0.5% 10.5% 5.4% 9.4% 0.4% 26.2％
後期高齢期（75-84） 0.0% 2.2% 11.2% 2.6% 0.2% 16.2％

超高齢期（85-） 0.0% 0.1% 1.2% 2.0% 0.1% 3.4％
無回答 0.1% 0.4% 0.2% 0.2% 0.2% 1.1％
計 6.7% 19.3% 35.2% 36.0% 2.6% n=1,363

これは、介護保険サービスが始
まって20年となり、介護を支援
するサービスが広まってきたこと
も関係しているかもしれません。

　今回の調査では、家族がみている認知症の人の年齢は46歳から106歳でした。若年期認知症の人をみて
いる家族は7％で、家族の年代は成人後期が多かったです。
　75歳以上の家族は20％で、その年代の人がみている認知症の人の年代は後期高齢期が多かったです。い
わゆる老老介護でオレンジ網掛け部分にあたり、全体の17％でした。

介護をしていくことに負担も
あると思いますが、続けて 
いきたいという家族の思いは
絆を感じますね。

（　）内は65歳未満者のうちの割合 
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認知症の人の家族が困っていること

（１）仕事との両立での悩み
　介護家族のうち65歳未満の働き盛りの人は53％、そのうち
67％が何らかの仕事を持ちながら介護をしています。そして
43％が仕事と介護の両立に悩んだことがあると言います。

　仕事と介護の両立が困難だった理由としては、
「自分以外に介護をする人がいなかった」という理
由が最も多く、次いで「介護のために仕事の責任
を果たせなくなった」「先の見通しが立たなかっ
た」、などでした。
　介護をしながら仕事をつづけていくことは想像
以上の困難さがあります。例えば、認知症の人と
暮らしていくなかで症状に付き添い仕事を休んだ
り遅刻することがあること、各種手続きや介護事
業者との調整のために仕事中に連絡があったり急
な受診で休みを取らなければならないことがある
こと、勤務時間の調整が難しく給料の安い部署に
なったり非常勤となったりしたこと、職場に迷惑を
かけて気に病むこともあり離職も考えるなど、職
場の理解は十分にある状況とは言えないようです。

介護と仕事の両立
（65歳未満の介護者）

悩んだ
ことがある
43%

悩んだ
ことがない
24%

無回答
33%

65歳未満
53%

65歳以上
46%

無回答
1%

就労
35%
（67%）

未就労
18%
（33%）

介護家族が認知症の介護で仕事に影響を与えるこ
とで理解して欲しいこと
●目が離せない時間帯がある
● 認知症の診断がつくまでにさまざまな問題が発
生し混乱して辛かった

● 介護のために休みが多くなり職場に迷惑をかけ
た。上司や同僚から嫌味を言われた

● デイサービスの時間が勤務時間と合わず、残業、
早朝出勤、休日出勤ができない

● 通院や体調不良の受診、病院からの呼び出しで
休まなくてはならない

● 仕事中に施設からの呼び出しや警察からの連絡
で対応に追われる

● 役所の手続きは平日しかしてもらえず休みを取
らなくてはならない

●仕事の調整を相談できる人が職場にいない

　介護休暇制度は2017年の調査で5人以上の事業所
で71％、30人以上では91％が規定されているとい
うことですが、その利用率は介護をしている雇用者の
10％に満たない状況です。今回の調査でも介護休暇
を現在取得している、過去に取得したことがある人は
全体の4％しかいませんでした。私は、母の介護のために職場を変え転居しました。

介護は大変なこともありますが、介護をこれから
も続けていきたいと思っているひとりです。
介護保険サービスがあることで仕事と両立しなが
らできていると実感しています。

職場での理解があると、
安 心 し て 働 き な が ら 
介護ができますね。

介護家族の年齢と就労状況
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認知症の人と暮らす家族

（2）介護費用のこと

　介護家族が仕事との両立に悩む理由の一つには、介護費
用のことがあります。
　介護保険サービスを利用するにも費用がかかります。施
設の入居費用は、基本料金の介護費用以外に、食費やおむ
つ代、個室代など、想像以上に必要です。
　認知症の人の年金だけで賄おうと思っていても、意外に
かかってくるものです。
　介護保険サービスの費用には利用限度額という枠があり、
この枠内であれば、1 ～ 3割の負担でサービスを利用する
ことができます。
　今回の調査では、この枠を超えてサービスを利用してい
る人が全体の13％おられ、超過額の平均は53,735円でし
た。
　介護保険以外の費用として、家の改修や転居、通院時の
タクシー代など、いろいろかさむのが介護費用です。

介護にかかるお金
※介護保険限度額までの利用割合

1～2割
24%

3～4割
7%

5～6割
12%

7～8割
18%

ほぼ10割
39%

介護費用のやりくり
要介護5になった
ばかりです。予定
では45,000円

やりくりの状況 割合
認知症の人のお金で賄えている 54％
認知症の人と配偶者のお金で 
賄えている 24％

親族等が経済的援助をしている 5％
その他・無回答 17％

時々オーバーする。
以 前 に11万 円 と
なったこともある

若年性認知症のため
ローンの返済等があ
り、とても苦しい

現在はなんとかしてい
るが、ずっと続くとな
れば生活は苦しくなる

医療費や介護タク
シーの利用、消耗
品は親族が負担

認知症の人がお金
を離さず、介護家
族の預貯金で負担

私もやりくりが大変で、枠を超えて
しまうと10割負担になるので、受け 
た い と 思 う サ ー ビ ス が あ っ て も、 
この枠のことがいつも気になります。

自治体によって介護の費用や
物品の補助があるようだし、
そうすると助かりますね。
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認知症の人と暮らす家族

介護家族が有する自覚症状（複数回答）

0 10 20 30 40

35
33
32

23
21

13
10

7
8

3
（%）

睡眠不足
肩こり

腰や背中の痛み
手足の関節痛
体がだるい

頭痛
めまい
過食

体重減少
食欲不振

　介護家族には体調に不安を抱えている人が多くいます。
老老介護が増えてきていることもありますし、核家族になっ
て、近くに頼れる協力者がいない場合も多いことはお伝え
しました。
　介護家族で治療中の病気が特にない人は、全体の28%で
した。7割以上が何らかの疾患をかかえており、多くは1疾
患か2疾患ですが、複数の疾患を持っている人もいました。
　自分が倒れたとき、認知症の人をだれがみてくれるだろ
うか、優しく労わってくれるだろうか、という不安を常に
抱えながら看ています。
　その中でもポジティブな気持ちがあることで、介護を続
けていけると思い、救われます。

介護家族の治療中の疾患数

治療中の
病気は
特にない
28%

1疾患
42%

3疾患以上
11%

2疾患
19%

　家族が現在自覚している症状は、睡眠不足
35％、肩こり33%と、多くの人が病気以外
にも、体の不調を訴えています。
　特に自覚する症状がない人は、全体の
20%にすぎません。
　夜間、ちょっとした物音でも敏感になって
飛び起きる、排泄コールに起こされるなど、
夜もずっと気を休められずに過ごしていま
す。

介護家族の今の気持ち（ポジティブな気持ち）
●前向きに考えていきたい
●笑顔がある介護を心掛けている
●病気と上手に付き合いたい
●家族や周囲に支えられて介護ができている
●デイサービスや施設に感謝している
● 介護には喜びもある。いつもネガティブな気持ちばかりではない
●つどいで余裕が生まれる

（4）認知症の人の家族が孤立しないために
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（3）認知症の人の対応で悩んでいること

　介護家族が、認知症の人への対応で困って
いる症状では、「認知症の人が何度も同じこと
を聞いてくる」「目が離せない」という症状に
困っていることが多いです。これらの症状は、
主に認知症の初期から中等度の段階で出てく
ることが多いです。
　認知症の症状に困る中等度になる前から、
様々な情報を得て、対応できるようにしてお
くといいかもしれません。

介護家族が困っている症状（複数回答）

介護が生活に及ぼす影響（複数回答）

内容 割合
同じことを何度も聞かれる 46％
目が離せない 32％
興奮を鎮めるのが大変 21％
サービスの利用を嫌がる 20％
火の不始末や徘徊 16％

内容 割合
気が休まらない 52％
自分の時間が持てない 39％
外出できない 27％
家事に思うように手がまわらない 23％
留守を見てくれる人がいない 23％
介護を手助けしてくれる人がいない 21％
経済的負担が大きい 21％
認知症の人との関係がうまくいかない 17％
仕事に出られない 15％
親族との関係がうまくいかない 10％
家庭内がうまくいかない 10％
自分の持病が悪化した 10％
その他 10％
特にない 10％

一日の介護時間

0 10 20 30

3.5
5.3

11
10.5

14.7
24.1

7.9
13.5

9.5
（%）

30分未満
30分～1時間未満
1～3時間未満
3～5時間未満

日中ほとんどの時間
昼夜問わず一日中
特にしていない

その他
無回答

　介護時間は昼夜問わず一日中という人
が全体の24%ともっとも多いです。
　認知症の人の介護（見守りを含む）が
家族の生活に及ぼす影響に関しても、「気
が休まらない」という人が52％でもっと
も多く、次いで「自分の時間が持てない」
などが続き、生活に余裕がない様子があ
りました。

　私も目が離せない時は
大変ですが職場の理解が
あり、何とか続けること
ができています。それで
も、寝不足だったり、家
が気になって仕事に集中
できないときもあります。
そんなときはだれかが助
けてくれたらと思います。
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（5）介護負担を軽くする

家族会の世話人をしています。

　家族の相談相手の第1位は自分の
子ども、2位はケアマネジャー、3位
は友人・知人、4位は「認知症の人
と家族の会」の会員でした。いずれ
も僅差でした。まずは家族内で認知
症の人と介護している家族を理解し、
支えることが大切ですね。

　気晴らしのところで、誰かに相談
するということがありましたが、相
談にのることは、それだけでもご家
族の介護に協力することになるんで
しょうか。

介護している母の話をよく聞くよう
にしているのですが、聞いているだ
けで辛くなって、そんなに母に無理
させたくないと思うこともあります。

私は義母の看取りを終えたのですが、
家族同士の支えに助けられたので、
その後20年近く、ボランティアで 
世話人をしています。支えあいが生
きる力になると実感しています。

主に看ている人の周りの人も辛く
なることはありますね。でも、そ
んなときには、相談というより、
話を聞いてくれるだけでも介護の
協力になると思います。また、他
の介護者の話も聞いてみると気持
ちが切り替わりますよ。

先ほどご家族が言っていた、
家族同士のつどいですね。

そうですね。認知症の介護をとおし
て、同じ悩みを持つからこそ、共感
しあえ、励まし合えると思います。
辛くなったときには、気軽に電話相
談やつどいを利用してみることをお
勧めします。

　ダブル介護をしている人も増えています。辛い思いをしている時こそ、1人
で抱え込まず、地域包括支援センターに相談したり、介護保険を使ったり、つ
どいや認知症カフェに参加して生の情報を得るなどして、介護をしている仲間
とつながり、知恵を絞っていきましょう。
　また、職場でも高齢化に伴い介護をしながら働く人が増えています。介護で
どんな手助けが必要か、職場内で話し合い、介護休暇も活用できるよう、働き
やすい職場をつくり、介護をしている人の人生も大切にして、認知症とともに
暮らしていける社会にしていきたいですね。
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　かつて、私たちは認知症を何も分からなくなる病気と考え、徘徊や大声を
出すなどの症状だけに目を向け、認知症の人の訴えを理解しようとするどこ
ろか、多くの場合、認知症の人を疎んじたり、拘束するなど、不当な扱いをしてきました。
　しかし、いま、私たちは認知症の人の声に耳を傾け、認知症があっても、ともにいきる「共生」
の社会をつくる必要を感じています。
　日本政府としても「今後の認知症施策を進めるに当たっては、常に、これまで認知症の人々
が置かれてきた歴史を振り返り、認知症を正しく理解し、よりよいケアと医療が提供できるよ
うに努めなければならない」(認知症施策推進大綱、2019）と述べています。 

　これを読まれているみなさんは、認知症に対するイメージをどのように持っているでしょう
か。認知症は何もできない人、怖い人などの負のイメージ、など偏った見方をしていないとい
えますか？
　そこで、日本社会の認知症に対する具体的なイメージを調べた結果から、認知症という真の
姿を知るために必要なこと、私たちができることを考えてみたいと思います。
　私たちは、認知症は、人間であれば誰もがなりうる可能性のある姿であることに対して、社
会の共感を得て、恐れずに向き合う気持ちを持ちたいと考えています。

認知症に関する一般市民の意識調査

調査期間：2019年9月～ 2020年1月
有効回答数は12,410（Web回収：556） 

全国の世界アルツハイマーデー講演会、認知症に関連した
一般市民講演会、認知症カフェ、認知症サポーター養成講
座、老人クラブ、商店街、大学祭、研究会などに参加した方々
を対象にしました。その他、「家族の会」ホームページに
アンケートを掲載し会報やその他関係機関へ連絡、Web
の調査も実施しました。

認知症の理解をすすめていくために

理解の促進 社会的共感
負のイメージ
の減少

恐れの軽減 偏見の軽減

偏見の軽減を進めるために（WHO 2012）

　様々な人たちが認知症に対してど
の様なイメージを持っているかを知
りたい。そうすれば、何を理解して
いけば良いのかが見えてきますね。

日本の認知症対策

認知症の人とともに地域で安心して暮らすために

25

認知症の人とともに地域で安心して暮らすために

認知症に対する市民のイメージは？

認知症介護家族の
イメージは？

調査結果を詳しく分析した
結果（因子分析）から、
●パーソンセンタードの視点
●行動心理状態を持つ
●記憶障害の病気
●漠然とした不安感
●自分の身に置き換えた視点

の５つの要因で認知症のイメージが
作られていることがわかりました。
　この中でもっとも関連性のある第1
の因子は、「認知症の人の立場に立っ
たパーソンセンタードの視点」でし
た。
　パーソンセンタードとは、認知症
ケアの現場で近年最も大切であると
いわれている視点であり、認知症が
あっても「その人らしさ」を失わず
対応していくことが大切であるとさ
れている考え方です。

　一般市民の考える認知症介護家族のイメージは、
身体的・精神的負担感を強く持ち、社会全体でサ
ポートする必要のある対象であるというイメージ
（１）・（２）が強く表れていました。
　また、近隣に介護の状況を知られたくないと思
う（48%）、思わない（46%）（3）でした。これ
まで認知症というと様々な要因により隠す対象で
したが、我がごととして捉える機会、社会全体で
支援していくマインドの醸成が少しづつですが進
んでいる印象を受けます。

0 50 100

思わない

思う

（%）

物忘れの病気
何度も同じことを聞く

理解できない言動がある
徘徊が出現する

怒りやすくなる病気
認知症は身の回りのことができなくなる

予防できない病気
どの様な病気かわからない

症状の出現は心身のバランスが崩れることが原因
誰でもなりうる病気

自分が認知症になった時のことを考える
周囲の理解がとても大切

地域活動に参加したほうが良い
喜びや悲しみを分かち合うことができる

気分の良い時には普通に過ごせる
認知症の人には心のゆとりをもって話を聞くことが大切
認知症の人は戸惑いや不安な心境にあると思う

楽観的で困りごとは少ないだろう

2872
2179
3466
2872
3664
2278

5446
6931
5347

694
1783
199
694
694
595
199
496

8614

認知症に対する
現実的な視点

（自分の身に置き換えた視点）

認知症のイメージを形成する 5つの要因

行動心理症状を持つ

記憶障害の病気

認知症の人の
立場に立った視点

（パーソンセンタード）

認知症に対する
漠然とした不安感

認知症の人のご家族は負担が大きいという
イメージは、ぼくもあります。
負担感を軽減する取り組みが必要ですね。

0 20 40 60 80 100

思わない

思う

無回答

（%）

認知症の人を介護している家族は身体的負担が大きい
認知症の人を介護している家族は精神的負担が大きい
認知症の人を介護している家族は経済的負担が大きい

介護者への手助けが必要である
認知症の人の介護には家族の努力が必要である
介護家族は認知症の介護を近所に知られたくない

（1）

（2）

（3）

92
95
88
95

83
48

4 4
1 4
8 4
1 4

12 5
46 6
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認知症意識調査の回答者
　調査は幅広い年代層の方からご回答をいた
だきました。
　調査に回答された方は、専門職等でない一
般の方が半数を超えていました。

　認知症と接したことがある人は、「接したことがある」「少
しある」を合わせて84%でした。
　認知症をもつ人と接することは、特別なことではない、
ごく一般的なことになってきています。

（件）
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回答職種
民生委員
1%

一般
56%

行政・事務
3%

学生
6%

その他
2%

福祉職
22%

医療職
10%

認知症の人と
接したことがあるか

接したことが
ある
70%

ない
14%

無回答
2%

少しある
14%

いろんな人の意見が集まったんだね。
み ん な、 認 知 症 に 対 し て ど ん な 
イメージを持っているのかな。

ぼくは大学の授業で聴くくらいで
接したことがあまりないけど、先
生がよく言う ｢パーソンセンター
ドの視点｣で接するって、どうやっ
たらいいのか学びたいな。

認知症の人と接したことがある
人は、わりといるんですね。

私は祖母と暮らしているからお
およそのイメージはあるけれ
ど、人それぞれだともいうし。
みんなはどんな風にかかわって
いるのかな。
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認知症に関連する介護保険制度の認知度

認知症共生社会に向けた取り組み

認知症カフェの認知度

　2019年に策定された認知症施策推進大綱の柱は「共生」と「予防」です。「共生」に関しては、

認知症のことをより深く知る機会を作ったり、当事者、家族を支援する仕組み（認知症カフェ、

認知症サポータ養成講座など）が様々なところで開催、実施されてきています。また、その認

知度も徐々に上がってきています。

　認知症になった時にも利用できる「介護保険サービス」
のことを知っている人は、｢知っている｣ ｢だいたい知っ
ている」を合わせて67％でした。

　「認知症カフェ」という認知症の人、家族、地域住民、
専門職等が交流する場所を知っている人は、｢知っている｣
｢だいたい知っている」を合わせて60％でした。

知っている
41%

無回答
4%

知らない
8%

あまり
知らない
21% だいたい
知っている
26%

知っている
45%

無回答
4%

知らない
17%

あまり
知らない
19%だいたい
知っている
15%

介護保険は40歳になったら
支払い始めて、特定疾患に
かかったら40歳以降利用で
きるのよね。

65歳以下の若年期認知
症では、子育てや住宅
ローンなどの経済的問題
もあって、支援する制度
もあるみたい。

認知症で要介護状態で
あれば、40代でも介
護保険が利用できると
いうことなんだね。

オランダで「アルツハイマーカフェ」として始
まったものが、日本でも広がっているみたい。
認知症について気軽に相談できたり、認知症の
ことについて知ることができる場所で、認知症
の人がカフェの店長さんをしているところもあ
るのよ。

カフェって、喫茶店のこと？

へえ、行ってみたいな。
認知症の人との出会いの場でもあるんだね。
ぼくも認知症の人へのやさしい接し方を学
んでいきたいな。
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認知症サポーターの受講について

認知症の人とともに地域で安心して暮らすために

　「認知症サポーター養成講座」を受講したことがあると
回答した人は、40％、受講したことはなくても今後受講
したいと回答した人は、12％でした。

はい
40%

無回答
4%

いいえ
（受講予定なし）

44%
いいえ

（受講予定）
12%

認知症キャラバンメイトという認知症についてよく知る教師役
の人が各地にいて、専門職の人もたくさんいるんだけど、学生
の私もキャラバンメイトの資格を持っているのよ。

受講した証に、オレンジ
リングをもらえるのよ。

この間、大学で認知症サポーター養成講座をしていたね。

スーパーやコンビニ、町内会や駅員さん、銀行員さん、警察官さんも、
みんながオレンジリングをもって認知症のことを理解していることを示せ
たら認知症の人も家族も、その地域で今よりもっと過ごしやすくなるね。

「認知症の人と家族の会」について

　「認知症の人と家族の会」という認知症の人、家族をサ
ポートする組織を知っている方は、｢知っている｣ ｢だい
たい知っている｣ を合わせて56％でした。

知っている
42%

無回答
4%

知らない
16%

あまり
知らない
24% だいたい

知っている
14%

私も、「認知症の人と家族の会」の活動を
大学の先生たちに連れて行ってもらって
参加しているの。

電話相談もそうだっていうけど、「誰かに聞
いてもらう」ことや、「一緒に悩むこと」を
大切にしている会なんだね。
認知症カフェもそうだけど、こういう人との
つながりって、認知症介護で孤立しやすいと
きに、大切なんだね。

家族のつどいでは、生々しい
介護の悩みをご家族が吐き出
しても、介護の経験者の人が
とことん聞いてくれる感じが
あって、そこでの話は秘密だ
から安心できるよね。
私も、母と祖母のことを相談
してすごくよかったよ。

2929

　認知症に関する情報提供や認知症の人や介護家族を支援する団体を紹介します。

全国的に認知症の情報提供や相談や交流を行っている団体

認知症についての電話相談

認知症の人や介護家族を支援したい方のために

認知症の人と介護家族のための相談窓口

認知症の人と家族の会
全国47都道府県に支部があり、全て
の支部で電話相談や“つどい”（交流
会）をしています。
https://www.alzheimer.or.jp/

全国若年認知症家族会・支援者連絡協議会
各地の家族会と支援者の会の相互の
情報交換や、若年認知症に関する様々
な情報の提供を行っています。
http://www.jn-support.com/

男性介護者と支援者の全国ネットワーク
男性介護者同士が全国でつながり支
え合う活動をしています。

https://dansei-kaigo.jp/

レビー小体型認知症サポートネットワーク
レビー小体型認知症について医療・
ケア専門職が情報や知識を得られる
ようサポートしています。
http://dlbsn.org/

日本認知症本人ワーキンググループ
認知症の人が中心になって活動して
います。

http://www.jdwg.org/

認知症介護情報ネットワーク
認知症介護に関する中核的機関です。
東京、仙台、大府に研究・研修センター
があります。
https://www.dcnet.gr.jp/

認知症サポーターキャラバン
全国キャラバン・メイト連絡協議会が自治体や企業・団体と共催して認知症サポーター

（認知症の人を支援する方）を養成する認知症サポーター養成講座を開催しています。
全国に認知症サポーター数は12,773,939人います（2020年9月30日現在）。
http://www.caravanmate.com/

ＲＵＮ伴（ランとも）
全国の地域住民と認知症の人や家族、医療福祉関係者が一緒にタスキを
つなぎ、日本全国を縦断するイベントを開催しています。
https://runtomo.org/

認知症の人と家族の会
0120-294-456（土日祝除く10:00 ～ 15:00）

若年性認知症コールセンター
0800-100-2707（月～土/年末年始・祝日除く10:00 ～ 15:00）

都道府県認知症コールセンター（お住いの自治体にお問い合わせください）

何かあったときに 
頼れる場所がある 
って心強いね。

何かある前から
ボランティアとして
かかわっておくこと
も備えになるね。
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パーソンセンタードの視点と社会資源の活用の関係

認知症とともにある地域づくりを

社会資源のことを知っている、活用している人たちの方が「パーソンセンタードの視点」が高いことが、分析の結果わかりました。

「介護保険サービス」のことを知っている

「認知症カフェ」という認知症の人、家族、 
地域住民、専門職等が交流する場所を 
知っている

「認知症の人と家族の会」という認知症の人、
家族をサポートする組織を知っている

「認知症サポーター養成講座」を受講した 
ことがある

UP!

パーソンセンタード

　今回の調査結果から、認知症に関するイメージとしては社会全体で支え、認知症であること
を隠す必要はないと考えている人が増えてきていることは、これからの時代に嬉しいことです。
　社会全体で認知症を特別なことから、「ともに」生きることへと、意識を高めていくことが期
待されています。

「特別な人」という意識

  「特別な人」という
意識から

和（包摂）
「ともに」という意識へ

 「支援を提供する人、理解を深める対象」
という意識
パーソンセンタードの意識

「支援をする人」という意識ではなく
「しっかりとした理解のもと」
ともに生きていく人としての意識

【過去】
ケアや医療が届かない存在
隠す存在

認知症の人

【現在】
様々な職種、家族、地域の人が
協力してケアを提供する対象者

【近い未来】
ともに生きていく一員として
Social Inclusion をめざして
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絵コンテ（支援者編）「ともに過ごす 認知症の人と家族とわたしたち」 動画画像（支援者編） 

動画「認知症の人と家族の思いをより深く知りたいあなたへ（アニメーション） 

絵コンテ（本人編） 

絵コンテ（家族編） 




